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商標について 

 

・ Microsoft 、Windows 、Visual Basic は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登

録商標または商標です。 

・ Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. の登録商標であり、株式会社ウェルキャットはライセンスに基づいて使用し

ています。 

・ 本製品には、株式会社リコーによって開発されたビットマップフォントが搭載されています。 

・ 各マニュアルの著作権は株式会社ウェルキャットにあります。 

・ 各マニュアルの一部または全てを無断で使用、複製することはできません。 

・ その他記載されている製品名および会社名は、それぞれの企業の登録商標または商標です。 
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正しく安全にお使い頂くために 

 

弊社製品をお買上げ頂きまして誠にありがとうございます。 

ご使用の前にこのユーザーズマニュアルをよくお読みになり、製品の適正な使用および保守することが重要です。

製品の仕様・機能・内容の確認に努め、使用する際には表示・マニュアルをよく読み、事故につながるような使い

方をしないように心がけましょう。製品の保守・点検をこまめに行うことも大切です。表示内容を無視して誤った

使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し説明します。表示は危険の程度で分類されていま

す。 

 

危険 
 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される

緊急性が高い内容を示しています。 

 

警告 
 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が想定される内容を示しています。 

 

注意 
 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内容および物的損害のみの発生が想

定される内容を示しています。 

 

以下の絵表示は、お守り頂く内容区分を説明しています。 

 

 

このような絵表示はしてはいけない「禁止」であることを示します。図の

中に具体的な禁止の内容が示されています。 

 

このような絵表示は必ずして頂く「強制」であることを示します。図の中

に具体的な指示の内容が示されています。 

 

このような絵表示は注意を促す内容であることを示します。図の中に具体

的な注意の内容が示されています。 

 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためにも、次の事柄は必ずお守りください。 
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必ずお守りください 
 

 

製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示している危険、警告、注

意の表示を厳守してください。 

 

PET -100 -M 本体、乾電池、バッテリーパック（BP -001 ）共通 

 

危険 
 

 

必ず専用の周辺機器をご使用くだ

さい。 

PET-100 -M 専用周辺機器（別売） 

・バッテリーパック（BP-001 ） 

・バッテリーパックケース 

 （BC-002 ） 

・シングルチャージャ（QC-006 ） 

・マルチチャージャ（QC-007 ） 

・USB 通信ユニット（IU -004 ） 

・USB 通信/充電ユニット（IU-004C ） 

・LAN 通信/充電ユニット（IU-00 4CL） 

 

 

高温になる場所（火やストーブのそ

ば、炎天下など）や引火性ガスの発

生する場所での使用、放置、充電は

しないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

電子レンジや高圧容器などの中に

入れないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

火の中に投入したり、加熱したりし

ないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

レーザを人に向けないでください。 

レーザ光が目に入ると視力に障害をき

たす恐れがあります（『レーザ安全基準

について』（P.10 ）参照）。 

 

 

乾電池ケースまたはバッテリーパ

ックの端子や、本体の電池端子/ 充

電端子をショートさせたり、ハンダ

付けしたりしないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

バッテリーパックの（＋）と（－）

の向きを逆にして使用、充電しない

でください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

水や海水などにつけたり、濡らした

りしないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 
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警告 
 

 

バッテリーパックの充電の際、所定

の充電時間を超えても充電が完了

しない場合は、充電をやめてくださ

い。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

落下させる、投げつけるなど強い衝

撃を与えないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因と

なります。 

 

 

発熱・発煙・異臭などが発生した時

は、電源を切り乾電池ケースまたは

バッテリーパックを取外してくだ

さい。 

そのまま使用すると、発熱、発火の原因

となります。乾電池またはバッテリーパ

ックではさらに漏液、破裂の原因ともな

ります。 

 

 

分解、改造をしないでください。 

けがや感電、火災などの事故または故障

の原因となります。内部の点検、調整は

お買上げの販売店にお任せください。 

万一、改造などにより生じた問題につい

ては、一切の責任を負いかねます。 

 

 

乾電池ケースまたはバッテリーパ

ックの端子や、本体の電池端子/ 充

電端子に手や指など身体の一部が

触れないようにしてください。 

感電、傷害、故障の原因となる場合があ

ります。 

 

 

薬品に近づけないでください。 

薬品が触れる場所や薬品のそばで使用、

保管しないでください。感電、火災など

の事故または故障の原因となります。 

 

 

バッテリーパックの充電は専用充

電器を使用してください。 

他の充電器で充電すると、バッテリーパ

ックが発熱、破裂、発火する原因となり

ます。 

 

 

乾電池を使用する場合、単三形アル

カリ乾電池（LR6 ）を使用してくだ

さい。 

マンガン電池およびニカド（Ni -Cd)や

ニッケル水素（Ni -MH ）等の充電式電

池は、絶対に使用しないでください。 

故障や破損、発火の危険があります。 
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注意 
 

 

高温となる場所、湿気・ほこりの多い場所で使用・保管しないでください。 

火のそば、直射日光が当たるところなど高温になる場所での使用や保管は避けてください。火災

などの事故またはケースの変形や故障の原因となります。また湿気、ほこりの多いところでの使

用や保管は避けてください。感電、火災などの事故または故障の原因となります。 

 

 

不安定なところに置かないでくだ

さい。 

機器が落ちたり倒れたりして、けがや機

器の故障の原因となります。 

 

 

乳幼児の手の届くところに置かな

いでください。 

けがなどの原因となります。 

 

 

本製品は、事務用、産業用などの一般的用途を想定したものであり、以下のような高度

な安全性が要求される用途での使用を想定した製品ではありません。 

・陸上、海上、航空輸送ならびに交通の運行制御管理、原子力核施設の制御管理、生命

維持装置の制御管理など 

弊社は、このような生命、人体、環境に対し重大な危険性を伴う用途での使用により発生した損

害に対し、いかなる責任も負いかねますのであらかじめご了承ください。 
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PET -100 -M 本体について 

 

警告 
 

 

持ち運びの時には、ハンドストラッ

プが引っ掛からないようにしてく

ださい。 

ハンドストラップの取扱いには十分注

意してください。ハンドストラップが他

の物に引っ掛かると、けがや事故の原因

となります。 

 

 

高精度な制御や微弱な信号を扱う

電子機器の近くでは使用しないで

ください。 

電子機器（医療用電子機器、火災報知器、

自動ドア、その他の自動制御機器など）

が誤動作するなどの影響を与えること

があります。 

 

 

異物を本体の内部に入れないでください。 

もし本体の内部に異物や液体が入った場合は使用を中止し、お買上げの販売店にご連絡くださ

い。そのまま使用すると感電、火災などの事故または故障の原因となります。 

 

注意 
 

 

パソコンや蛍光灯、電子レンジなど

のノイズを発する機器からはなる

べく離して使用してください。 

ノイズの影響により正常に通信できな

くなる場合があります。 

 

 

必ず手に取って操作してください。 

床や机に置いたまま、あるいはチャージ

ャに置いたままの状態で操作をすると

機器の故障や誤作動の原因となります。 

 

 

強い衝撃を与えないでください。 

本体を落とす、投げる、叩くなどしない

でください。故障の原因となります。 

 

 

水中に入れたり、強い勢いで水をか

けたりしないでください。 

本体は水没、噴射水に対し保護されませ

ん。内部に水が入り感電、火災などの事

故または故障の原因となります。 

 

 

磁石、ブザー、スピーカ、ブラウン

管や、RFID のアンテナ近くなど、

強い磁界が発生する恐れがあると

ころで使用、保管しないでくださ

い。 

本体の誤動作や故障の原因となります。 
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アルカリ乾電池について 

 

危険 
 

 

アルカリ乾電池のアルカリ性溶液

には、直接触れないようにしてくだ

さい。 

アルカリ溶液が皮膚、衣服に付着した時

は、すぐにきれいな水で洗い流してくだ

さい。また、液が目に入った時は、こす

らずにすぐにきれいな水で洗った後、直

ちに医師の診療を受けてください。 

アルカリ性溶液が目に入った時は、失明

など傷害の恐れがあります。 

 

 

乾電池をショートさせたり、ハンダ

付けしないでください。 

使用前、使用後を問わず乾電池を保管す

る場合は、端子同士が触れることがない

ようにしてください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

乾電池ケースに装着する時、＋と－

を逆に装着しないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

乾電池を火の中に投入したり、加熱

しないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

警告 
 

 

乾電池をつけたま長時間放置しな

いでください。 

長時間放置する場合は、必ず乾電池を取

外してください。 

漏液や破裂の原因になります。 

 

 

新しい乾電池と古い乾電池を混ぜ

て使用しないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

メーカーの異なる乾電池を混ぜて

使用しないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

乾電池は、単三形アルカリ乾電池

（LR6 ）を使用してください。 

単三形アルカリ乾電池（LR6 ）以外

の電池は使用できません。 

寸法、電圧値などが本製品の設計値と異

なる場合があり、漏液、発熱、破裂、発

火、故障の原因になります。 
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衝撃や振動を与えたり、分解や加圧

をしないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

注意 
 

 

高温・高湿などの環境では使用しな

いでください。 

直射日光の強いところや炎天下の車内

など高温の場所で使用、放置、保管をし

ないでください。 

漏液、発熱、破裂、発火、故障の原因に

なります。 

 

 

電池のメーカーにより仕様や性能

が合わない場合があります。弊社推

奨アルカリ乾電池をご使用くださ

い。 
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バッテリーパック（BP -001 ）について 

 

 

使用済みバッテリーパック（BP-001 ）について 

PET-100 -M にはリチウムイオン二次電池（バッテリーパック：BP-001 ）を使用することがで

きます。リチウムイオン二次電池は、「資源有効利用促進法」により、電池メーカーおよび電池

を使用する機器メーカーに回収・リサイクルが義務付けられた小型二次電池です。弊社では一般

社団法人 JBRC の会員として、使用済み小型二次電池の回収・リサイクルを実施しております。

寿命となったバッテリーパックは一般のゴミと一緒に捨てず、回収に関しては弊社までお問合せ

ください。 

 

危険 
 

 

バッテリーパックが漏液して液が皮膚、衣服に付着した時は、すぐにきれいな水で洗い

流してください。また、液が目に入った時は、こすらずにすぐにきれいな水で洗った後、

直ちに医師の診療を受けてください。 

放置すると、失明やその他傷害を起こす原因となります。 

 

 

バッテリーパックを火の中に投入

したり、加熱したりしないでくださ

い。 

漏液、発熱、破裂、発火の原因となりま

す。 

 

 

バッテリーパックを水や海水など

に漬けたり、濡らしたりしないでく

ださい。 

漏液、発熱、破裂、発火の原因となりま

す。 

 

 

釘をさしたり、ハンマーで叩いた

り、踏みつけたりしないでくださ

い。 

漏液、発熱、破裂、発火の原因となりま

す。 

 

警告 
 

 

バッテリーパックが漏液、変形・変色した時には使用しないでください。 

そのまま使用すると、バッテリーパックの発熱、破裂、発火、または漏液の原因となります。ま

た火気に近づけると漏液した電解液に引火する恐れがあります。 
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レーザ安全基準について 
本製品はレーザ製品の安全基準（JIS C 6802 ）クラス 2 に準拠しています。 

 

最大出力：1mW  

波長：650 ±10nm  

 

クラス 2 ではまばたき等の嫌悪反応で目が保護されますが、レーザ光をのぞき込んだり直接目に入れたりしな

いでください。 

 

レーザに関する警告ラベル 
 

 

 

 

ˮ̀ʾ̀˂˦˓˭ʪ˳ɼᴵɨɰϗ ʕȼ ᶟɿӠ ʀɨɻɕɸɠɱɦɕȽᴒ ɻ˴̀ʾ

„ɿ ʁɠʣ ɠɤɹɝɓʛʏɪȽ 

 

 

液晶画面について 
製品によってバックライト色や輝度に若干違いのあることがございますが、これは液晶の特性によるバラつき

であり不良ではありません。 
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電波に関する注意 
 

■本機は電波法に基づく工事設計の認証を受けた無線設備を内蔵しています。 

■本機を分解したり、本機の内部に触れることは電波法で禁止されており、法律で罰せられることがありま 

す。故障の際の内部点検、調整はお買上げの販売店にお任せください。 

 

本製品を下記のような状況でご使用になることはおやめください。 

 

・心臓ペースメーカーや医療機器の近くで、本製品をご使用にならないでください。 

医療機器に電磁妨害を及ぼし、生命の危険があります。 

・電子レンジの近くで、本製品をご使用にならないでください。 

電子レンジによって本製品の無線通信への電磁妨害が発生します。 

 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用され

ている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）、特定小電力無線局（免許を要しない無線局）、アマ

チュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。 

 

・この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定小電力無線局、アマチュア無線局が運用

されていないことを確認してください。 

・万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やか

に使用周波数を変更するかまたは電波の発射を停止した上、弊社営業担当にご連絡頂き、混信回避のための

処置等（例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。 

・その他、この機器から移動体識別用の構内無線局、特定小電力無線局、アマチュア無線局に対して有害な電

波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことがおきた時は、弊社営業担当へお問合わせください。 

 

製品銘板に記載されている  は、次の内容を意味しています。 

2.4 使用周波数帯域 2.4GHz 帯 

FH 変調方式 FH-SS 方式 

1 想定干渉距離 10m 以下 

 周波数変更の可否 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可

であることを意味する。 

 

・本機は日本国内でのみ使用可能です。海外では電波規格が異なるため、使用できません。 
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マニュアルの構成 

■本製品マニュアル 

ΕЅϲЌψВͤɀ Ε CD- ROMΒ ΩαδΌ͜Φ͵Ɂ 

マニュアル 内容 

PET-100-M 

ユーザーズマニュアル 

本書です。 

使用上の注意、各部の名称、操作方法、システムメニュー操作法、仕様な

どについて説明しています。 

QC-006 

ユーザーズマニュアル 

シングルチャージャのマニュアルです。 

充電方法、仕様について説明しています。 

QC-007 

ユーザーズマニュアル 

マルチチャージャのマニュアルです。 

充電方法、仕様について説明しています。 

IU-004、IU-004C 

ユーザーズマニュアル 

USB 通信ユニットのマニュアルです。 

通信方法、仕様について説明しています。IU-004C は充電機能付きです。 

IU-004CL 

ユーザーズマニュアル 

LAN 通信/充電ユニットのマニュアルです。 

通信方法、仕様について説明しています。 

BP-001 取扱説明書 リチウムイオンバッテリーのマニュアルです。 

DC-007 取扱説明書 PET-100-M 本体をほこり、傷から守る保護カバーのマニュアルです。 

 

■関連機器マニュアル 

マニュアル 内容 

WLF-003 BluePorter-V 

マニュアル ＊ 

転送ユーティリティのマニュアルです。 

Bluetooth USB アダプタまたは USB 通信ユニットを使用して、

PET-100-Mとパソコン間でファイルの送受信をするためのソフトです。 

WLF-004 BluePorter-L 

マニュアル ＊ 

IU-004CL を使用して、PET 本体とネットワーク上のサーバ間でファイ

ルの送受信をするためのソフトです。 

ʔ ẤϤϼϯόύψΕ Β  Φδ΄ϑКАϊКϿВϾΎ͵Ɂאּ
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本書の見方 

■本書の構成 

Ζɀ Ε Ύ♦ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

ϞϠϭЇ ₂ ΕϞϠϭЇ♦ Ε κ ͯΌ͜Φ͵Ɂ Εͬ ṯΒ͢

Όͧ΅ͭ͜Ɂ 

1  ϶ɚϰόύψ Ấ Ε ͜ ɀϷϪϭБɚΕ ͩɄ ɀϷɚϚɚϰΕ

βͣ΄Αΐɀ϶ɚϰόύψΕ ͜ ΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

2  Ϥϼϯόύψ ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκẆ ͵γ΄ΩΕἆᾺɀẆ ɀϊКϠϯ

ɚВ ɀ ⱴ ΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

3  ϞϠϭЇЈϲЌɚ ἶ Αὅ Ε ΏϞϠϭЇЈϲЌɚΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ

͵Ɂ 

4   Ε ᵺ Ύ͵Ɂ 

5  ΰ͚ͧγ ΏṰ  ΰ͚ͧγ άϯАϽВɀͽδακṯ€͵γ΄ΩΒẬ ͵γ Ε͚

γꜞ ΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

 ΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

 ΒΉ͜Ό ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

 Ṗ ɀϜКϾВϷɚϚɚϰͤὕ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

■表記上の注意 

ΎΖɀ Ε ὕͤ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

守って頂きたい事項、操作上注意を要する事項を記載しています。この記載をよく

お読みになり、必ず指示に従ってください。 

ᴮ
 

役立つ情報やヒントとなる情報を記載しています。 

 

関連する情報が記載されているページや他のマニュアルを紹介しています。 

【 】キー 操作パネルのキー名称は【 】で記載しています。（例）【PW】キー 

［ ］ 画面に表示される項目は［ ］で記載しています。（例）［システムメニュー］ 

 システムメニューの操作方法を説明しています。 

 

システムメニューの操作で、入力フォーマットが固定され、文字を削除、変更でき

ない項目です。それらの操作説明には、このマークを記載しています。 

 

システムメニューの一部の操作では、実行時の電池残量が規定値（操作により異な

ります）を下回る場合、操作が制限されます。それらの操作説明には、このマーク

を記載しています。 
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システム体系 

■製品構成 

κ ͵γ΄ΩΕἶ Α ♦ Ύ͵Ɂ ΒḝʹΌͬ ᵣͧ΅ͭ͜Ɂ 
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■赤外線通信（IrDA ）システム構成 

ẋ ɨIrDAɩκ ΈΌϸϤϚКΏ ͵γ ꞋΕϞϠϭЇ♦ Ύ͵Ɂ 
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■Bluetooth 通信システム構成 

Bluetooth κ ΈΌ ΕὅἵΏ ͵γ ꞋΕϞϠϭЇ♦ Ύ͵Ɂ 
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1 -1  製品について 

1 -1 -1  同梱品の確認 

ΒΖɀ Ε ͤ δΌ͜Φ͵Ɂͭנּ Όͤ ΈΌ͜γͫΏκͬẬ ͧ΅ͭ͜Ɂ 

Ϊͯ ɀ ͚βΦͯ΄αɀ ΦΎͬ ͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

 

1 -1 -2  別売品 

ΒΖɀᵘḹΕἜ ͚ͤβΦ͵Ɂ ΒḝʹΌͬ ᵣͧ΅ͭ͜Ɂ 

製品名 型番 説明 

バッテリーパック BP-001 充電式のリチウムイオンバッテリーです。 

バッテリーパックケース BC-002 バッテリーパックを使用する場合のケースです。 

バッテリーパック 

（ケース付き） 

BP-001C バッテリーパックとバッテリーパックケースのセット製

品です。 

乾電池ケース BC-001 単三形アルカリ乾電池を使用する場合のケースです。 

保護カバー DC-007 傷やほこりから本体を保護するためのカバーです。 

シングルチャージャ QC-006 本体充電およびバッテリーパック充電をする充電器です。 

本製品 1 台、バッテリーパック 1 台を充電可能です。 
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製品名 型番 説明 

マルチチャージャ QC-007 本体充電およびバッテリーパック充電をする充電器です。 

本製品 4 台、バッテリーパック 4 台を充電可能です。 

携帯ホルダ CB-001 本製品を収納して、腰に装着するホルダです。 

USB 通信ユニット IU-004 本製品とパソコン間を結ぶ充電機能のない通信ユニット

です。 

本製品とIU-004間は赤外線、IU-004とパソコン間はUSB

で通信します。 

USB 通信/充電ユニット IU-004C 本製品とパソコン間を結ぶ充電機能付き通信ユニットで

す。 

本体充電およびバッテリーパック充電をする充電機能が

ついており、本製品 1 台、バッテリーパック 1 台を充電

可能です。 

本製品と IU-004C 間は赤外線、IU-004C とパソコン間は

USB で通信します。 

LAN 通信/充電ユニット IU-004CL 本製品とパソコン間を結ぶ充電機能付き通信ユニットで

す。 

本体充電およびバッテリーパック充電をする充電機能が

ついており、本製品 1 台、バッテリーパック 1 台を充電

可能です。 

本製品と IU-004CL 間は赤外線、IU-004CL とパソコン間

は LAN で通信します。 

転送ユーティリティ 

BluePorter-V 

WLF-003 パソコンとファイル送受信をする転送ユーティリティで

す。 

USB 通信ユニットによりファイル送受信が可能です。 

IU-004/004C を使用する時に必要です。 

LAN対応転送ユーティリ

ティ 

BluePorter-L 

WLF-004 パソコンとファイル送受信をする転送ユーティリティで

す。 

IU-004CL を使用して、PET-100-M とネットワーク上の

サーバ間でファイルの送受信をするためのソフトです。 
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1 -1 -3  各部の名称と機能 

 

 

 

番号 名称 説明 

① 動作状態 LED 動作状態は、次項「■LED 表示の意味」（P.27）を参照。 

② 液晶表示部 データや文字、画像を表示します。 

③ 操作キー部 キーの働きは、次々項「■操作キーの働き」（P.28）を参照。 

④ 赤外線通信ポート 赤外線（IrDA）により、他のハンディターミナルや USB 通信ユニット

と通信します。 

⑤ ハンドストラップ取

付け用穴 

ハンドストラップを取付けます。 

 

⑥ 充電端子 シングルチャージャ、マルチチャージャの充電用端子です。 

⑦ スピーカ 読取り音や警告音を鳴らします。 

⑧ 読取り口 バーコードの読取り口です。 

※レーザ光が照射されるのでのぞき込まないでください。 

⑨ 製品銘板 製品名や製造元、レーザ警告等が記載されています。 

⑩ ロックレバー バッテリーパックケース、乾電池ケースのロック/解除をします。矢印

の方向にレバーを移動するとロックされます。ご使用の際は、必ずロ

ックしてください。 

⑪ 乾電池ケース 乾電池を装着する際に使用します。 

乾電池を乾電池ケースに装着して、本体に装着します。 



第 1 章 ハードウェア 1 -1  製品について 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 27 

番号 名称 説明 

⑫ バッテリーパックケ

ース（別売） 

バッテリーパック装着の際に使用します。 

バッテリーを本体に装着してからバッテリーパックケースで蓋をしま

す。 

⑬ シリアル番号シール シリアル番号が記載されています。 

問合せ等の際は、このシリアル番号をご連絡ください。 

⑭ 電極 バッテリーパックや乾電池ケース用の電極です。 

⑮ ハンドストラップ 本体に取付けてお使いください。 

 

■LED 表示の意味 

Ε LED Ζɀ Εΰ͞Α κ ͯΦ͵Ɂ 

 

バーコード読取り時 
緑色点灯 バーコード読取り成功 

赤色点灯 バーコード読取り失敗 

充電時 

赤色点灯 充電中 

緑色点灯 充電正常完了 

消灯 充電エラー 
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■操作キーの働き 

ϔɚΖɀ Εΰ͞Α ͥκͯΦ͵Ɂ 

 

読取りキーファンクションキー

矢印キー

（ F 5 ～ F 8 ）

ファンクションキー

E N T キー C キー

B Sキー P W キー

テンキー

ドット（　）キー S Fキー

 

 

名称 説明 

読取りキー バーコードを読取ります。 

ファンクションキー 機能の切替えなどに使用します。 

矢印キー カーソル操作をします。 

「tF5」「pF6」「qF7」「uF8」を指定する場合、各矢印キーに F5～F8

が割当てられています。ライブラリ等で使用します。 

ENT キー エンターキー。入力したデータや操作を確定、実行します。 

C キー キャンセルキー。操作を一つ前の状態に戻したり、入力した文字を全て消去

したりします。 

BS キー バックスペースキー。入力した一つ前の文字を消去します。 

SF キー シフトキー。文字入力モードを切替えたり、他のキーと一緒に押すことで特

殊な働きをします。 

PW キー 電源キー。電源を ON/OFF します。 

ドットキー 記号キー。各種記号を入力します。 

テンキー 割当てられた数字や文字を入力したり、メニューで項目を選択したりします。 

 

 

システムメニュー操作時のキーの働きは、「3-1-1 操作キー」（P.76）を参照してくだ

さい。 
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1 -2  本体の使い方 

1 -2 -1  ハンドストラップの取付け 

϶КϰϠϯАϪϾΕ ͩ ₮Ζɀ Εḹ Βֿכᶒ 2Ṓ Β͚βΦ͵Ɂ 

 

1

2

 

 

ֹ ͜Σ͞ΕΙΪκɀ ͩ ₮Β ͯΦ͵Ɂ 

ֺ ͜Σ͞ΕΙΪκɀ ͩ ₮Β ͯ΄ ͜ΙΪΒ ͯΌ┐ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

˿˗˻ˑˁː˱ˋ˟ʣ ɴɷ τʣ ʛṛɦɻɕɸɠɱɦɕȽ ɕʃʓɿ Ӡɝ  

ɨȼӡʝʜ ʝɝɓʛʏɪȽ 

˿˗˻ˑˁː˱ˋ˟ɼ ʣ ɨɰ ɸ τɝᵊ֮ ḻɻɺɼ ʏʝʜɻɺɨɰếᵖȼ

ʣּזɞ ʏʝȼ ʠɽ͚ ɿᴡṜɹɻʛʏɪɿɸתӠ ɨɷɠɱɦɕȽ 

˿˦˳ˉˉ˫̀ˀ˫ QC-007 ɸѼ ɪʜếᵖȼ˗˻ˑˁː˱ˋ˟ʀ τɿ ᵎк

ɼɻʜʙɗɼ ɨɷɠɱɦɕȽ 
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1 -2 -2  乾電池で使用する場合 

Εỡנּ ϘɚϠκ ΈΌɀỡ κ Β ͯΦ͵Ɂ 

⁫ỡ Ζɀ δΌ͜ΦͻλɁ͢ᾀͭנּ ΒΌͬ ᵣͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

˿͒ ʀȼᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ LR6 ʣϗ ɨɷɠɱɦɕȽ 

ʪ˳ʳ˲͒ ɼʀȼּׂש ἿɿɆ˙˒˅˓ˋʷ ΰבּ ɿᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ɇ

ʣϗ ɨɷɠɱɦɕȽ 

ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ LR6 Μἒɿ ʀϗ ɸɞʏɬʤȽ 

˦˻ʴ˻ ɛʙʄ˓ʳˑ Ni-Cd ʕ˓ˋʹ˳ Ni-MH ɿѼ בּ ʀȼ

‚ɼϗ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ ʕ ȼ ɿᴒ ɝɓʛʏɪȽ 

˿ ɨɰ͒ ʣΔɢɰʏʏ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ ɿᴡṜɼɻʛʏɪȽ 

˿ ɨɕ͒ ɹᵁɕ͒ ʣ ɭɷϗ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

˿˩̀ʳ̀ɿ ɻʜ͒ ʣ ɭɷϗ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

˿Ѽ ʀȼ ‚ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

ɰɱɨȼ͒ ʹ̀ˁʣϗ ɨɷɕʜếᵖȼ ᶟʣ IU-004C ȼIU-004CL ȼ

QC-006/007 ɼ ɨɷʓȼѼ ʀ ʠʝʏɬʤȽ 

˿͒ ʣɥϗ ɿếᵖʀȼ͒ ˩̀ʳ̀ɿϗ ̦ɿ ʣɛῒʛɠɱɦɕȽ 

 

■乾電池の取付け 

ֹỡ κỡ ϘɚϠΒ ͯΦ͵Ɂ 

ϾАϠɨɺɩɀЅϊϱϠɨɻɩΕ○ͥκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

1

2

 

 

 

͒ ʣ ҍɪʜ ʀȼ ɫ˦ʬ˒ˁ кɜʚ╦ ʤɸɠɱɦɕȽʏɰȼ╦ ʑế

ᵖʀ˦ʬ˒ˁкɿ˘˕ʣֹוɠ ɦəɵɢɻɝʚ˟˱ˁ к ᾴʣ╦ ʤɸɠɱɦɕȽ 

˘˕ʣʙɠ ɨ ʤɸɜʚ˟˱ˁ кʣ╦ ʏɻɕɹ ᾴʣ ɪʜ ʝɝɓʛʏ

ɪȽ 
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ֺỡ ϘɚϠΕ κ ΒᶈΈẻͩɀДϪϖГϷɚ κḞּאΧΦ͵Ɂ 

ͤ ΕᶈΈẻͩ₮ΒͯΈͣβ βּאλΎ͜γͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

ֻДϪϖГϷɚκ ᶃΕ ○ɨϷϪϭБɚΕ ○ɩΒϒϨϪΏḸͤ͵γΦΎ ͣͯΦ͵Ɂ 

ДϪϖГϷɚΕḹ Β₨ἚͤΑͫ͜ΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

 

 

˿˵ˋʷ˴˘̀ɝῗҎɼ ᴑ ᵟɼ̧ɝʛȼ ɝɻɕɤɹʣ ɨɷɠɱɦɕȽ 

ˁ˱ʬˑ ̷ɸּזɴ ɜʛ ɝɓʛʏɪɝȼɮɤɸ ʒɫɼ̧̠ ʏɸˁ˱ʬˑɦɬ

ɷɠɱɦɕ ʣϾɵɰʒɼˁ˱ʬˑɝ ɠɻɴɷɕʏɪ Ƚ 

˵ˋʷɝ̨ῗҎɻếᵖȼ͒ ʹ̀ˁɝʀɫʝɰʛ ̧ ɿ ɿᴡṜɼɻʛʏɪȽ 

֮ϋ̷ɼ͒ ʹ̀ˁɝʀɫʝʜɹȼSˑ˱ʬ˞ɼϾΆɨɷɓʜ˝ʩʬ˳ʕ˴ˀ˭̀

˨ Ếɝ ἥɨʏɪȽ 

˿ ʣ ɴɰʛȼּזɴ ɢɰʛɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

ʼ˧ɝΔ ɨɰʛȼἌ ɼʙʜ ̨ ɿᴡṜɼɻʛʏɪȽ 

˿͒ ʹ̀ˁɼʀȼ ɿ ҍʣ ɡɰʒɿ˙ˋʵ˻ɝᴸΔɢʚʝɷɕʏɪȽ ɪʜ

ʀȼ˙ˋʵ˻ɝʀɫʝɷɕɻɕɜȼʼ˧ɝΔ ɨɷɕɻɕɜ ɨɷɠɱɦɕȽʼ

˧ɝΔ ɨɷɕʜếᵖʀȼ͒ɕɰ ɻ▐ɻɺɸ ɞᴸɴɷɠɱɦɕȽ 
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■乾電池の取外し 

 

 

ɝῗҎɼOFF ɼɻɴɷɕʜɤɹʣ ɨɷɜʚᴸἒɨɷɠɱɦɕȽ 

 

ֹДϪϖГϷɚκ ᶃΕ ○ɨ β◊Ε ○ɩΒ ͣͯɀДϪϖκṯ ͯΦ͵Ɂ 

 

ֺỡ ϘɚϠκДϪϖГϷɚ ͣα Βᶈ͜ΌΖͺͯΦ͵Ɂ 

 

 

 

ͯ΄ Ζɀỡ ϘɚϠͣαΖͺͯΌ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

͒ ʣ͒ ʹ̀ˁɜʚʀɫɪếᵖʀȼ ɫ˟˱ˁ кɜʚʀɫɨɷɠɱɦɕȽ

˦ʬ˒ˁкɜʚ ɼʀɫɪɹ ʣ ɪʜᵊ ɝɓʛʏɪȽ 
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1 -2 -3  バッテリーパックで使用する場合（オプション） 

■バッテリーパックの取付け 

ϷϪϭБɚϸϪϖɨBP- 001Ʌ ɩΎ ͵γ ꞋΖɀϷϪϭБɚϸϪϖϘɚϠɨBC- 002Ʌ ɩͤ

ΒΑβΦ͵Ɂ 

 

 

˿ ῟ɦʝɰ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷΜἒʀϗ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

˿Ӫʒɷϗ ɪʜ ʀȼ ɫѼ ɨɷɜʚɛϗɕɠɱɦɕȽ 

 

ֹϷϪϭБɚϸϪϖκɀ⁞ ᶃ κ ΒͯΌ ͣα ͯͫΧɀ κḞּאΧΦ͵Ɂ 

 

 

 

ֺϷϪϭБɚϸϪϖϘɚϠΕ κ ΒᶈΈẻͩɀ κᾼͧḞּאΧΦ͵Ɂ 

 ͤ Ε₮ΒͯΈͣβ ΈΌ͜γͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

ֻДϪϖГϷɚκ ᶃΕ ○ɨϷϪϭБɚΕ ○ɩΒϒϨϪΏḸͤ͵γΦΎϠАϊϰͯΦ͵Ɂ 

 ДϪϖГϷɚΕḹ Β₨ἚͤΑͫ͜ΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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˿˵ˋʷ˴˘̀ɝῗҎɼ ᴑ ᵟ ˘ˋˎ˲̀ɿ ᵟ ɼ̧ɝʛȼ ɝɻɕɤɹʣ

ɨɷɠɱɦɕȽ 

˵ˋʷɝ̨ῗҎɻếᵖȼ̆ ˋˎ˲̀˙ˋʷɝʀɫʝɰʛ ̧ ɿ ɿᴡṜɼɻʛʏ

ɪȽ 

֮ϋ̷ɼ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɝʀɫʝʜɹȼSˑ˱ʬ˞ɼϾΆɨɷɓʜ˝ʩʬ˳ʕ˴ˀ

˭̀˨ Ếɝ ἥɨʏɪȽ 

˿̆ ˋˎ˲̀˙ˋʷʹ̀ˁɼʀȼ ɿ ҍʣ ɡɰʒɿ˙ˋʵ˻ɝᴸΔɢʚʝɷɕʏɪȽ

ɪʜ ʀȼ̇ ˋʵ˻ɝʀɫʝɷɕɻɕɜȼ̓ ˧ɝΔ ɨɷɕɻɕɜ ɨɷɠɱ

ɦɕȽʼ˧ɝΔ ɨɷɕʜếᵖʀȼ͒ɕɰ ɻ▐ɻɺɸ ɞᴸɴɷɠɱɦɕȽ 

˿ ʣ ɴɰʛȼּזɴּתɴɰʛɨɻɕɸɠɱɦɕȽʼ˧ɝΔ ɨɰʛȼἌ ɼʙʜ

̨ ɿᴡṜɼɻʛʏɪȽ̓ ˧ɝΔ ɨɰʛȼ ʝɰʛɨɰếᵖʀ ɻ͒ɕɰ▐ɸ

ɨɷɠɱɦɕ Ɇ1-5 ɛ ҍʝɿɨɜɰɇ P.54 ᴮ Ƚ 

 

■バッテリーパックの取外し 

ϷϪϭБɚϸϪϖκ ͣα ẋͯΦ͵Ɂ 

 

 

ɝῗҎɼOFF ɼɻɴɷɕʜɤɹʣ ɨɷɜʚᴸἒɨɷɠɱɦɕȽ 

 

ֹДϪϖГϷɚκ ᶃΕ ○ɨ β◊Ε ○ɩΒ ͣͯɀДϪϖκṯ ͯΦ͵Ɂ 

 

ֺϷϪϭБɚϸϪϖϘɚϠκДϪϖГϷɚ ͣα Βᶈ͜ΌΖͺͯΦ͵Ɂ 
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ֻϷϪϭБɚϸϪϖ Β κᶈΈẻͩɀ ͪΑͤαϷϪϭБɚϸϪϖκ ͯΦ͵Ɂ 
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1 -2 -4  バッテリーの充電 

κϷϪϭБɚϸϪϖΎ ͵γ Ꞌɀ Ε ἵɨ ɩΎ ͯΦ͵Ɂ ΒΖɀ

ΏϷϪϭБɚϸϪϖ Ε 2 ͚ͤβΦ͵Ɂ 

Ʉ Ʌ ΒϷϪϭБɚϸϪϖκ ͯ΄ Ύ  

ɄϷϪϭБɚϸϪϖ ɅϷϪϭБɚϸϪϖ Ύ  

 

ἵΒΖɀ Ε ͚ͤβΦ͵Ɂ 

Ʉ1 κ ɅϞКϗВϨЊɚϟЊɨQC- 006ɩɀUSB / ЍϲϪϯɨIU- 004CɩɀLAN / Ѝϲ

ϪϯɨIU- 004CLɩ 

Ʉ ɨ 4 ɩκ ɅЅВϨϨЊɚϟЊɨQC- 007ɩ 

 

 

˿ ᶟʀȼѼ ̷ɸʓ˝ʩʬ˳ Ѐ ɿ֮ϋʀɸɞʏɪȽɨɜɨȼДʝɰʛѼ ᾴ

ɿ ̨ ʣ ɤɪ ʝɝɓʛʏɪɿɸȼʵ̀ ϋʀɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

˿Ѽ ʀȼ0ǅ 40ǅɿ ỗɸ ɴɷɠɱɦɕȽɤʝʣ əʜ Ⱬ ṠɿếᵖȼѼ ʰ

˱̀ɼɻʛʏɪȽ 

Ѽ ʰ˱̀ɼɻɴɷʓȼ ⱫɼɻʜɹѼ ɝҢ ɦʝʏɪɝȼ ɿᴡṜɹɻʛ

ʏɪɿɸȼ0ǅ 40ǅɿ Ṡἒɸʀϗ ɨɻɕɸɠɱɦɕȽ 

˿Ѽ ɨɷʓȼ ɝ ֮ɨɻɕȼ ɼ ɕ ɸ˵̀˘ˋˎ˲̀ɝ ɪʜɻɺɿ

ếᵖʀȼΜ̧ɿɤɹɝ əʚʝʏɪȽ 

ȩ0ǅ 40ǅɿ ṠἒɸɿѼ  

˿Ѽ ḻɼ ɨɰ ɸѼ ɝ ὧɦʝɷʓȼѼ ̷ɼ Ⱬ Ṡʣ əʜɹȼ

ɮɿ ɸѼ ʰ˱̀ɹɻʛȼѼ ʣе ɨʏɪȽ 

ʏɰȼ0ǅ 40ǅɿ Ⱬ Ṡɸɓɴɷʓȼπ ɿếᵖʀѼ ᵊ ɻῲ ɝπ̧

ɨȼϗ ɝ ɠɻʛʏɪȽ 

˿˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɿ ᾴɝ ɨɠ ɦʝɷɕɻɕếᵖʕѼ ɝ ῟ ʣ̦

ṛɴɷʓῗ͖ɨɻɕếᵖȼʏɰʀ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɿ ṵɝ ◑ɻếᵖʀȼ0ǅ

40ǅɿ Ⱬ ṠɸɓɴɷʓѼ ʰ˱̀ɼɻʜɤɹɝɓʛʏɪȽ 

ɮɿếᵖʀȼ ɲɼѼ ʣ̷ ɨɷɠɱɦɕȽ τɿѼ ɹ˘ˋˎ˲̀˙

ˋʷɿ ᾴʣ ɨɷʓѼ ʰ˱̀ɼɻʜếᵖʀȼּׂש ɼɛ᷅ᵖɬɠɱɦɕȽ 

ȩ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɿ֘ח 

˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʀȼѼ ʣ ɪɗɲɼ֘חɨȼѼ ᵊ ɻῲ ɝπ̧ɨʏ

ɪȽϗ ɝ ɠɻʛ ɼ əʚʝɻɠɻɴɰếᵖʀȼ ɨɕ˘ˋˎ˲̀˙

ˋʷɼͪ ɨɷɠɱɦɕȽ 

ȩѼ ɿ ̨  

˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʏɰʀ ᶟɿѼ ɝʼ˧ɻɺɸ ʝɷɕʜếᵖʀȼ

̨ ɼʙʛ ◑ɼѼ ɸɞɻɕếᵖɝɓʛʏɪȽɮɿếᵖʀȼ ɻ▐ɸ ɞ

ɨɷɠɱɦɕȽ 
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ᴮ
 

本製品とバッテリーパックを同時にセットした場合は、本製品の充電が優先されます。

本製品の充電が完了すると、バッテリーパックの充電が開始されます。 

 

ʚ  

Ε Ζɀ Ε LEDΒ ͭδΦ͵ɁϷϪϭБɚϸϪϖ Ε Ζɀ ἵΕ

LEDΒ ͭδΦ͵Ɂ 

 本体充電 バッテリーパック充電 

充電中 赤色点灯 赤色点灯 

充電完了 緑色点灯 緑色点灯 

充電エラー 消灯 消灯 

 

ʚ Ἒ 

 本体充電 バッテリーパック充電 

充電時間 2.5 時間 2.5 時間 

 

■1 台を充電する 

Ε Ύ ͯΦ͵Ɂ 

ֹ ἵΕ Β͚γ DCϟЊϪϖΟ ACψϧϾϦΕ DCϾАϗκֿאּפΧΦ͵Ɂ 

 ACψϧϾϦΒ ACϚɚϰκ ͯɀACϚɚϰΕϾАϗκϚКϢКϯΒ ͯΦ͵Ɂ 

 

D C ジ ャ ッ ク

AC ア ダ プ タ

DC プ ラ グ

AC コ ー ド  
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╦ɀ ἵΕ Β͚γ POWER LEDͤ ͯΌ͜γͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

 

ֺ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ἵΒ ͯΦ͵Ɂ 

 ΏϷϪϭБɚϸϪϖκ Β ͵γͫΏΪΎͥΦ͵Ɂ 

 

  

 

ΖɀϞКϗВϨЊɚϟЊɨQC- 006ɩΕ Ύ͵Ɂ 

ϷϪϭБɚϸϪϖΖɀ κḹΒͯΌ ⁞ ɨBP- 001ɩΑΐͤᶃ ͭδΌ͜γ κ ΒͯΌ

ͯΦ͵ɁϷϪϭБɚϸϪϖΕ κɀ ἵΕ Β ͭͻɀϒϨϪΏḸͤ͵γΦΎḞͯ

Ό ΒᶈΈẻͩΦ͵Ɂ 

ΏϷϪϭБɚϸϪϖκ Β ͵γ ꞋΖɀϷϪϭБɚϸϪϖκ Β ͯΦ͵Ɂ 
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■複数台を充電する 

ЅВϨϨЊɚϟЊɨQC- 007ɩκ ΈΌɀ κ ͯΦ͵Ɂ 

ֹ ἵΕ Β͚γ DCϟЊϪϖΟ ACψϧϾϦΕ DCϾАϗκֿאּפΧΦ͵Ɂ 

 ACψϧϾϦΒ ACϚɚϰκ ͯɀACϚɚϰΕϾАϗκϚКϢКϯΒ ͯΦ͵Ɂ 

 

DC ジ ャ ッ ク

AC ア ダ プ タ AC コ ー ド

DC プ ラ グ

 

 

╦ɀ ἵΕ Β͚γ POWER LEDͤ ͯΌ͜γͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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ֺ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ἵΒ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

 

 

ϷϪϭБɚϸϪϖΖɀ κḹΒͯΌ ⁞ ɨBP- 001ɩΑΐͤᶃ ͭδΌ͜γ κ ΒͯΌ

ͯΦ͵ɁϷϪϭБɚϸϪϖΕ κɀ ἵΕ Β ͭͻɀϒϨϪΏḸͤ͵γΦΎḞͯ

Ό ΒᶈΈẻͩΦ͵Ɂ 

ΏϷϪϭБɚϸϪϖκ Β ͵γ ꞋΖɀϷϪϭБɚϸϪϖκ Β ͯΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

マルチチャージャ（QC-007）で本体を充電する場合、ハンドストラップは本体正面右

側に装着してください。 
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1 -2 -5  電池の残量表示とアラーム 

 

ᴮ
 

この項では、「乾電池」と「バッテリーパック」の両方を指して「電池」と表記してい

ます。 

 

■電池の残量 

Ε ͤ ΑͧΑγΏ ͤ ⌠ͭδɀͽΕ╦ɀ ≠ͤ OFFΒΑβΦ͵Ɂ 

Ε ΎϷϪϭБɚ κẬ ͯΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ6:ЈКϭϱКϠɭɻɬ1: ɭκ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻ

×̄́ Ö͒

  

Ȼ Ȼ Ȼ Ȼ Ȼ

Ö¿±Ï°³ÛÈÜ­ÁÖ®

 

  ỡ Ε Ꞌ    ϷϪϭБɚϸϪϖΕ Ꞌ 

 

ʚ ͤ Α͜ ꞋΕ ⌠ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΕᵺ Ε ΎΖɀ ͤὔ ᵘḹɨ ΒΰβᵩΑγɩΒΑγΏɀ Εṥ

ͤ ͭδ ͤ ⌠ͭδΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

ЅϲЌψВΎΖɀ ⌠ Ε ΒΖ  ͤ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 
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●電池切れアラーム 

ͤ δγΏḹὕΕṥ ΏψАɚЇΎ αͻɀ 5 ╦Βᾼ Β ≠ͤ OFFΒΑβΦ͵Ɂ 

ʣͪ

ȻȻɨɷɠɱɦɕ

[ Ù®ÈÜ­ÁÖ® ]

   

 

■バックアップ用電池の充電 

ΒΖɀЈЉБΏ ₐκϷϪϖψϪϾ͵γ΄ΩΕϷϪϖψϪϾ ͤ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ

Ε ΎɀϷϪϖψϪϾ κ ͯΦ͵Ɂ 

 

ֹ ͭδ΄ỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ᵣͯΦ͵Ɂ 

ֺ Βỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ͯɀɸPWɹϔɚκ 1 ᵘ ḞͯΌ ≠κ ON͵ γΏɀ

ϷϪϖψϪϾ ΟΕ ͤẆ ͭδΦ͵Ɂᵺ ɀ ≠κ ONͯ ΄╦Ζɀ ≠κ ΈΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

ϷϪϖψϪϾ ͤỬ Β ͯΌ͜΄ Ꞌɀ ΒΖ 2 ἚͣͣβΦ͵ɁͽΕἚɀỡ

Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκΖͺͭΑ͜Ύͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

1 -2 -6  メモリのバックアップ 

ΖɀϼχϊВ ᵶΏͯΌ FϰАϊϽɨ Ἶ ɩΏ SϰАϊϽɨἾ ɩΕ 2ΉΕϰАϊ

Ͻκ ΈΌ͜Φ͵ɁϸϤϚКͣαϧόКДɚϰͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΖ F ϰАϊϽΒ ͭδ

Φ͵ΕΎɀϷϪϭБɚͤ ͯΌΪϮɚϦΕ Ζ͚βΦͻλɨɴ2- 1- 1 ϮɚϦΒΉ͜Όɵɻɴʟϰ

АϊϽΕ♦ ɵɨP.56ɩ ɩɁ 

ϷϪϖψϪϾΖɀỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖΏϷϪϖψϪϾ ΎⱴηδΦ͵Ɂ 

 

●乾電池またはバッテリーパックによるメモリバックアップ 

使用バッテリー 乾電池またはバッテリーパック 

用途 本製品の動作 

バッテリーパック 

充電時間 

専用充電器を使用し、本体充電・バッテリーパック単体充電共に約 2.5 時間。 

バックアップ期間 満充電の乾電池またはバッテリーパックを装着した場合のデータ保存期間は、

以下の通りです。 

・S ドライブのデータおよびレジューム情報：約 7 日 
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使用上の注意 動作中に乾電池またはバッテリーパックを取外した場合や、システムメニュー

のメモリバックアップ機能が無効になっている場合は、S ドライブのデータ、お

よびレジューム情報が消失します。一時保存する場合は、必ずメモリバックア

ップ機能を有効にして、【PW】キーを押して電源を OFF にしてからバッテリ

ーパックを取外してください。レジューム機能については「3-3-3 電源管理」

の「メモリバックアップ：S ドライブのバックアップ」（P.90）を参照してく

ださい。 

本製品を使用しない時、乾電池またはバッテリーパックをはずす（バックアッ

プ用電池によるメモリバックアップを活用する）ような運用を毎日繰返すと、

約半年でバックアップ期間が極端に短くなります。この場合、バックアップ用

電池の交換（有償）が必要となりますので、交換時以外は常に乾電池またはバ

ッテリーパックを装着しておくことをお奨めします。ただし、消耗している乾

電池の場合は、速やかに新品電池に交換してください。消耗している乾電池は

液漏れが発生することがあります。 

●バックアップ用電池によるメモリバックアップ 

使用バッテリー バックアップ用電池 

用途 本製品内蔵の時計データを保持します。また、乾電池またはバッテリーパック

交換時等、ある一定期間内のみ S ドライブデータを保存します。 

レジューム機能を有効にしている場合は、レジューム情報を保存します。 

充電時間 満充電のバッテリーパックを装着してから約 2 日。 

バックアップ期間 通常終了※1後にバッテリーを取外した場合のデータ保存期間は以下の通りで

す。 

・S ドライブのデータおよびレジューム情報（レジューム機能有効時）：約 10

時間 

・内蔵時計のデータ：約 6 ヶ月 

長期保管の設定※2による終了をした場合のデータ保存期間は以下の通りです。 

・内蔵時計のデータ：約 1 年（乾電池またはバッテリーパックの有無を問わず） 

使用上の注意 端末の長期保管の詳細は「1-2-7 長期保管する場合」（P.44）を参照してくだ

さい。 

バックアップ用電池の消耗により消失したデータは復元できません。一時保存

以外のデータは F ドライブに保存するようにしてください。 

ʤ1 ɅɸPWɹϔɚḞḹ╦Βỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ẋ͵  

ʤ2 ὂ ἋΕ Βΰγ ɅϞϠϭЇЈϲЌɚͣα ὂ Ἃκ ͵γ  
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1 -2 -7  長期保管する場合 

■本製品の長期保管 

κ ὂἚɨ6Н₲ᵘ ɩ ͯΑ͜ ꞋɀϞϠϭЇЈϲЌɚΎ ὂ ἋΕ κ͵γͫΏκ͢

ΩͯΦ͵Ɂ 

ὂ Ἃκ ͵γΏ͵ͨΒ ≠ͤ δΦ͵Ɂ 

ὂ Ἃκ ͵γΏ SϰАϊϽΕϮɚϦΏГϟЌɚЇ Ζ ͯΦ͵ͤɀ ₐΕϮɚϦΖ

ͯ ͩΦ͵ΕΎɀϷϪϖψϪϾ Ε κ ͠γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ὂ ἋΕ ΒΉ͜ΌΖɴ3- 8- 6 ὂ ἋɅ ὂἚ ͯΑ͜ Ε ɵɨP.137ɩκ ͯΌ

ͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

■バッテリーパックの長期保管 

ὂἚϷϪϭБɚκ ͯΑ͜ ꞋΖɀ κ ὕΕ ὂ Ἃ ΒͯΌͣαϷϪϭБɚϸϪϖκ

ẋͯɀ50% Ε Ύ ͯ͜ Β Ἃ͵γͫΏκ͢ ΩͯΦ͵Ɂ ɀ͢ΰΚ꜠ḶἆᾺḹ

ΎΕ ἋΖϷϪϭБɚϸϪϖΕ κ ΩγͫΏΒΑβΦ͵Ɂ 
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■バックアップが行われない場合の表示 

ᵘḹΕ ꞋɀϷϪϖψϪϾΖⱴηδΦͻλɁ 

Ʉ Βỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκΖͺͯ΄ Ꞌ 

Ʉ ḹά ₦ΑΐΎ ≠Ε ͤ ͯ΄ Ꞌ 

Ʉ ὂ ἋЉɚϰΒ ͯ΄ Ꞌ 

ɄϷϪϖψϪϾ ͤ ͯΌϷϪϖψϪϾͤΎͥΑͣΈ΄ Ꞌ 

ɄϞϠϭЇЈϲЌɚΕЈЉБϷϪϖψϪϾὅ ͤ ►Ε Ꞌ 

 

Ṱὗ Β Εṥ ͤ ͭδΦ͵Ɂ 

 

ɄϞϠϭЇЈϲЌɚΕГϟЌɚЇὅ ͤ ►Ε Ꞌ 

̧ ɿυʝɜɼ

ɨɰ ȼ SÂÜÕ°ÊÜ

ʣӪ ɨʏɨɰח

£ɛ ̦ ɿӪṛ ֮

£ Ͼ Ñ®ÂÜ

£ÈÜ­¶̄ ­ÊÝ ɿ

£֮ ϋ̷ɿ ἒʝ

ENT:
 

ɄϞϠϭЇЈϲЌɚΕГϟЌɚЇὅ ͤ ►Ε Ꞌ 

ØºÜ«®Ï ֮ἥ

̧ ɿυʝɜɼ

ɨɰ ȼ SÂÜÕ°ÊÜ

ʣӪ ɨʏɨɰח

£ Ͼ Ñ®ÂÜ

£ÈÜ­¶̄ ­ÊÝ ɿ

£֮ ϋ̷ɿ ἒʝ

ENT:
 

 

 

ʛῲ ɝ ɻɕᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ʣ τɼ ɨɰʏʏɼɨɷɛɠɹȼ ʒɷ

ɸ ʝɪʜɤɹɝɓʛʏɪȽ 

Μ̦ɥϗ ɼɻʚɻɕếᵖʕ͒ ɝ ɨɷɕʜ ʀȼ ɫ͒ ʣᴸἒɨɷɠ

ɱɦɕȽ 

ʿˁˎ˨˩˓˭̀ɿ˩˪˲˘ˋʷʪˋ˟ ɝ ֣ɿếᵖʀȼ ֮ ɼ̦ ʀ

ɦʝʏɬʤȽ 
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1 -3  通信の種類 

Ζɀ ͯ΄ϮɚϦκϸϤϚКΒ ͯ΄βɀϸϤϚКͣαϮɚϦκ ͯ΄β͵γͫΏͤΎ

ͥΦ͵Ɂ 

 

■赤外線（IrDA ）通信 

ẋ ɨIrDAɩκ ΈΌ Ε ɀUSB ЍϲϪϯΦ΄Ζ LAN ЍϲϪϯ₃ ΎϸϤϚК

Ώ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

●本体間通信 

ΎϼχϊВ ͤΎͥΦ͵Ɂᵺ Ε ẋ ЄɚϯΏ Ε ẋ Єɚϯκ

Β ΠΌ ͯΦ͵Ɂ 

ẋ Єɚϯ Εᾥ Ζɀ0ɟ15cmu ΏͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

Ζɀɴ3- 5 ϼχϊВɅϼχϊВΕ ɨ ⱴɄ Ʉ Αΐɩκⱴ͞ɵɨP.101ɩκ ͯΌͧ

΅ͭ͜Ɂ 

 

 

 

●USB 通信ユニットによる通信 

USB ЍϲϪϯɨIU- 004ɩΦ΄ΖUSB / ЍϲϪϯɨIU- 004Cɩκ₃ ͯΌɀϸϤϚКΏΕἚΎ

ϼχϊВΕ ͤΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε IU- 004Φ΄Ζ IU- 004Cɀ͢ΰΚ ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vͤ Ύ͵Ɂ 

Ζɀɴ2- 3 Ε ɵɨP.59ɩκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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●LAN 通信ユニットによる通信 

LAN / ЍϲϪϯɨIU- 004CLɩκ₃ ͯΌɀϸϤϚКΏΕἚΎϼχϊВΕ ͤΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε IU- 004CLɀ͢ΰΚ LAN ḝ ЍɚϭωБϭω BluePorter - Lͤ Ύ͵Ɂ 

ΖɀBluePorter - LΕϿВϾЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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■Bluetooth 通信 

Bluetooth ΒΖɀ Ε ͤ Ύ͵Ɂ 

項目 説明 参照ページ 

端末 ID 識別用の ID を設定します。 

BluePorter-V ではこの ID を使って端末を識

別します。 

「3-6 端末 ID：端

末識別用 ID を設

定」（P.108） 

Bluetooth の登録 Bluetoothの通信に必要な接続先の登録やセ

キュリティなどの設定をします。 

「3-7-3 

Bluetooth：

Bluetooth の登録

設定」（P.115） 

 

●Bluetooth 本体間通信 

 

 

 

 

詳細は、「3-5 ファイル：ファイルの実行・送信・削除など」（P.101）および「3-4 受

信：Bluetooth・赤外線通信でファイルを受信」（P.96）を参照してください。 
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●Bluetooth 通信 

ϸϤϚКΕ USBЄɚϯΒ Bluetooth USB ψϧϾϦκ ͵γΏɀ ΏΕἚΎϼχϊВΕ ͤ

ΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vͤ Ύ͵Ɂ 

 

 

 

 

・本製品からパソコンにファイルを送信する場合 

 「3-5 ファイル：ファイルの実行・送信・削除など」（P.101） 

・本製品がパソコンからファイルを受信する場合 

 「3-4 受信：Bluetooth・赤外線通信でファイルを受信」（P.96） 
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1 -4  基本的な使い方 

 

1 -4 -1  電源の ON/OFF  

ɸPWɹϔɚκ 1 ᵘ Ḟ͵Ώɀ ≠ͤON/OFFͯ Φ͵Ɂ 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ⱴͤ ͭδΌ͜γ ꞋΖɀ ͭδΌ͜γψϾБϘɚϞЎКϤϼ

ϯͤϠϦɚϯͯΦ͵ɨɴ3- 3- 1 ⱴɅψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ⱴɵɨP.87ɩ ɩɁ 

 

ᴮ
 

システムメニューを起動する場合は、読取りキーを押しながら【PW】キーを 1 秒以上

押します。 

 

【 P W 】キー

 

 

 

起動時の状態は、レジューム機能の設定により変わります。詳しくは「3-3-3 電源管

理：電源に関する各種設定」（P.90）を参照してください。 
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1 -4 -2  バーコードの読取りかた 

 

■読取りかた 

ϷɚϚɚϰκ γ Ζɀ Ε β◊κϷɚϚɚϰΒ○ͩɀ βϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

 

 

 

 

ᴸʛᵀɜʚʀ˴̀ʾҀɝ „ɦʝʏɪȽɿɯɞ ʤɱʛȼ ɼɓɷɰʛɨɻɕɸɠɱ

ɦɕȽ 

 



第 1 章 ハードウェア 1 -4  基本的な使い方 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 52 

1 -4 -3  使用時に役立つ機能 

 

■バックライトの点灯 

ɸF4ɹϔɚκḞ͵ͬΏΒɀϷϪϖАϊϯͤ / ͯΦ͵Ɂ 

ͤὔ ᵘḹΕ ΖɀϷϪϖАϊϯΖ ͯΦͻλɁ 

 

■液晶画面の設定 

ṥ ΕϚКϯАϠϯάϷϪϖАϊϯΕὛ κ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ5:ϮϷϊϠɭɻɬ4:ṥ ɭκ ͯΌ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

詳しい設定方法は、「3-7-4 画面：液晶画面の設定」（P.121）を参照してください。 

 

■ブザー音量の調整 

ϽϝɚΕḸ ɀϔɚϖБϪϖḸΑΐκ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ5:ϮϷϊϠɭɻɬ5:Ḹ/ ϷϊϽɭκ ͯΌ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

詳しい設定方法は、「3-7-5 音/バイブ：音量、LED、バイブレータの設定」（P.123）

を参照してください。 

 

■バッテリー残量の確認 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ6:ЈКϭϱКϠɭɻɬ1: ɭκ ͵γΏɀϷϪϭБɚΕ ͤ ͭ

δΦ͵Ɂ 

 

 

詳しい設定方法は、「3-8-1 電池残量：乾電池/バッテリーパック残量の確認」（P.128）

を参照してください。 

 

■レジューム機能（電源 OFF 時の状態保持） 

ГϟЌɚЇὅ κ ►Β͵γΏɀ ≠κ OFFΒͯ΄ Ε ͤ ͭδɀ Ṱὗ ΒͽΕ ͥͣα

Ῐκ₄ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ1:ϞϠϭЇɭɻɬ3: ≠Ἃ ɭɻɬ2:ГϟЌɚЇɭκ ͵γΏɀ ≠ ON Ε

κ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 
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●レジューム機能による動作 

レジューム機能有効 【PW】キーを押して本製品の電源を OFF にした後、次に【PW】キーで起動す

ると、電源 OFF の直前に実行されていた処理から動作を再開します。 

レジューム機能無効 【PW】キーを押して本製品の電源を OFF にした後、次に【PW】キーで起動す

ると、最初の処理から実行されます。 

 

 

詳しい設定方法は、「3-3-3 電源管理：電源に関する各種設定」（P.90）を参照してく

ださい。 

 

 

˿֮ϋ̷ɼ˘ˋˎ˲̀ʣʀɫɪɹȼ ṛ ֮ ʀȼ˴ˀ˭̀˨ ɿ ֣ȼ ֣ɼ ϰ

ɻɠ Ӫɜʚ˟˵ʸ˱˨ɝΰ ɦʝʏɪȽ 

˿˘ˋʷʪˋ˟ ɝ ɨɰếᵖȼ˴ˀ˭̀˨ ɿ ֣ȼ ֣ɼ ϰɻɠ Ӫɜ

ʚ˟˵ʸ˱˨ɝΰ ɦʝʏɪȽ˘ˋʷʪˋ˟ ɿѼ ɼɵɕɷʀɆ1-2-6 ˩˪

˲ɿ˘ˋʷʪˋ˟ɇ P.42 ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

 

■オートウェイクアップ（設定した時間に電源 ON ） 

ϑɚϯόύϊϖψϪϾὅ κ ͵γΏɀ͚αͣʹΩ ͯ΄ϠϘϟЌɚВΒ ΈΌɀ κ

Βὗ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ϑɚϯόύϊϖψϪϾὅ Ε ΖɀϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ1:ϞϠϭЇɭɻɬ3: ≠Ἃ ɭɛɬ3:ϑ

ɚϯόύϊϖψϪϾɭκ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

詳しい設定方法は、「3-3-3 電源管理」－「オートウェイクアップ：決められた時間に

起動」（P.92）を参照してください。 

 

■オートパワーオフ（自動的に電源 OFF ） 

ᵺ Ἒ ͭδΑͣΈ΄ Ꞌɀ Β ≠κ OFFΒͯΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ1:ϞϠϭЇɭɻɬ3: ≠Ἃ ɭɛɬ4:ϑɚϯϸЖɚϑϼɭκ ͵γΏɀ ≠

OFFΦΎΕ ἚΑΐκ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

 

詳しい設定方法は、「3-3-3 電源管理」－「オートパワーオフ：自動的に電源 OFF」

（P.93）を参照してください。 
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1 -5  お手入れのしかた 

Ʉ β◊ 

β◊ΕϼωВϦͤḗδΌ͜γΏɀϷɚϚɚϰκ ͯͧ δΑ͜ Ꞌ͚ͤβΦ͵Ɂ 

Ʉ Ί 

ϷϪϭБɚΕ Ἒͤ ͧΑγɀὗ ͯΒͧͧΑγɀ ≠ͤ OFFΒΑγ Ε ͤ↕αδγ

ꞋɀϷϪϭБɚΕ ḺᵘẋΒɀ ΊΕḗδΒΰγ ͤ∞ᶆΏΑΈΌ͜γͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ

ḗδͤ∞ᶆΕ ꞋɀϷϪϭБɚ Ώ Ε Ίκ ͵γͫΏΎ ͤṻ ͯΦ͵Ɂ 

 

ʚ  

₭Ύỡ͜΄ αͣ͜ ɀ Ύɀ β◊ΕϼωВϦά ΊΕḗδκ ͥ βΦ͵Ɂḗδ΄ ά

ɀ┐͜ ΎΖ€ͯΌͫ͵αΑ͜Ύͧ΅ͭ͜ɁΦ΄ᾼͧ ͧΏ ͤΉ͜΄βɀ Β Ε ΊΖ

⁫ͯ΄β͵γ᾿δ͚ͤβΦ͵ΕΎɀₓͧ ͧΰ͞Β ᵣͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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2 -1  ソフトウェアについて 

ΕϤϼϯόύψΖɀ Ε 2 Ύ♦ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

システムプログラム 

本製品の基本動作を制御するプログラムです。 

パソコンの OS（基本ソフトウェア）に相当するもので、あらかじめ本製品に

搭載されています。基本的な動作パラメータの設定や各種確認作業を行う「シ

ステムメニュー」はシステムプログラムの一部です。 

アプリケーション 

ソフト 

ユーザの業務処理に使用するプログラムです。 

バーコードの読取や、パソコンへのデータ転送などは、主にこのプログラムを

使用します。「2-2 アプリケーションソフトの開発」（P.58）の開発環境を

用いてユーザ様が作成する必要があります。 

 

2 -1 -1  データについて 

■ドライブの構成 

ΒΖϮɚϦκẨ ͵γ ᵶΏͯΌɀFϰАϊϽΏ SϰАϊϽΕ 2ΉΕϰАϊϽ͚ͤβΦ͵Ɂ 

ϼχϊВκ ͵γ ΖɀΦͺ SϰАϊϽΎ ͯɀͽΕ╦ FϰАϊϽΟᵪ ͯΌẨ ͭδΦ͵Ɂ 

 

ドライブ データ保持 用途 最大保存数 

F ドライブ 不揮発性メモリ 

バックアップ用電池が消耗

した後も、ドライブのデータ

は保持されます。 

アプリケーションソフト、データベ

ースマスターファイル、データファ

イル等、全てのファイルを格納する

ための領域として使用します。 

64 ファイル 

S ドライブ 揮発性メモリ 

動作中に電池またはバッテ

リーパックが突然はずされ

たり、バックアップ用電池が

消耗したりすると、ドライブ

のデータは消失します。 

アプリケーションソフトの動作中

に一時的なファイル（テンポラリフ

ァイル）を格納するための領域とし

て使用します。 

64 ファイル 

 

 

˿˝ʩʬ˳ɿᴹЀɹ ɿɰʒɼȼSˑ˱ʬ˞ȼFˑ˱ʬ˞ɹʓɼѼӠɻ ɞ Ẩɝɓ

ʜɤɹʣɥ ɠɱɦɕȽ 

˿ᴹЀ ɼ Sˑ˱ʬ˞ɼᵚᵛɿ˝ʩʬ˳ɝɓʜếᵖʀȼ ɼɓʜ˝ʩʬ˳ɝ ᴭɦʝ

ʏɪȽ 
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■ファイル名について 

Ύ ΎͥγϼχϊВ ΒΖɀ Ε ⌠͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

ファイル名の長さ 拡張子を含め 31 バイト以内 

使用可能文字 次の文字を任意に組合せて使用可能 

・アルファベット（A～Z） 

・数字（0～9） 

・一部の記号（!#%&'（）@^_{}~.） 

・半角スペース 

・SHIFT JIS の全角文字 

その他の制限事項 ファイル名の先頭にスペースと「.」（ピリオド）は使用不可 

 

■拡張子について 

Ζɀ ΕẦ ΎϼχϊВ κ ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

 

「.OUT」 アプリケーションソフト 

「.BMP」 画像（ビットマップ） 

本製品で表示できるビットマップファイルにはフォーマッ

トの制限があります（「3-5 ファイル：ファイルの実行・

送信・削除など」（P.101）参照）。 

 

■システムやアプリケーションソフトが作成するファイル 

ΕϞϠϭЇϾДϗАЇάψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕᵺ ΖɀϭКЄАБϼχϊВά

ΕϼχϊВκ ͯΦ͵ɁϼχϊВ ͤ ṞͦγɀϰАϊϽΒ ͥ ͤΑ͜ Ε ΎͫδαΕϼ

χϊВͤ ΎͥΑ͜ ɀẤϾДϗАЇΖ Β ΎͥΑͧΑβΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇϾДϗАЇΖɀϞϠϭЇЈϲЌɚΕ κ ͵γ΄ΩΒ F ϰАϊϽΒГϟϠϯБϼχϊ

Вκ ͯΦ͵Ɂ4ΉΕϼχϊВͤ ͭδΦ͵ͤɀᶏͯϼχϊВΏΑΈΌ͢βϞϠϭЇЈϲЌɚΒΖ

ͭδΦͻλɁ 

 

 

レジストリに関しては「4-5 レジストリ」（P.162）を参照してください。 
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2 -2  アプリケーションソフトの開発 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκ ͵γ΄ΩΒΖɀẆ ϔϪϯκ ΈΌϸϤϚК ΎψϾБϘɚϞЎКϤ

ϼϯκẆ ͯΦ͵ɁẆ ͯ΄ϤϼϯΖɀ Β ͯΦ͵Ɂ 

 

■ファイル転送環境 

ͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκ ΒϊКϠϯɚВ͵γ΄ΩΒΖɀ ẋ Φ΄Ζ Bluetooth

Ε͜ͺδͣΕϼχϊВ ἆᾺκ♦ ͵γ ͚ͤβΦ͵Ɂ 

¶ ẋ ɨIrDAɩΕ ꞋɅɴʟ ẋ ɨIrDAɩϞϠϭЇ♦ ɵɨP.21ɩ  

¶ Bluetooth Ε ꞋɅɴʟBluetooth ϞϠϭЇ♦ ɵɨP.22ɩ  

 

■開発ツール 

ΕẆ ϫɚВͤ ᵣͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

名称 型番 備考 

アプリケーション開発キット SDK-001 C 言語でアプリケーションソフトを開発するための

コンパイラです。 

USB タイプのライセンスキーが付属しています。 

PET-100 ライブラリ LIB-004 C 言語でアプリケーションソフトを開発するための

専用ライブラリです。 

 

 

アプリケーションソフト開発に関する詳細は、各製品をご覧ください。 
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2 -3  通信の方法 

Ζɀ ͯ΄ϮɚϦκϸϤϚКΒ ͯ΄βɀϸϤϚКͣαϮɚϦκ ͯ΄β͵γͫΏͤΎ

ͥΦ͵ɁΦ΄ɀẆ ͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκ Ύ ⱴ͵γ΄ΩΒΖɀψϾБϘɚϞЎКϤ

ϼϯκ Β ͵γ ͚ͤβΦ͵Ɂ 

ϸϤϚКΏΕ ΒΖɀ Ε 3ΉΕ ͚ͤβΦ͵Ɂ ΒḝʹΌ ἆᾺκ ͠Όͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

■赤外線（IrDA ）通信 

●USB 通信ユニットによる通信 

USB ЍϲϪϯɨIU- 004ɩΦ΄ΖUSB / ЍϲϪϯɨIU- 004Cɩκ₃ ͯΌɀϸϤϚКΏΕἚΎ

ϼχϊВΕ ͤΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε IU- 004Φ΄Ζ IU- 004Cɀ͢ΰΚ ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vͤ Ύ͵Ɂ 

 

 

●LAN 通信ユニットによる通信 

LAN / ЍϲϪϯɨIU- 004CLɩκ₃ ͯΌɀϸϤϚКΏΕἚΎϼχϊВΕ ͤΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε IU- 004CLɀ͢ΰΚ LAN ḝ ЍɚϭωБϭω BluePorter - Lͤ Ύ͵Ɂ 

ΖɀBluePorter - LΕϿВϾЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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■Bluetooth 通信 

●Bluetooth 通信 

ϸϤϚКΕ USBЄɚϯΒ Bluetooth USB ψϧϾϦκ ͵γΏɀ ΏΕἚΎϼχϊВΕ ͤ

ΎͥΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΒΖɀ Ε ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vͤ Ύ͵Ɂ 
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2 -4  通信環境の設定 

2 -4 -1  赤外線（IrDA ）通信環境の設定 

ẋ ΎϼχϊВκ ͵γ ꞋΖɀ Ε ὅἵɀϤϼϯͤ ΒΑβΦ͵Ɂ 

ɄUSB ЍϲϪϯɨIU- 004ɩΦ΄Ζ USB / ЍϲϪϯɨIU- 004Cɩ 

ɄLAN / ЍϲϪϯɨIU- 004CLɩ 

ɄUSBϰАϊϷϤϼϯɨ ЅϲЌψВ CD- ROMΒ  ɩנּ

Ʉ ЍɚϭωБϭωϤϼϯ BluePorter - V 

ɄLAN ḝ ЍɚϭωБϭω BluePorter - L 

 

ᴮ
 

本マニュアルの説明は、Windows XP の例です。他のバージョンでは、画面が異なる

ことがあります。 

 

 

שּׂ ʻ̀ˑ˴ˁˁʵ˫˒˃ˋːWL7 -USB ʣɛϗɕɿɛῤ ɸȼWL7 -USB ” ˅

˝ːɆWL7 -KEYɇʣɛϗɕɿếᵖȼCOM ˥̀ːɝʲ̀˟˻ɸɞɻɕɤɹɝɓʛʏɪȽ

WL7 -KEY ɝ Ver 1.02 ΜӿɿếᵖȼCOM ˥̀ːɝᴌ ɦʝɷɨʏɗɰʒʲ̀˟˻ɸ

ɞʏɬʤȽ 

ɤɿếᵖʀּׂש ḙ ʏɸɥ ɠɱɦɕȽ 

 

 

LAN 通信/充電ユニットを使用した通信環境については、別売の BluePorter-L のヘル

プマニュアルを参照してください。 
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USB ЍϲϪϯΏЂϠϯϚКϻЌɚϦκ USBϘɚϽВΎ ͯΦ͵Ɂ 

ϸϤϚКΒΖɀ Ε ϤϼϯόύψκϊКϠϯɚВͯΌ ṁ Α ΒͯΦ͵Ɂ 

Ʉ ЍɚϭωБϭωϤϼϯ BluePorter - V 

ɄIU- 004/IU- 004CΕϰАϊϷϤϼϯ 

ϊКϠϯɚВΏ Ε ΖɀẤ ΕЍɚϝɚϡЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

U S B ケ ー ブ ル

U S B ポ ー ト

マ ニ ュ ア ル C D

IU -0 0 4 /0 0 4 C

ド ラ イ バ ソ フ ト

↑

転 送 ユ ー テ ィ リ テ ィ

B lu e P o r te r-V

↑
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2 -4 -2  Bluetooth 通信環境の設定 

Bluetooth ΎϼχϊВ κ͵γ ꞋΖɀ Ε ὅἵɀϤϼϯͤ ΒΑβΦ͵Ɂ 

Ʉ ЍɚϭωБϭω BluePorter - VɨWLF- 003ɩ 

ɄBluetooth USBψϧϾϦ 

 

ϤϼϯόύψΕϊКϠϯɚВ Ζɀ ЍɚϭωБϭω BluePorter - VΕЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅

ͭ͜Ɂ 

 

 

שּׂ ʻ̀ˑ˴ˁˁʵ˫˒˃ˋːWL7 -USB ʣɛϗɕɿɛῤ ɸȼWL7 -USB ” ˅

˝ːɆWL7 -KEYɇʣɛϗɕɿếᵖȼCOM ˥̀ːɝʲ̀˟˻ɸɞɻɕɤɹɝɓʛʏɪȽ

WL7 -KEY ɝ Ver 1.02 ΜӿɿếᵖȼCOM ˥̀ːɝᴌ ɦʝɷɨʏɗɰʒʲ̀˟˻ɸ

ɞʏɬʤȽ 

ɤɿếᵖʀּׂש ḙ ʏɸɥ ɠɱɦɕȽ 
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2 -5  アプリケーションソフトのダウンロード方法 

ͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΖɀ Ε Ύ ΒϧόКДɚϰͯΦ͵Ɂ 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕϧόКДɚϰΒΖɀ Ε 3ΉΕ ͚ͤβΦ͵Ɂ 

ֹUSB ЍϲϪϯɨIU- 004/IU- 004Cɩκ ͯ΄ ẋ ΒΰγϧόКДɚϰ 

ֺBluetooth USBψϧϾϦκ ͯ΄ Bluetooth ΒΰγϧόКДɚϰ 

ֻLAN ЍϲϪϯɨIU- 004CLɩκ ͯ΄ ẋ ΒΰγϧόКДɚϰ 

 

ЅϲЌψВΎΖɀUSB ЍϲϪϯɨֹɩΏ Bluetooth ɨֺɩκ ͯ΄ϧόКДɚϰ κ

ͯΦ͵Ɂ 

ֻΕ ΒΉ͜ΌΖɀBluePorter - LΕЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

2 -5 -1  USB 通信ユニットによるダウンロード 

■機器の準備 

ΕὅἵɀϤϼϯκ ᵣͯΦ͵Ɂ 

Ʉ  

ɄϷϪϭБɚϸϪϖΦ΄Ζỡ  

Ʉ ЍɚϭωБϭωɨBluePorter - Vɩ 

ɄUSB ЍϲϪϯɨIU- 004/IU- 004Cɩ 

 

■使用前の準備 

ֹ Βỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ͯΦ͵Ɂ 

ֺ ЍɚϭωБϭω BluePorter - VκϸϤϚКΒϊКϠϯɚВͯΦ͵Ɂ 

ֻUSB ЍϲϪϯΕ USBϰАϊϷκϸϤϚКΒϊКϠϯɚВͯΦ͵Ɂ 

ʤUSBϰАϊϷΕϊКϠϯɚВ Ζɀɴ2- 4- 1 ẋ ɨIrDAɩ ἆᾺΕ ɵɨP.61ɩκ ͯ

Όͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

■設定ウィザードが起動する場合 

κ⸗ ╦ɀ Εὗ ΒΖɀϸϤϚКΏΕ Bluetooth Β ⌠ Α κ͵γ΄ΩΕ

όωϝɚϰͤ ⱴͭδΦ͵Ɂ 

ͫΕόωϝɚϰΖ ẋ ΒΖɀ ͚βΦͻλɁ 

όωϝɚϰṥ Ύɬ͜͜͠ɭκ ͵γΏɀϞϠϭЇЈϲЌɚκὗ ͯΦ͵Ɂ 

Bluetooth κⱴ͞ ꞋΖɀɴ3- 8- 7 όωϝɚϰɅἌ Β ͤΎͥγṥ Εὗ ɵɨP.138ɩκ

ͯΌόωϝɚϰκὗ ͯΌ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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■転送ユーティリティ BluePorter -V の起動 

ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vκὗ ͯΦ͵Ɂ 

ɬϠϦɚϯɭЈϲЌɚκϖБϪϖͯΌɬϾДϗАЇɭΕɬWelcat BluePor t er - VɭκϖБϪϖͯΦ͵Ɂ 

 

 

ὗ ͵γΏɀϦϠϖϯГϊΒψϊϚКͤ ͭδΦ͵Ɂ 

ͭδ΄ɴBluePorter - VɵΕψϊϚКκᶒϖБϪϖͯΌɀ ͭδγЈϲЌɚΕɬ ɭκϖ

БϪϖͯΦ͵Ɂ 

 

 

■通信設定 

͵γ COMЄɚϯΏɀ ϼϐВϧɄ ϼϐВϧκ ͯΦ͵Ɂ 

 

ֹϦϠϖϯГϊΒ ͭδΌ͜γψϊϚКκᶒϖБϪϖͯΌɀ ͭδγЈϲЌɚΕɬ ɭκ

ϖБϪϖͯΦ͵Ɂ 
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ֺϮϷϊϠЅϴɚϟЊΎẬ ͯ΄ COMЄɚϯ ꞊κɬ ͵γ COMЄɚϯ ꞊ɭΒ ͯΦ͵Ɂ 

ɬ ϼϐВϧɭΏɬ ϼϐВϧɭΒΖɀψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕϼχϊВͤ ͵γϼϐВ

ϧκ ͯΦ͵Ɂ 

ḹ ΖɀɴC:\ Welcat\ test_apl ɵϼϐВϧΒψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤ ͭδΌ͜γ ꞋΕ Ύ͵Ɂ 

 

 

ֻɬOKɭЃϦКκḞͯΌόωКϰόκ ʹΦ͵Ɂ 

Εΰ͞Αṥ ͤ ΄ ꞋΖɬΖ͜ɭκϖБϪϖͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

■ファイルのダウンロード 

ֹBluePorter - VΕ ϼϐВϧΏͯΌ ͯ΄ϼϐВϧɨ Ε ΎΖɴC:\ Welcat\ test_apl ɵ)Βɀψ

ϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ⱴϼχϊВκϚϻɚͯΦ͵Ɂ 
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ֺ Β PET- 100- MΕϞϠϭЇЈϲЌɚκὗ ͯΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎ[2: ] ɻɬ2:IrDAɭɻ[1: ϼχϊВБϠϯͣα ]κ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

1 :B lu e t o o t h

2 :Ir D A

 ʦ 

< ᴹЀɿ >

1 :Ê¥°×Ö»Âɜʚ

2 : ᴹɢ (P ET )

 

 

ֻ Ζ Β BluePorter - VΒДϗϊКͯɀϧόКДɚϰṁ ΑϼχϊВΕБϠϯͤ ͭδΦ

͵Ɂ 

ϧόКДɚϰ͵γϼχϊВ κϨύϪϖͯΦ͵Ɂ 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 

 

ּ κUSB ЍϲϪϯΒϢϪϯͯΦ͵Ɂ 

ɸF1ɹϔɚκḞ͵Ώɬ κẆ ͯΦ͵ͣɇɭṥ ͤ ͭδΦ͵ɁɬΖ͜ɭκ ͯΌɸENTɹϔ

ɚκḞ͵ΏϧόКДɚϰͤẆ ͭδɀ ͣα ΎỬ ͯΦ͵Ɂ 

΄΅ͯɀϼχϊВϜϊϡͤ ͥ͜ ꞋΖɀϧόКДɚϰΒ ἚͤͣͣγͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

2 -5 -2  Bluetooth USB アダプタによるダウンロード 

■機器の準備 

ΕὅἵɀϤϼϯκ ᵣͯΦ͵Ɂ 

Ʉ  

ɄϷϪϭБɚϸϪϖΦ΄Ζỡ  

Ʉ ЍɚϭωБϭωɨBluePorter - V) 

ɄBluetooth USBψϧϾϦ 
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■使用前の準備 

ֹ Βỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκ ͯΦ͵Ɂ 

ֺ ЍɚϭωБϭω BluePorter - VκϸϤϚКΒϊКϠϯɚВͯΦ͵Ɂ 

ֻBluetooth USBψϧϾϦΕϰАϊϷκϸϤϚКΒϊКϠϯɚВͯΦ͵Ɂ 

ʤϊКϠϯɚВ ΖẤϤϼϯΕЅϲЌψВκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

ּϸϤϚКΒ USBψϧϾϦκ ͯΦ͵Ɂ 

ϦϠϖϯГϊΒ BluetoothManagerΕψϊϚКͤ ͭδγΕΎɀᶒϖБϪϖͯΌ BluetoothManager

κ ONΒͯΦ͵ɁψϊϚКͤ ͣα Β ηβΦ͵Ɂ 

 

■設定ウィザードの実行 

κ⸗ ╦ɀ Εὗ ΒΖɀϸϤϚКΏΕ Bluetooth Β ⌠ Α κ͵γ΄ΩΕ

όωϝɚϰͤ ⱴͭδΦ͵Ɂ 

 

ֹɬΖ͜ɭκ ͯΌόωϝɚϰκ ⱴͯΦ͵Ɂ 

 

 

ᴮ
 

ウィザードで設定する項目は、システムメニューで個別に設定できます。また、必要な

時に、システムメニューから設定ウィザードを実行することもできます。 

ウィザードの設定は、「3-1-3 初めてシステムメニューを起動する時」（P.79）を参照

してください。 

 

ֺБЉɚϯ Bluetooth ϮϷϊϠΏ IDκ ͵γόωϝɚϰͤ ⱴͭδΦ͵Ɂ 

 

■端末の設定 

 

 

システムメニューの操作方法は、「第 3 章 システムメニュー」を参照してください。 

 

ֹ Ε βϔɚκḞͯΑͤαɸPWɹϔɚκ 1 ᵘ ḞͯΦ͵ɁϞϠϭЇЈϲЌɚͤὗ ͯΦ͵Ɂ 
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ֺ ͵γ Bluetooth ϮϷϊϠκ⅛ ͯΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚͣα[5: ϮϷϊϠ]ɻ[3:Bluetooth] ɻ[2: БЉɚϯϮϷϊϠ]ɻ[2: ϮϷϊϠ⅛ ]

κ ͯΦ͵Ɂ 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

 

ֻ⅛ ͤỬ ͵γΏɀ Β͚γ Bluetooth ϮϷϊϠΕᵺ ͤ ͭδΦ͵Ɂ 

⅛ ͤ ͵γΦΎΕ ἚΖɀἆᾺΒΰβΦ͵ͤ ͣͣγͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

< ̠ >

T E S T P C

P E T -1 0 0

Ế
 

 

ּ ΒϸϤϚКΕ Bluetooth ͤ ṁ ΒΑΈΌ͜γ ꞋΖɀϸϤϚКΕϮϷϊϠ ͤ ͭδΦ

͵Ɂ⅛ ͭδ΄ϮϷϊϠΕᵺ ͣαϸϤϚКΕϮϷϊϠ κ ͯΌɸENTɹϔɚκḞͯΦ͵ɨϮϷ

ϊϠ ͤ ͭδΑ͜ ꞋΖɀΪ͞ᵺ ϮϷϊϠ⅛ κⱴΈΌͧ΅ͭ͜ɩɁ 

БЉɚϯ 1ɟ7ΦΎ ΎͥΦ͵Ɂ ΏͯΌɀБЉɚϯ 1Β ͯΦ͵ɁБЉɚϯ 1ͤ ͭδ΄

ΎɸENTɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

< ̠ >

T E S T P C

P E T -1 0 0

Ế

ÖÑ®Â1

ÖÑ®Â2

ÖÑ®Â3

ÖÑ®Â4

ÖÑ®Â5

ÖÑ®Â6

ÖÑ®Â7

 

 

ͫδΎ Ε ΖỬ Ύ͵Ɂ 
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■転送ユーティリティ BluePorter -V の起動 

ЍɚϭωБϭω BluePorter - Vκὗ ͯΦ͵Ɂ 

ɬϠϦɚϯɭЈϲЌɚκϖБϪϖͯΌɬϾДϗАЇɭΕɬWelcat BluePor t er - VɭκϖБϪϖͯΦ͵Ɂ 

 

 

ὗ ͵γΏɀϦϠϖϯГϊΒψϊϚКͤ ͭδΦ͵Ɂ 

ͭδΌ͜γψϊϚКκᶒϖБϪϖͯΌɀ ͭδγЈϲЌɚͣαɬ ɭκϖБϪϖͯΦ͵Ɂ 

 

 

■通信設定 

͵γ COMЄɚϯΏɀ ϼϐВϧɄ ϼϐВϧκ ͯΦ͵Ɂ 

 

ֹϦϠϖϯГϊΒ ͭδΌ͜γψϊϚКκᶒϖБϪϖͯΌɀ ͭδγЈϲЌɚΕɬ ɭκ

ϖБϪϖͯΦ͵Ɂ 
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ֺϮϷϊϠЅϴɚϟЊΎẬ ͯ΄ COMЄɚϯ ꞊κɬ ͵γ COMЄɚϯ ꞊ɭΒ ͯΦ͵Ɂ 

ɬ ϼϐВϧɭΏɬ ϼϐВϧɭΒΖɀψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕϼχϊВͤ ͵γϼϐВ

ϧκ ͯΦ͵Ɂ 

ḹ ΖɀɴC:\ Welcat\ test_apl ɵϼϐВϧΒψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤ ͭδΌ͜γ ꞋΕ Ύ͵Ɂ 

 

 

ֻɬOKɭЃϦКκḞͯΌόωКϰόκ ʹΦ͵Ɂ 

Εΰ͞Αṥ ͤ ΄ ꞋΖɬΖ͜ɭκϖБϪϖͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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■ファイルのダウンロード 

ֹBluePorter - VΕ ϼϐВϧΏͯΌ ͯ΄ϼϐВϧɨ Ε ΎΖɴC:\ Welcat\ test_apl ɵ)Βɀψ

ϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ⱴϼχϊВκϚϻɚͯΦ͵Ɂ 

 

 

ֺϞϠϭЇЈϲЌɚΎ[2: ] ɛɬ1:Bluetooth ɭɻ[1: ϼχϊВБϠϯͣα ]κ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

1 :B lu e t o o t h

2 :Ir D A

 ʦ 

< ᴹЀɿ >

1 :Ê¥°×Ö»Âɜʚ

2 : ᴹɢ (P ET )

 

 

ֻ Ζ Β BluePorter - VΒДϗϊКͯɀϧόКДɚϰṁ ΑϼχϊВΕБϠϯͤ ͭδΦ

͵Ɂ 

ϧόКДɚϰ͵γϼχϊВ κϨύϪϖͯΦ͵Ɂ 

ɸF̋ ɹϔɚκḞ͵ΏẬ ЈϪϢɚϟЃϪϖϠͤ ͭδΦ͵ɁϒɚϤВκɬΖ͜ɭΒꞋηͻΌɸENTɹ

ϔɚκḞ͵ΏɀϧόКДɚϰͤẆ ͭδɀ ͣα ΎỬ ͯΦ͵Ɂ 

΄΅ͯɀϼχϊВϜϊϡͤ ͥ͜ ꞋΖɀϧόКДɚϰΒ ἚͤͣͣγͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT
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2 -6  アプリケーションソフトの実行方法 

ψϾБϘɚϞЎКẆ ϔϪϯΎ ͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯɨẦ ɿOUTɩΖɀ Β ͵

γ΅ͩΎϊКϠϯɚВͤỬ ͯɀ ⱴ͵γ ͤ ͜Φ͵Ɂ 

 

■ファイルリストから選択して実行 

ΕψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκϊКϠϯɚВ ΧΕ ꞋɀϼχϊВᵺ ͣα ͯΌ ⱴ͵γͫΏ

ͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ֹϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ3:ϼχϊВɭɻɬψϾБϘɚϞЎКɭκ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

 

ֺ ⱴͯ΄͜ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΒϼϐɚϒϠκ͚ηͻɀɸF1ɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

SAMPLE1. OUT

SAMPLE2. OUT

 

 

ֻЄϪϾψϪϾͯ΄ЈϲЌɚͣαɀ[ ⱴ]κ ͯΌɸENTɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

ʁϼχϊВΕ ⱴʂṥ ͤ ͭδɀ ⱴϾДϗАЇΟΕ Ậ ͤ ͭδΦ͵Ɂ ⱴκ

͵γ ꞋΖɬΖ͜ɭɀͯΑ͜ ꞋΖɬ͜͜͠ɭκ ͯΌɸENTɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 ʦ 

< Ê¥°×ɿ ΰ >

֮ΰ ÊÝÙ¶ÜÕÏɼ

ɨʏɪɜ ?

ʀɕȻȻ ɕɕə
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ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

 

ͽδ;δΕψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ͜ ΖɀψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕẆ √άϞϠϭЇἋ

ͤͬ ᵣͭδ΄ κͬ ͧ΅ͭ͜ɁψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ ΪɀψϾБϘɚϞ

ЎКϤϼϯΒΰΈΌᵩΑβΦ͵Ɂ 

 

■起動時に自動実行 

Εὗ ΒɀϞϠϭЇЈϲЌɚκὗ ͵γͫΏΑͧ ΒψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκ ⱴ͵

γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ֹϞϠϭЇЈϲЌɚΎɬ1:ϞϠϭЇɭɻɬ1: ⱴɭκ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 ʦ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

 

ֺϊКϠϯɚВ ΧψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕᵺ ͣα ⱴ͵γϼχϊВ κ ͯɀɸENTɹϔɚκ

Ḟ͵ΏʁϞϠϭЇ ʂṥ Β βΦ͵ɁͫδΎ ⱴϼχϊВΕ ͤỬ ͯΦ͵Ɂ 

Ṱɀ ≠ON͵ γΏɀ ͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚκ ͯ΄ ΖϞϠϭЇЈϲЌɚͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

º»ÁÏÐÄ«®

SAMPLE1. OUT

SAMPLE2. OUT

 

 

 

̦ ɿ ῟ʣɨɷʓȼɆ˴ˀ˭̀˨ɇɿ ῟ɝɆ ֣ɼɪʜɇɼɻɴɷɕʜếᵖʀȼ

ON ɨɷʓʿˁˎ˨˩˓˭̀ɝ ɦʝʏɪȽ 

˴ˀ˭̀˨ ɝ ֣ɸȼɜɵ ֮ΰ ʣɪʜếᵖʀȼ Ӫɿΰ ɱɢʀ˝ʩʬ˳˲

ˁːɜʚʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːʣ ɨɷΰ ɨɷɠɱɦɕȽ 
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3 -1  システムメニューの使い方 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΖϞϠϭЇϾДϗАЇκ♦ ͵γὅ Εᵺ ΏͯΌɀ ΕἆᾺ άψϾБϘ

ɚϞЎКϤϼϯΕϾАϪϯϼϐɚЇΑΐɀ ɗΑὅ κ ᾭͯΦ͵Ɂ͢ᾀ Ε ἆᾺΒꞋηͻ΄

κͯΌ ͧͫΏΎɀΰβ► ͧ κͬ ͩΦ͵Ɂ 

 

3 -1 -1  操作キー 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΖɀḹὕΕϔɚκ ΈΌ ͯΦ͵Ɂ 

 

読取りキー バーコードを読取ります。 

【F1】/【F2】キー 画面下部に［F1］［F2］が表示された時、該当するキーを押すと、サブメニュ

ーを表示したり、特殊機能を実行したりします。 

【ENT】キー 操作を決定します。 

【BS】キー 入力した文字を 1 文字削除します。 

矢印キー メニューで選択項目（反転表示）を移動します。また、文字入力時には矢印方

向にカーソルを移動します。 

【C】キー 一つ前の状態に戻したり、入力した文字を消去したりします。 

【SF】キー 文字入力モードを切替えます。 

【F4】キー バックライトを点灯/消灯します。 

 

 

キーの配置については、「1-1-3 各部の名称と機能」－「■操作キーの働き」（P.28）

を参照してください。 
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■キーの文字割当て一覧 

キー 数字入力モード 英字入力モード 

 
1 ABC  

 
2 DEF  

 
3 GH I  

 
4 JKL  

 
5 MNO 

 
6 PQR  

 
7 STU 

 
8 VWX 

 
9 YZ  

 
0 （ ス ペ ー ス ）  

 
・ $ -+/% :#@& 

 

ᴮ
 

本書では、キー名称を【 】で表記しています。 

（例）【1】キー、【F2】キー、【ENT】キー 
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3 -1 -2  システムメニューの起動 

Ε ΎɀϞϠϭЇЈϲЌɚκὗ ͯΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

システムメニューを起動する時は、乾電池またはバッテリーパックが正しく装着されて

いることを確認してください。 

 

① 電源が OFF の状態で、読取りキーを押しながら【PW】キーを 1 秒程度押し続けます。 

電源が ON になりシステムメニューが起動します。 

② オープニング画面の表示後に、システムメニューが表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

 

ᴮ
 

自動実行プログラム（「3-3-1 自動実行：アプリケーションソフトの自動実行（P.87）

参照）にアプリケーションソフトが選択されている場合は、読取りキーを押しながら

【PW】キーを押すと、システムメニューが起動します。 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -1  システムメニューの使い方 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 79 

3 -1 -3  初めてシステムメニューを起動する時 

ͬ⸗ ╦ɀ ΩΌ κὗ ͵γΏɀɴSϰАϊϽκ ὂḺͯΦͯ΄ɵΕṥ ͤ ͭδΦ͵ɁͽΕ

ΦΦɸENTɹϔɚκḞ͵ΏɀϸϤϚКΏΕ Bluetooth Β ⌠ Α κ͵γ΄ΩΕ όωϝ

ɚϰͤ ⱴͭδΦ͵ɨ ṥ ɩɁ 

ͬ⸗ ╦ɀ Εὗ ΎɴSϰАϊϽκ ὂḺͯΦͯ΄ɵṥ ͤ ͺ ͭδΦ͵ͤɀ┼ ΎΖ͚βΦ

ͻλɨɴSϰАϊϽκ ὂḺͯΦͯ΄ɵṥ ΒΉ͜Ζɴ1- 2- 7 ὂ Ἃ͵γ ꞋɵɻɴʟϷϪϖψϪϾ

ͤⱴηδΑ͜ ꞋΕ ɵɨP.45ɩκ ɩɁ 

 

¶ ɬΖ͜ɭκ ͵γΏɀБЉɚϯ Bluetooth ϮϷϊϠΏ IDκ ͵γόωϝɚϰͤ ⱴͭ

δΦ͵Ɂ 

¶ ɬ͜͜͠ɭκ ͵γΏϞϠϭЇЈϲЌɚͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

 

ɬ͜͜͠ɭκ ͯΌ όωϝɚϰκϠϔϪϾ͵γͣɀ όωϝɚϰκ ⱴͯΌ ╦ΦΎ κ

Ử ͵γΏɀ Ṱὗ ͣα όωϝɚϰΖὗ ͯΑͧΑβΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

設定ウィザード内で入力する各項目は、システムメニューで個別に設定することもでき

ます。個別に設定する場合は「3-7-3 Bluetooth：Bluetooth の登録設定」（P.115）

を参照してください。また、システムメニューから設定ウィザードを任意で実行するこ

ともできます（「3-8-7 ウィザード：簡単に通信設定ができる画面の起動」（P.138）

参照）。 
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όωϝɚϰΎΖɀ Ε Ε δΒḇΈΌẤꜞ κ ͯΦ͵Ɂ Ε Βΰβ ͵γꜞ ͤ

ᵩΑβΦ͵Ɂ 

 

 

各設定内容と説明は「3-7-3 Bluetooth：Bluetooth の登録設定」（P.115）を参照し

てください。 

 

 

ʮ ʫ ʾ ̀ ˑ ὧ

ѿ B l u e t o o t h ˏ ˘ ʬ ˁ

֮

ˏ ˘ ʬ ˁ

ɜ ʚ˲ ˪ ̀ ː ˏ ˘ ʬ ˁ ᵛ

˲ ˪ ̀ ː B Dʪ ˑ ˴ ˁ

˃ ʵ ˭ ˲ ˎ ʫ

P I Nʻ ̀ ˑ

I D

ʿ ˁ ˎ ˨ ˩ ˓ ˭ ̀

ɪ ʜ

֖ἥ

ɨ ɻ ɕ

֮ ɸ ɿ ҍ ֔

֣֣
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3 -1 -4  システムメニューの操作方法 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΕἶ Α ΒΉ͜Ό ͯΦ͵Ɂ 

 

■設定項目の選択 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ 選択中の項目は反

転表示

数字キーを押して直接数

字を選択

方向キー

（【　】【　】【　】

【　】）を押して反転

表示を移動

 

 

●項目を選ぶ 

Εꜞ Ζ ͭδΦ͵Ɂ 

Ấꜞ Βẕ ͵γɸ0ɹɟɸ9ɹϔɚκḞ͵ͣɀ ᶃϔɚɨɸpɹɀɸqɹɩϔɚκ ͯΌ κᵪ

ͯΦ͵Ɂ 

●項目を決定する 

ɸENTɹϔɚκḞ͵Ώɀ Εꜞ κ€ ͯΦ͵Ɂ 

€ ╦Ε Ζꜞ ΒΰβᵩΑβΦ͵Ɂ 

¶ ͯ΄ὅ κ ⱴ 

¶ ɬΖ͜ɭΦ΄Ζɬ͜͜͠ɭΕᵣ ɨϨύϪϖЃϪϖϠɩ 

¶ ΕЈϲЌɚκ  

¶ ϜϽЈϲЌɚκ  

●選択を中止する 

ɸCɹϔɚκḞ͵Ώ̋Ή Ε Β βΦ͵Ɂ 
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●画面の表示について 

ЈϲЌɚꜞ ͤ̋ṥ Β ΦαΑ͜ ꞋΖɀṥ ᶒ Β ϠϖДɚВϷɚͤ ͭδΦ͵ɁΦ΄ɀ

ꜞ ͤ 1ⱴΒ ΦαΑ͜ Ꞌɀꜞ Ε ╦ͤɴʦɵΒ ỵͭδΌ ͭδΦ͵Ɂ 

 

垂直スクロールバー

項目名が画面に収まらない場

合は「→」で表示される

SAMPLE1. OUT

SAMPLE2. OUT

< Ê¥°×( F) >

ÐÄ«®

 

 

■キーでデータを入力する 

ϭКϔɚΏ ϔɚκ ΈΌ κ ͯΦ͵Ɂ 

ɀᶽ ɨ / ɩɀὕ꞊ͤ ΎͥΦ͵Ɂ 

●文字入力モードを切替える 

ɸSFɹϔɚκḞ͵Ώ Љɚϰͤ ηβΦ͵Ɂ
ʤ1

 

数字入力モード： 数字と小数点が入力できます。 

英字入力モード： 英字（大/小）や記号が入力できます。 

●数字を入力する 

ɸSFɹϔɚκḞͯΌ ЉɚϰɨϒɚϤВɅʟɨ ⁫ɩɩΒͯΦ͵Ɂ 

͠γϔɚɅɸ0ɹɟɸ9ɹϔɚɀ ϔɚ 

●英字を入力する 

ɸSFɹϔɚκḞͯΌᶽ ЉɚϰɨϒɚϤВɅɐɨḹ ɩɩΒͯΦ͵Ɂ 

͠γϔɚɅɸ1ɹɟɸ9ɹϔɚ 

¶ ʹϔɚΒỂ ΌαδΌ͜γᶽ κ ͩΌ ͵γ ꞋΖɀɸuɹϔɚκḞͯΌϒɚϤВκᵪ

ͭͻΌͣαɀ Εᶽ κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ ɸpɹ/ɸpɹϔɚκḞ͵ΏɀϒɚϤВᵚ Εᶽ ͤ ˊ Β ỵͭδΦ͵Ɂ
ʤ2

 

●記号を入力する 

ɸSFɹϔɚκḞͯΌᶽ ЉɚϰɨϒɚϤВɅɐɨḹ ɩɩΒͯΦ͵Ɂ 

͠γϔɚɅɸ0ɹϔɚɀ ϔɚ 

¶ ʹϔɚΒỂ ΌαδΌ͜γὕ꞊κ ͩΌ ͵γ ꞋΖɀɸuɹϔɚκḞͯΌϒɚϤВκᵪ

ͭͻΌͣαɀ Εὕ꞊κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ ϒɚϤВͤ ͯ΄ϮɚϦΕ Β͚γ ɸuɹϔɚκḞ͵ΏɀϠЁɚϠͤϒɚϤВΕᶒ Β

ͭδΦ͵Ɂ
ʤ2
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●入力したデータを確定する 

ɸENTɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

●文字を削除する※3  

¶ ɸBSɹϔɚκḞ͵ΏϒɚϤВᵚ Ε κ 1 ͯΦ͵Ɂ 

¶ ɸCɹϔɚκḞ͵Ώ ΌΕ κ ᾜͯΦ͵Ɂ 

●入力を中止する 

¶ κ ΎͥΑ͜ꜞ
ʤ3
ΎΖɀɸCɹϔɚκḞ͵Ώ ΆΒ κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ κ Ύͥγꜞ ΎΖɀ ͯ΄ κ Ό ͯ΄╦ΎɸCɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

●その他 

ͤ ṁ Α κ ͠΄ ꞋɀϒɚϤВΖ Β βΦ͵Ɂ 

 

*1 ṁ Α ͤ ⌠ͭδΌ͜γꜞ ɨ Ʌ ID Ζ ΕΧɩΖɀ Љɚϰκ ͠α

δΦͻλɁ 

*2 ꜞ Βΰβ Ύͥγ ͤ ⌠ͭδγ Ꞌ͚ͤβΦ͵Ɂ 

*3 ϼϐɚЅϪϯͤ┐ Εꜞ ɨ ɅДɚϒВ BDψϰГϠɩΎΖ κ ΎͥΦͻλɁ

ЅϲЌψВΎΖ ϼϐɚЅϪϯ┐ Εꜞ ΒᶒὕΕ Ῡ ψϊϚКκΉͩΌ ὕͯΌ

͜Φ͵Ɂ 

 

■その他の操作 

一つ前の状態に戻る 【C】キー 

チェックボックス 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

項目を選択して、【ENT】キーを押すごとに選択/非選択（はい/

いいえ）が切替わります。 

 

チェックボックスは同時に複数項目を選択する場合にも使用され

ます。 

ラジオボタン 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

小さな円状のボタン（◎）の中が塗りつぶされている項目が、現在

有効であることを表しています。 

ラジオボタンは複数の項目から１つだけを選択する場合に使用さ

れます。 
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メッセージボックス 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

ボックス内の下部に［はい］や［いいえ］などボタンが 2 つ表示

されている場合は、【1】または【2】キーを押すか、矢印（【p】、

【p】、【t】、【u】）キーを使用してボタンを選択（反転表示）

し、【ENT】キーで決定します。 

【C】キーを押すと右側のボタンが選択されたことになります。 

レベルメーター 

 

設定値を段階ごとに調節します。 

【p】/【q】キーでスライダーを上下させ、【ENT】キーでレベ

ル値を決定します。 

サブメニュー/ファンクション

の呼出し 

 

画面下部に［F1］または［F2］が表示されている時に、該当する

キーを押すとサブメニューを表示したり、ファンクション（特殊機

能）を実行したりします。 

バックライトの点灯/消灯 【F4】キーを押すごとにバックライトが点灯/消灯します。ただし

電池残量が規定値以下の場合、バックライトは点灯しません。 

操作時のインジケータ変更 操作時に作動するインジケータ（ブザー/バイブレータ/LED）は、

お客様独自の設定に変更することが可能です。変更方法については

「3-7-5 音/バイブ：音量・LED・バイブレータの設定」（P.123）

をご覧ください。 

この設定を変更することで、お客様独自のインジケータが簡単に作

成できます。 

なお、一部インジケータが適用されない操作があります。 

 

■バーコードでデータを入力する 

Ấ ά ΑΐκϷɚϚɚϰΎ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

βϔɚκḞͯΌГɚϝκ ͭͻɀϷɚϚɚϰκϠϔЊКͯΦ͵Ɂ 

ϮɚϦ Β͢͜Ό βṁ ΑϷɚϚɚϰΖ Ε βΎ͵Ɂ 

NW- 7ɀCODE39ɀJAN13/8ɀUPC- A/EɀϊКϧϠϯБψВ 2of5ɀITFɀCODE93ɀCODE128ɀGS1 DataBar(RSS) 

 

ГɚϝΕ ἚάϠϔЊК Ε ΖϯБϓЉɚϰΎ ͯΦ͵ɁΑ͢ɀϷɚϚɚϰϭϠϯΖϯ

БϓЉɚϰΕᶲ῏κ ͩΦͻλɁ 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -2  システムメニュー一覧 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 85 

3 -2  システムメニュー一覧 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΖɀὅ ͬΏΒ ͭδ΄ẇ ♦ ΒΑΈΌ͜Φ͵Ɂ 

 

1 : B l u e t o o t h

2 : I r D A

29˘ ̀ ʻ ̀ ˑ

39

49ʵ ̀

1 : B l u e t o o t h

2 : I r D A

09˝ ʩ ʬ ˳ ˲ ˁ ː ɜ ʚ

19 ᴹ ɢ ODS

09 ֮ ΰ

19

29

39˙ ˁ ˷ ̀ ˑ

09˩ ˪ ˲ ˘ ˋ ʷ ʪ ˋ ˟

19˴ ˀ ˭ ̀ ˨

29ʲ ̀ ː ʮ ʯ ʬ ʷ ʪ ˋ ˟

39ʲ ̀ ː ˙ ˷ ̀ ʲ ˝

09˝ ʩ ʬ ˳ ˲ ˁ ː ɜ ʚ

19 ᴹ ɢ ODS

ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻

ˏ̀ˇ

˛ˋː˦ˋ˟

Ҏ

09 ᴸ ʛ ʵ ̀ ϋ

19˙ ˷ ̀ ˃ ̀ ˞

29˴ ̀ ʾ „

09˦ ˁ ˇ ̀

19ʻ ˜ ̀

1 : B l u e t o o t h

09˦ ˁ ˇ ̀

19ʻ ˜ ̀

2 : I r D A

09ʵ ˫ ˻ ˃ ˳ 0

19ʵ ˫ ˻ ˃ ˳ 1

29ʵ ˫ ˻ ˃ ˳ 2

39 ῟ 0

49 ῟ 1

59 ῟ 2

69ʷ ˲ ˋ ʷ 0

79ʷ ˲ ˋ ʷ 1

89ʷ ˲ ˋ ʷ 2

0/9 0

009 1

019 2

029ʰ ˱ ̀ 0

039ʰ ˱ ̀ 1

049ʰ ˱ ̀ 2

059ˮ ̀ ʾ 0

069ˮ ̀ ʾ 1

079ˮ ̀ ʾ 2

09ˏ ˘ ʬ ˁ ɿ

19ˁ ˇ ̀ ː ʪ ˋ ˟ ɿ

29

 

 

システムメニューの出荷時設定については、「付録-1 出荷時設定一覧」（P.176）を参

照してください。 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -3  システム：便利な機能 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 86 

3 -3  システム：便利な機能 

κΰβṴ Βͬ ͧ΄ΩΕẤ ὅ κ ͯΦ͵Ɂ 

BHCPὅ κ ͵γΏɀẤϞϠϭЇ κ Β ͵γͫΏΪṁ Ύ͵ɨϸϠЖɚϰΕ Ζ

ͧɩɁ 

 

ᴮ
 

BHCP 機能を使用するには、別途、LAN 通信/充電ユニット（IU-004CL）と LAN 対応

転送ユーティリティ「BluePorter-L」（WLF-004）が必要です。 

「3-8-8 BHCP：システム設定とファイルの起動時自動ダウンロード」（P.138）参照 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］ 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

1: ֮ΰ

2:

3:

4 : ÈÝ»Ú®ÂÜ

 

設定する項目を選択します。 

 

・自動実行：アプリケーションソフトの自動実行（P.87） 

・時計：時刻の設定・確認（P.88） 

・電源管理：電源に関する各種設定（P.90） 

・パスワード：パスワードの設定・解除（P.94） 
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3 -3 -1  自動実行：アプリケーションソフトの自動実行 

≠ON Βὗ ͵γψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκ ͯΦ͵Ɂ 

Ṗ ΎΖɀϞϠϭЇЈϲЌɚͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［1:自動実行］ 

電源を ON した時に起動するアプリケーションソフトを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

º»ÁÏÐÄ«®

SAMPLE1. OUT

SAMPLE2. OUT

 

現在インストールされているプログラムの一覧が表示されるので、目的

のアプリケーションソフトを選択します。 

【ENT】キーを押すと＜システム設定＞画面に戻ります。これで自動実

行ファイルの登録が完了します。 

次回、電源を ON すると、登録したアプリケーションソフトが起動しま

す。 

 

SAMPLE1. OUT

2009/ 01/ 01

 

【F1】キーを押すと選択中のアプリケーションソフトに関する情報が表

示されます。 

 【C】キーを押すと＜自動実行＞画面に戻ります。 
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3 -3 -2  時計：時刻の設定・確認 

≢ ΕẬא ͢ΰΚ Εא κͯΦ͵Ɂ 

Βΰγ ɨЅϲЌψВ ɩΕΣͣɀUSB ЍϲϪϯΦ΄Ζ Bluetooth κ ΈΌϸϤϚКΕ

ΒꞋηͻγͫΏɨϜɚϷא ɩΪṁ Ύ͵Ɂ 

 

■現在の時刻 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［2:時計］ 

時刻をマニュアルで設定するかサーバで設定するかを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

2009/ 01/ 01( )

 

現在の時刻が表示されます。 

設定する項目を選択します。 

 

・マニュアル設定：マニュアルで時刻を設定 

・サーバ設定：サーバから自動的に時刻を設定 

 

■マニュアル設定：マニュアルで時刻を設定  

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［2:時計］→［1:マニュアル設定］ 

時刻を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

2009/ 01/ 01 00: 00: 00

 

矢印キーで設定する年月日にカーソルを移動して、時刻を入力します。 

 

【ENT】キーを押すと時刻を確定、＜現在の時刻＞画面へ戻ります。 

【C】キーを押すと設定を中止し、＜現在の時刻＞画面へ戻ります。 
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■サーバ設定：サーバから自動的に時刻を設定  

ϜɚϷ κⱴ͞ Ζɀ͚αͣʹΩ ΕͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

¶ ϸϤϚКΕ ≠κ δΦ͵Ɂ 

¶ ϸϤϚКΎɴBluePorter - VɵɨWLF- 003Ʌ ɩάɀɴBluePorter - LɵɨWLF- 004Ʌ ɩκ ͯ

΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκὗ ͯΦ͵Ɂ 

¶ Bluetooth κ ͵γ ꞋΖɀ ΕϮϼϐВϯϮϷϊϠ ΒϸϤϚКΕ BDψϰГϠ κ

ͯΦ͵ɨɴ3- 7- 3 Bluetooth ɅBluetooth Ε ɨP.115ɩ ɩɁ 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［2:時計］→［2:サーバ設定］ 

 パソコンのBluePorter -V またはBluePorter -L を使用したアプリケーションソフトから時刻デー

タを受信して設定します。 

 

①受信のための通信手段を選択します。 

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

1 :B lu e t o o t h

2 :Ir D A

 

受信方法として Bluetooth または IrDA（赤外線）を選択します。 

BluePorter-V から時刻データを受信する場合には Bluetooth または

IrDA を、BluePorter-L を使用したアプリケーションソフトから時刻デ

ータを受信する場合には IrDA を選択してください。 

IrDA を選択した場合は、本製品を USB 通信ユニットにセットしてくだ

さい。 

 

 

 

②時刻データの受信が完了すると、次の画面が表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【ENT】キーを押すと、＜現在の時刻＞画面へ戻ります。 
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受信に失敗した場合、左の画面が表示されます。 

・リトライ：再度サーバから時刻データを受信します。 

・キャンセル：設定を中止して＜現在の時刻＞画面へ戻ります。 

失敗を繰返す場合は、システム管理者にお問合せください。 

 

3 -3 -3  電源管理：電源に関する各種設定 

ϑɚϯϸЖɚϑϼΑΐ ≠ON/OFFΒἜηγẤ Ε κͯΦ͵Ɂ 

 

■メモリバックアップ：S ドライブのバックアップ 

ЈЉБϷϪϖψϪϾὅ κ ►Β͵γΏɀ ≠ OFF ΒЈЉБ ͤϷϪϖψϪϾͭδɀSϰАϊϽΕ

ϮɚϦͤ ͭδΦ͵ɁΦ΄ɀГϟЌɚЇὅ κ ͵γ ꞋΖɀЈЉБϷϪϖψϪϾὅ κ ►Β

ͯΌͧ͢ ͚ͤβΦ͵Ɂ 

κ ὂΒ Ἃ͵γ Ꞌάɀ ≠ OFF Ε κ ͠΄͜ ꞋΒΖɀЈЉБϷϪϖψϪϾ

ὅ κ ►ΒͯΦ͵Ɂ 

 

 

ɤɿ ʣ ֣ɼɪʜɹȼ˴ˀ˭̀˨ ʓ ֣ɼɻʛʏɪȽ 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［1:メモリバックアップ］ 

メモリバックアップ機能を有効にします。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

ȩ ֣ɼɪʜ

< ÐÑÖ®ÈÜ­¶̄ ­ÊÝ >

 

［有効にする］をチェックします。 

 

■レジューム機能：電源 OFF 時の状態を保持 

ГϟЌɚЇὅ κ ►Β͵γΏɀ ≠κ OFFΒͯ΄ Ε κ ͯɀ Ṱὗ ΒͽΕ ͥͣα

Ῐκ₄ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

ГϟЌɚЇὅ Ε ΒΰβɀɸPWɹϔɚκḞͯΌ ≠ ONͯ ΄ Ε Ζɀ Εΰ͞ΒΑβΦ͵Ɂ 
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¶ ГϟЌɚЇὅ ►Ʌ ≠OFFΕ Β ⱴͭδΌ͜΄ ͣα κ ẆͯΦ͵Ɂ 

¶ ГϟЌɚЇὅ ►Ʌ Β ͣα ͤ ⱴͭδΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

読取りキーを押しながら【PW】キーを押して電源 ON にすると、レジューム機能はキ

ャンセルされて、システムメニューが起動します。 

 

 

˿֮ϋ̷ɼ͒ ʏɰʀ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʣʀɫɨɰếᵖȼ˴ˀ˭̀˨ʀἥ ɨʏɪȽ

˴ˀ˭̀˨ ɿ ֣˿ ֣ɼ ϰɻɠȼӎ ɝ Ӫɜʚΰ ɦʝʏɪȽ ɼ ʣ

ON ɨɰ ȼΜ̧ɿ ɝ ɦʝʏɪȽ 

ØºÜ«®Ï ֮ἥ

̧ ɿυʝɜɼ

ɨɰ ȼ SÂÜÕ°ÊÜ

ʣӪ ɨʏɨɰח

£ Ͼ Ñ®ÂÜ

£ÈÜ­¶̄ ­ÊÝ ɿ

£֮ ϋ̷ɿ ἒʝ

ENT:
 

˿˘ˋʷʪˋ˟ ɝ ɨɰếᵖʓᵚɩʙɗɼ̦ ɿ ɝ ɦʝȼӎ ɝ Ӫ

ɜʚΰ ɦʝʏɪȽ˘ˋʷʪˋ˟ ɿѼ ɼɵɕɷʀɆ1-2-5 ɿ ɹ

ʪ˱̀˨ɇ ɆȨ˘ˋʷʪˋ˟ ɿѼ ɇ P.42 )ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

˿˩ ˪˲˘ˋʷʪˋ˟ɝ ֣ɼɻɴɷɕʜ ɼ˴ˀ˭̀˨ ʣ ֣ɼ ῟ɨʙɗɹɪ

ʜɹȼΜ̧ɿ ɝ ɦʝʏɪȽ˩˪˲˘ˋʷʪˋ˟ʣ ֣ɼɨɷɜʚȼҢⱫɤɿ

ʣ ֣ɼɨɷɠɱɦɕȽ 

ÐÑÖ®ÈÜ­¶̄ ­ÊÝɝ ֣

ɼɻɴɷɕʏɪȽ

֣ɼ ῟ɨɷɠɱ

ɦɕȽ

OK
 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［2:レジューム］ 

レジューム機能を有効にします。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

［有効にする］をチェックします。 
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■オートウェイクアップ：決められた時間に起動 

ϑɚϯόύϊϖψϪϾΖɀ͚αͣʹΩ ͯ΄ϠϘϟЌɚВΒ ΈΌ κ Βὗ ͭͻγὅ

Ύ͵Ɂ 

 

 

ʲ̀ːʮʯʬʷʪˋ˟ ʀȼɊPWɋɻ ̀ʣϗɴɷ ʣOFFɨɰếᵖɿʐ ֣ɸɪȽ

ͪ ʣɨɰ ʕ˵̀˘ˋˎ˲̀ɼʙɴɷֹוӳ ͖ɨɰ ʀȼ̡ ̀ːʮʯʬʷʪˋ

˟ɸ ֮ɨʏɬʤȽ 

 

●スケジュールの確認 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［3:オートウェイクアップ］ 

現在設定されている起動スケジュールが表示されます。 

設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

 

・設定：スケジュールの設定 

・解除：スケジュールの解除 

 

●設定：スケジュールの設定 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［3:オートウェイクアップ］ 

 →［1:設定］ 

オートウェイクアップのスケジュールを設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

スケジュールの発生間隔を選択します。 

毎日（時刻指定）、毎週（曜日と時刻指定）、毎月（日にちと時刻指定）

から選択できます。日にちは「01」～「31」で、時間は 24 時間形式で

設定します。設定が完了するとスケジュールの確認へ戻ります。 
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ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

24 時間形式で時分（00：00～23：59）を入力します。 

 

以上で設定は完了です。 

【ENT】キーを押すと＜現在のスケジュール＞画面へ戻り、設定は完了

です。 

 

●解除：スケジュールの解除 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［3:オートウェイクアップ］ 

 →［2:解除］ 

設定されているオートウェイクアップスケジュールを解除します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

確認用ダイアログで［はい］を選択します。 

設定されているスケジュールが消去されます。 

［いいえ］を選択すると解除を中止します。 

 

■オートパワーオフ：自動的に電源 OFF  

ϑɚϯϸЖɚϑϼΏΖᵺ ἚḼΪ ͭδΑͣΈ΄ ꞋΒɀ Β ≠κ OFFΒ͵γὅ Ύ͵Ɂ 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［3:電源管理］→［4:オートパワーオフ］ 

自動的に電源が OFF するまでの時間を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定可能な時間は 0060 秒～3600 秒です。 

なお、0000 秒に設定するとオートパワーオフは無効になります。 

 

【ENT】キーを押すと、設定は完了します。 

 

【F1】キーを押すと、設定値に関するガイダンスが表示されます。 
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3 -3 -4  パスワード：パスワードの設定・解除 

ϞϠϭЇЈϲЌɚκ ᵣΒὗ ͭͻΑ͜΄ΩΒϸϠЖɚϰκ ͯΦ͵ɁϸϠЖɚϰκ ͵δΗ

Ἃ ᵘẋΕ ͤ κẬ ͯ΄β ♇ͯ΄βΎͥΑ͜ΰ͞ΒΑβΦ͵Ɂ 

 

 

パスワードが設定されると、システムメニュー起動時にパスワードチェ

ックを実施します。パスワードが入力されない限り、システムメニュー

は起動しません。 

 

 

 

 

ᵐʀ ʝɻɕʙɗɼ˩˪ʣᴸɴɷϾ ɨɷɠɱɦɕȽ̣̠ ʝɷɨʏɴɰếᵖ

ʀȼּׂש ḙ ʏɸɛ᷅ᵖɬɠɱɦɕȽ 

 

ᴮ
 

レジューム機能が有効な時、システムメニュー表示中に【PW】キーを押して電源 OFF

すると、再起動時はパスワードチェックなしにシステムメニューが起動します。 

 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［4:パスワード］ 

パスワードを設定するか解除するかを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

 

・設定 

・解除 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -3  システム：便利な機能 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 95 

■設定：パスワードの設定 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［4:パスワード］→［1:設定］ 

① 新しいパスワードを入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

パスワードは 4 文字～30 文字までの英数記号で、大文字/小文字が区別

されます。 

新しいパスワードを入力したら、【ENT】キーを押します。 

② 確認のため、もう一度パスワードを入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

入力後、【ENT】キーを押します。 

 

■解除：パスワードの解除 

 

［システムメニュー］→［1:システム］→［4:パスワード］→［2:解除］ 

パスワードを解除します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

［はい］を選択するとパスワードが解除され、設定されていたパスワー

ドが消去されます。 

［いいえ］を選択すると解除を中止します。 
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3 -4  受信：Bluetooth ・赤外線通信でファイルを受

信  

 

 

［システムメニュー］→［2:受信］ 

受信のための通信手段を選択します。 

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

1 :B lu e t o o t h

2 :Ir D A

 

受信方法として Bluetooth または IrDA（赤外線）を選択します。 

 

・Bluetooth（P.96） 

・IrDA（赤外線）（P.98） 

 

 

3 -4 -1  Bluetooth ：Bluetooth 通信でファイルを受信 

Ε Ζɀ͚αͣʹΩ ΕͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ ͯ΄ϼχϊВΖ Ό F ϰАϊϽΒ ͭ

δΦ͵Ɂ 

 

●送信側がパソコンの場合 

¶ ϸϤϚКΕ ≠κ δΦ͵ɁBluePorter - V κ͢ ͜Ε ꞋΖɀUSBψϧϾϦκ ͯΌ

BluetoothManagerκ ONΒͯΦ͵ɨψϊϚКͤ ͣα Β ηβΦ͵ɩɁ 

¶ ϸϤϚКΎɴBluePorter - VɵɨWLF- 003Ʌ ɩκὗ ͯΦ͵Ɂ 

¶ ͵γ ΕϮϼϐВϯϮϷϊϠΏͯΌɀ ΕϸϤϚКκ ͯΦ͵Ɂ 

ɴ3- 7- 3 Bluetooth ɅBluetooth Ε ɵɻɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩΎɀ

ΕБЉɚϯϮϷϊϠ κ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

●送信側が PET -100 -M の場合 

¶ ͩΕΧṁ Ύ͵Ɂ 

¶ Ε κɀ Ε PET- 100- MΕϮϼϐВϯϮϷϊϠΒ ͯΦ͵Ɂ 

ɴ3- 7- 3 Bluetooth ɅBluetooth Ε ɵɻɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩΎɀ

ΕБЉɚϯϮϷϊϠ κ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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［システムメニュー］→［2:受信］→［1:Bluetooth ］ 

① 受信方法を選択します。 

< ᴹ Ѐ ɿ >

1 :Ê¥°×Ö»Âɜʚ

2 : ᴹɢ ( P E T )

 

ファイルリストから選択：送信側からファイルリストを取得します。受

信側はそのリストから受信したいファイルを選択することができます。 

待受け（PET）：直ちに受信待機状態となります。受信するファイルは、

送信側の PET-100-M が送信したものです。 

 ［1：ファイルリストから選択］→手順②へ 

 ［2：待受け（PET）］→送信側の PET-100-M で送信開始→手順③へ 

 

ᴮ
 

接続の方向は次のようになります。 

・ファイルリストから選択：受信する本製品から接続します。 

・待受け（PET）：送信側の PET-100-M から接続します。 

 

② ファイルリストを取得し、受信するファイルを選択します。 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 

受信するファイルをチェックします。 

 

【F1】キーを押すと受信確認ダイアログが表示されます。この際、チェ

ックされているファイルが 1 つもない場合は、選択中のファイルを受信

します。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 

【F2】キーを押すとファイルリストを操作するためのサブメニューが表

示されます。 

必要に応じて設定します。 

 

・フルネーム 

選択中のファイル名の全体を表示します。 

・全てチェックをつける 

ファイルリストのチェックボックスを全てチェックします。 

・全てチェックをはずす 

ファイルリストのチェックボックスから全てチェックをはずします。 
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③ 受信が開始されます。 

< ᴹ Ѐ ̷ ( 1 / 2 >

s a m p le 1 .O U T

 

受信状況が画面に表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

< ᴹ Ѐ ̷ ( 2 / 2 >

ɼᵚᵛɿ Ê¥°×(s a

m p le 2 .O U T )ɝΆṶ

ɨʏɪ .

̦ ɞɨʏɪɜ ?

ʀɕȻȻ ɕɕə

 

受信するファイルと同じファイル名が存在する場合は、上書き確認ダイ

アログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

④ 受信を完了します。 

< ᴹ Ѐ ̷ ( 2 / 2 >

(2 / 2 )

s a m p le 2 .O U T

 

複数のファイルをチェックした場合は、メッセージボックス内に「（受

信成功数/チェック数）」が表示されます。 

【ENT】キーを押します。 

 

3 -4 -2  IrDA ：赤外線通信でファイルを受信 

Ε Ζɀ͚αͣʹΩ ΕͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ ͯ΄ϼχϊВΖ Ό F ϰАϊϽΒ ͭ

δΦ͵Ɂ 

 

●送信側がパソコンの場合 

¶ ϸϤϚКΕ ≠κ δΦ͵Ɂ 

¶ ϸϤϚКΎɴBluePorter - VɵɨWLF- 003Ʌ ɩάɀɴBluePorter - LɵɨWLF- 004Ʌ ɩκ ͯ

΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκὗ ͯΦ͵Ɂ 

¶ κ USB ЍϲϪϯΦ΄Ζ LAN ЍϲϪϯΒϢϪϯͯɀ ẋ Ε κͯΦ͵

ɨɴUSB ЍϲϪϯΒΰγ ɵɨP.46ɩΦ΄ΖɴLAN ЍϲϪϯΒΰγ ɵɨP. 47ɩ ɩɁ 

●送信側が PET -100 -M の場合 

¶ ɴ ͩɨPETɩɵΎ ṁ ΒΑβΦ͵Ɂ 

¶ ɴ ẋ ɨIrDAɩ ɵɨP. 46ɩΕ Ἒ κ ͯΌ ͯΦ͵ 
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［システムメニュー］→［2:受信］→［2:IrDA ］ 

① 受信方法を選択します。 

< ᴹ Ѐ ɿ >

1 :Ê¥°×Ö»Âɜʚ

2 : ᴹɢ ( P E T )

 

ファイルリストから選択：送信側からファイルリストを取得します。受

信側はそのリストから受信したいファイルを選択することができます。 

待受け（PET）：直ちに受信待機状態となります。受信するファイルは、

送信側の PET-100-M が送信したものです。 

 ［1：ファイルリストから選択］→手順②へ 

 ［2：待受け（PET）］→送信側の PET-100-M で送信開始→手順③へ 

 

ᴮ
 

接続の方向は次のようになります。 

・ファイルリストから選択：受信する本製品から接続します。 

・待受け（PET）：送信側の PET-100-M から接続します。 

 

② ファイルリストを取得し、受信するファイルを選択します。 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 

受信するファイルをチェックします。 

 

【F1】キーを押すと受信確認ダイアログが表示されます。この際、チェ

ックされているファイルが 1 つもない場合は、選択中のファイルを受信

します。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

< Ê¥°×Ö»Â>

ΰ ÐÄ«®

s ampl e1. OUT

s ampl e2. OUT

 

【F2】キーを押すとファイルリストを操作するためのサブメニューが表

示されます。 

必要に応じて設定します。 

 

・フルネーム 

選択中のファイル名の全体を表示します。 

・全てチェックをつける 

ファイルリストのチェックボックスを全てチェックします。 

・全てチェックをはずす 

ファイルリストのチェックボックスから全てチェックをはずします。 
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③ 受信が開始されます。 

< ᴹ Ѐ ̷ ( 1 / 2 >

s a m p le 1 .O U T

 

受信状況が画面に表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

< ᴹ Ѐ ̷ ( 2 / 2 >

ɼᵚᵛɿ Ê¥°×(s a

m p le 2 .O U T )ɝΆṶ

ɨʏɪ .

̦ ɞɨʏɪɜ ?

ʀɕȻȻ ɕɕə

 

受信するファイルと同じファイル名が存在する場合は、上書き確認ダイ

アログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

④ 受信を完了します。 

< ᴹ Ѐ ̷ ( 2 / 2 >

(2 / 2 )

s a m p le 2 .O U T

 

複数のファイルをチェックした場合は、メッセージボックス内に「（受

信成功数/チェック数）」が表示されます。 

【ENT】キーを押します。 
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3 -5  ファイル：ファイルの実行・送信・削除など 

ΕϼχϊВκ ͯɀ ⱴɀ ɀ ΑΐΕẤ ͤΎͥΦ͵Ɂ 

ẤϰАϊϽΕϼχϊВ ͬΏΒ ͭδ΄БϠϯͣαɀ ͵γϼχϊВκ ͯΦ͵ɁϼχϊВ

Ε ΖẦ ɨϼχϊВ ΕϻБϑϰΒ ͧ 3 ɩΒΰβ€ ͭδɀ Εΰ͞Β ͭδΦ͵Ɂ 

 

拡張子 ファイルの種類 

OUT アプリケーションソフト 

BMP ビットマップ 

それ以外 データ 

 

ṁ Α Ζ Ε βΎ͵Ɂ ΕϼχϊВΕ ΒἜ ͩαδ΄ Ώɀ ΌΕϼχϊВΎ ►

Α ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

操作 説明 

実行※1 アプリケーションソフトを起動します。ファイルの種類が「アプリ

ケーション」のファイルのみ操作可能です。 

閲覧※2 ビットマップイメージを表示します。ファイルの種類が「ビットマ

ップ」のファイルのみ操作可能です。 

情報 ファイルに関する各種情報を表示します。 

送信 ファイルを送信します。 

削除 ファイルを削除します。 

テスト ファイルが破損していないか調べます。 

全てチェックをつける ファイルリストのチェックボックスを全てチェックします。 

全てチェックをはずす ファイルリストのチェックボックスから全てチェックをはずしま

す。 

ʤ1
 SϰАϊϽΕϼχϊВΖ ΎͥΦͻλɁ 

ʤ2
 ϜЄɚϯ͵γϺϪϯЅϪϾϼχϊВΖ Ε βΎ͵Ɂ 

フォーマット Windows Bitmap モノクロイメージ 

サイズ 132×128 ピクセル固定 
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［システムメニュー］→［3:ファイル］ 

① ファイルの種類を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

操作対象のファイルの種類を選択します。「全種類」を選択すると、フ

ァイルの種類に関係なく、ドライブに保存されている全ファイルが対象

となります。 

② ドライブを選択し、操作するファイルをチェックします。 

ÐÄ«®
 

F ドライブがカレントドライブになります。 

Fドライブにファイルが格納されていない場合は S ドライブがカレント

ドライブになります。 

【F2】キーを押すたびにカレントドライブが切替わります。 

 

ファイルを選択して【ENT】キーを押すと、チェックボックスのチェッ

クをつけたりはずしたりすることができます。 

チェックされたファイルが対象になる操作と、選択されたファイルが対

象になる操作があります。 

③ ファイルを操作します。 

ÐÄ«®
 

【F1】キーを押すと、ファイル操作のサブメニューが表示されます。 

（注）選択するファイルにより、以下のサブメニューの項目は異なりま

す。 

 

・実行：アプリケーションソフトの実行（P.103） 

・閲覧：ビットマップファイルの表示（P.103） 

・情報：ファイル詳細情報の表示（P.104） 

・送信：ファイルをパソコンや他の端末に送信（P.104） 

・削除：ファイルを削除（P.106） 

・テスト：ファイルの破損をチェック（P.106） 

・全てチェックをつける：全てのファイルを選択（P.107） 

・全てチェックをはずす：全てのファイルの選択をはずす（P.107） 
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■実行：アプリケーションソフトの実行  

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［実行］ 

 選択したファイルを実行します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

選択中（反転表示）のファイルが実行されます（チェックボックスのチ

ェック状態とは関係ありません）。 

【ENT】キーを押すと実行されます。 

 

実行するアプリケーションソフトが自動実行に登録されていない場合、

登録を確認するダイアログが表示されます。 

 

実行されたアプリケーションソフトを終了するには、アプリケーション

ソフトごとに定められた操作を行ってください。終了後にシステムメニ

ューが再度表示されるか、本体の電源を OFF にするかはアプリケーシ

ョンソフトに依存します。 

動作中に電池が切れた時はアラーム表示後に本体の電源が OFF になり

ます。 

アプリケーションソフトを強制的に終了したい場合は、アプリケーショ

ンソフトの動作中に【PW】キーを 10 秒間押し続けてください。 

 

■閲覧：ビットマップファイルの表示 

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［閲覧］ 

ビットマップファイルを表示して確認します。 

 

選択中（反転表示）のファイルの画像が表示されます（チェックボック

スのチェック状態とは関係ありません）。 

何かキーを押すと「ファイル操作メニュー」に戻ります。 
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■情報：ファイル詳細情報を表示 

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［情報］ 

ファイルの詳細な情報を確認します。 

 

次の情報が表示されます。 

・ファイル名 

・ファイル種類 

・ファイルサイズ 

・更新日時 

・ライブラリバージョン（アプリケーションソフトのみ） 

 

選択中（反転表示）のファイルに関する情報が表示されます（チェック

ボックスのチェック状態とは関係ありません）。 

何かキーを押すと「ファイル操作メニュー」に戻ります。 

 

■送信：ファイルをパソコンや他の端末に送信  

Ε Ζɀ͚αͣʹΩ ΕͫΏκẬ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

●受信側がパソコンの場合 

¶ ϸϤϚКΕ ≠κ δΦ͵ɁBluePorter - V κ͢ ͜Ε ꞋΖɀUSBψϧϾϦκ ͯΌ

BluetoothManager κ ONΒͯΦ͵ɨψϊϚКͤ ͣα Β ηβΦ͵ɩɁ 

¶ ϸϤϚКΎɴBluePorter - VɵɨWLF- 003Ʌ ɩάɀɴBluePorter - LɵɨWLF- 004Ʌ ɩκ ͯ

΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯκὗ ͯΦ͵Ɂ 

¶ ΏͯΌ Bluetooth κ ͞ ꞋΖɀ ͵γ ΕϮϼϐВϯϮϷϊϠΏͯΌɀ

ΕϸϤϚКκ ͯΦ͵Ɂ 

ɴ3- 7- 3 Bluetooth ɅBluetooth Ε ɵɻɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩΎɀ

ΕБЉɚϯϮϷϊϠ κ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

●受信側が PET -100 -M の場合 

¶ ΏͯΌ Bluetooth κ ͞ ꞋΖɀ ΏΑγ PET- 100- MΕϮϼϐВϯϮϷϊϠΏͯ

Όɀ Ε PET- 100- Mκ ͯΦ͵Ɂ 

ɴ3- 7- 3 Bluetooth ɅBluetooth Ε ɵɻɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩΎɀ

ΕБЉɚϯϮϷϊϠ κ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［送信］ 

① チェックされているファイルが送信されます。 

SAMPLE1. OUT

SAMPLE2. OUT

ÐÄ«®
 

送信するファイルを選択して、チェックします。 

チェックされているファイルが 1 つもない場合は、選択中のファイルが

送信されます。 

【F1】キーを押して、［送信］を選択して【ENT】キーを押します。 

② 送信方式を選択します。 

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

1: Bl uet oot h

2: I r DA

 

送信方式を選択します。 

・Bluetooth 

・IrDA（赤外線） 

③ 送信が開始されます。 

 

送信状況が画面に表示されます。 

④ 送信を完了します。 

 

複数のファイルをチェックした場合は、メッセージボックス内に「（送

信成功数/チェック数）」が表示されます。 

【ENT】キーを押します。 
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■削除：ファイルを削除  

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［削除］ 

チェックされているファイルを削除します。 

ただし、チェックされているファイルが 1 つもない場合は、選択中（反転表示）のファイルが削除さ

れます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

確認ダイアログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

■テスト：ファイルの破損をチェック 

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［テスト］ 

チェックされているファイルをテストします。 

ただし、チェックされているファイルが 1 つもない場合は、選択中（反転表示）のファイルをテスト

します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

Sampl e1. OUT

 

テストしたファイルが破損している場合、ファイル削除の確認ダイアロ

グが表示されます。［はい］/［いいえ］を選択します。 

・はい：直ちにファイルは削除されます。 

・いいえ：何もしません。 

複数のファイルをチェックして、いずれかのファイルで［はい］を選択

すると、次のファイルのテストが続行されます。 

 

 

 

ɨɰ˝ʩʬ˳ʣɮɿʏʏϗ ɪʜɹȼʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɝ ɪʜɻɺ͗

ɬɽ͚ ɝ ɪʜᵊ ɝɓʛʏɪȽ ɨɰ˝ʩʬ˳ʀӼ ɪʜɤɹʣֹוɠɛἿʒ

ɨʏɪȽ 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -5  ファイル：ファイルの実行・送信・削除など 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 107 

■全てチェックをつける：全てのファイルを選択 

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［全てチェックをつける］ 

全てのチェックボックスがチェックされます。 

ÐÄ«®
 

 

 

■全てチェックをはずす：全てのファイルの選択をはずす 

 

［システムメニュー］→［3:ファイル］→［F1 メニュー］→［全てチェックをはずす］ 

全てのチェックボックスのチェックをはずします。 

ÐÄ«®
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3 -6  端末 ID：端末識別用 ID を設定 

─ɗΕ PET- 100- MΒ Ε ID ꞊κ ͯΦ͵Ɂ ͬΏΒ┐ Ε ꞊κ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［4:端末 ID］ 

端末固有の識別 ID 番号を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

入力可能な ID は 000～999 です。 
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3 -7  デバイス：ハードウェアの機能を設定 

ϷɚϚɚϰϠϔЊϱάϔɚΑΐΕ϶ɚϰόύψϮϷϊϠκ ͯΦ͵ɁϮϷϊϠϒϭϛБ ΖɀϮϷ

ϊϠΕ ͬΏΒ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］ 

設定するハードウェアデバイスを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定する項目を選択します。 

 

・バーコード：バーコードスキャナの設定（P.109） 

・キー：キー入力の設定（P.114） 

・Bluetooth：Bluetooth の登録設定（P.115） 

・画面：液晶画面の設定（P.121） 

・音/バイブ：音量・LED・バイブレータの設定（P.123） 

 

3 -7 -1  バーコード：バーコードスキャナの設定 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］ 

設定するバーコードスキャナの機能を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

 

・トリガモード 

・デコードレベル 

・スキャン角度 

・反転バーコード 
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■トリガモード 

ГɚϝϠϔЊϱΕ ₳κ ͯΦ͵Ɂ 

ͫΕ ΖɀϷɚϚɚϰΕ βΒɴϯБϓЉɚϰɵκ ͯΌ͜γψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΎΕΧ

►Ύ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［1:トリガモード］ 

トリガモードで設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

 

・読取りキー操作 

・パワーセーブ 

・レーザ照射時間 

 

●読取りキー操作 

βϔɚΕ ΏГɚϝΕ ϸϦɚКκ ͯΦ͵ɁϷɚϚɚϰΖГɚϝͤ ɨ ɩͭδΌ

͜γ Ύ γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［1:トリガモード］ 

→［1:読取りキー操作］ 

サブメニューから読取りキーの設定を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・ノーマル 

読取りキーを押すとレーザが照射されます。 

・ダブル 

読取りキーを押すとレーザが点滅します。もう一度押すとレーザが照

射されます。 

・リリース 

読取りキーを押すとレーザが点滅し、読取りキーを離すとレーザが照

射されます。 

・オート 

読取りキーの操作に関係なく自動的にレーザが照射されます。 
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●パワーセーブ 

β Ε κ ͠Φ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［1:トリガモード］ 

→［2:パワーセーブ］ 

サブメニューからパワーセーブの設定を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・フルセーブ 

バーコードを読取るとレーザを自動的に消し、さらにスキャナ部への

電源の供給も停止します。消費電力は小さくなりますが、次の読取ま

でに時間がかかります。 

・クイックセーブ 

バーコードを読取るとレーザを自動的に消しますがスキャナ部へは

電源供給は続けます。フルセーブに比べて消費電力は若干大きくなり

ますが、次の読取はスムーズにできます。 

・ノーセーブ 

パワーセーブモードを使用しません。 

 

●レーザ照射時間 

ΒГɚϝ▫κ ͵ΦΎΕ Ἒκ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［1:トリガモード］ 

→［3:レーザ照射時間］ 

 レーザ光を消すまでの時間を入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定可能な時間は 00～60 秒です。 

なお、00 秒に設定するとレーザは消えずに照射したままとなります。 
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■デコードレベル 

ϷɚϚɚϰΕ ᾤ ᵝκ ͯΦ͵Ɂ 

ϮϚɚϰГЀВκɴ∟ͯ͜ɵΒ ͵γΏɀАЀВκ∟ẨΒϨύϪϖͯΦ͵ɁͽΕ΄Ω Εᴻ͜А

ЀВΖ ΧΒͧͧΑβΦ͵ͤɀ▄ ͵γṁ Ζ ͧΑβΦ͵Ɂ 

ᵺ ɀϮϚɚϰГЀВκɴἍ͜ɵΒ ͵γΏɀ͚γ Εᴻ͜АЀВΪ γΰ͞ΒΑβΦ͵

ͤɀ▄ ͵γṁ Ϊ꜠ͧΑβΦ͵Ɂ 

ɴἍ͜ɵΒ ͵γ ꞋΖɀ ͺϨύϪϖϮωϟϪϯΕϨύϪϖάɀ₩ ϨύϪϖɀϮɚϦϨύϪϖ

ΕϤϼϯόύψ ΕϨύϪϖκ͵γΰ͞ΒͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［2:デコードレベル］ 

デコードレベルを設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

「厳しい」、「通常」、「緩い」から選択します。 

レベル値と読取りやすさの関係は次の通りです。 

読取レベルと誤読レベルは比例します。 

レベル値 読取（誤読）率 

厳しい 厳しい（誤読しにくい） 

通常 ↑↓ 

緩い 緩い（誤読しやすい） 

【F1】キーを押すと設定値に関するガイダンスが表示されます。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

レベルを「緩い」に設定しようとした場合、誤読に関する注意ガイダン

スが表示されます。 

［はい］または［いいえ］を選択します。 
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■スキャン角度 

ГɚϝΕ ắ κ ͯΦ͵Ɂῴ ͯ΄ϷɚϚɚϰκ Ψ Αΐɀ ắ κῇͧ͵γΏ Χ΄͜

ϷɚϚɚϰΒ κꞋηͻά͵ͧΑβΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［3:スキャン角度］ 

照射角度を選択します。 

 

・広い（デフォルト） 

レーザの照射角度が広くなります。 

・狭い 

レーザの照射角度が狭くなります。 

 

■反転バーコード 

Εר ͯ΄ϷɚϚɚϰΕ βΒἜͯΌ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［1:バーコード］→［4:反転バーコード］ 

反転バーコードの読取りを、禁止または許可を選択します。 

 

・禁止（デフォルト） 

通常の、バーが黒、スペースが白のバーコードを読取ります。 

・許可 

バーとスペースの白黒が逆転したバーコードを読取ります。 
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3 -7 -2  キー：キー入力の設定 

ᶃϔɚΕ ḞͯẆ ͣα Β‟ ͯ ͤ ͵γΦΎΕ ἚɨБϻɚϯẆ ἚɩΏɀᵘꜝ‟

ͯ ͤ ͵γΦΎΕ ἚɨБϻɚϯἚẴɩκ ͯΦ͵Ɂ 

ᶃɨɸpɹɀɸqɹɀɸtɹɀɸuɹɩϔɚκ Ḟͯ͵γΏɀḞͭδΌ͜γἚͽΕ ○ϔɚκ‟ ͯ ͵γ

ͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ɨ ɩБϻɚϯẆ Ἒκ 1 ɀБϻɚϯἚẴκ 500ІБ Β ͯ΄ Ꞌ 

 

 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［2:キー］ 

リピート開始時間とリピート間隔を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定可能な時間は 0100～1000 ミリ秒です。 

なお、0000 ミリ秒に設定すると繰返し入力は禁止されます。 
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3 -7 -3  Bluetooth ：Bluetooth の登録設定  

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］ 

設定対象を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・ローカルデバイス：本製品の設定 

・リモートデバイス：本製品と接続するデバイスの設定 

 

■ローカルデバイス 

ΕДɚϒВϮϷϊϠΒἜ͵γ κͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［1:ローカルデバイス］ 

① 設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

PET- 100

 

・デバイス名 

・セキュリティ 

・バージョン 

 

［BD アドレス］は固定のため、設定内容を変更できません。 

② 設定を保存します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

PET- 100
ϾΆɨʏɪɜ ?

ʀɕ ȻȻɕɕə

 

【F1】キーを押し、保存確認ダイアログで［はい］を選択します。 
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●デバイス名 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［1:ローカルデバイス］ 

→［1:デバイス名］ 

Bluetooth デバイスの名前を入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

PET- 100

 

デバイス名は最大 30 文字までの英数記号で、大文字/小文字が区別され

ます。 

 

●セキュリティ 

Ε ΒἜ͵γ κͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［1:ローカルデバイス］ 

→［3:セキュリティ］ 

① 認証の設定をします。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

チェックボックスをチェックすると、ローカルデバイスがリモートデバ

イスから接続要求を受けた場合に認証を行います。 

認証できたリモートデバイスだけが接続を許可されます。 
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② PIN コードを設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

PIN（Personal Identification Number）コードは認証の際に使用するパ

スワードです。 

大小英文字、数字、記号で最大 16 桁まで入力可能です。 

セキュリティ対策として、入力後の PIN コードは伏字(＊)に変換されて

表示されます。 

 

●バージョン 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［1:ローカルデバイス］ 

→［4:バージョン］ 

Bluetooth デバイスのファームウェアバージョンを確認します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

< ÈÜ®ºÜ¬Û >

hc l : 2 . 0

hr : 0x 0m5m

l mp : 2. 0

man : c s r

I s : 0x 0m5m

 

確認後、【C】キーを押すと＜プロパティ＞画面に戻ります。 

 

■リモートデバイス 

Ώ ͵γϮϷϊϠɨБЉɚϯϮϷϊϠɩΒἜ͵γ κͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［2:リモートデバイス］ 

設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・登録デバイス  

・デバイス検索 

・検索オプション 
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●登録デバイス 

ΕБЉɚϯϮϷϊϠ κ 7 ₳ΦΎ ΎͥΦ͵Ɂ͚αͣʹΩ ͯΌͩ͢Ηɀ Ε΄

ΚΒϮϷϊϠ κ ͵γ Ζ͚βΦͻλɁ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［2:リモートデバイス］ 

→［1:登録デバイス］ 

① 登録する項目番号を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

項目番号を選択し、デバイス情報を順次設定します。 

デバイス情報が登録済みの場合は項目番号の右側にデバイス名が表示

されます。未登録の場合は項目番号の右側に［（未登録）］と表示されま

す （ デ バ イ ス 名 が 1 文 字 以 上 で 、 か つ BD ア ド レ ス が

「00:00:00:00:00:00」以外の場合に登録済みとして認識されます）。 

項目番号の左側に が表示されているデバイスはデフォルトデバイス

です。システムメニューでは Bluetooth と接続する場合、デフォルトデ

バイスに接続します。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F1】キーを押すとサブメニューが表示されます。 

必要に応じて次の設定をします。 

・デフォルトに設定 

選択中の登録デバイスをデフォルトデバイスに設定します。 

・登録抹消 

登録したデバイス情報を消去します。 

 

② 設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・デバイス名 

・BD アドレス 

・セキュリティ 

 

デバイス名、セキュリティの操作手順はローカルデバイスと同じです

（P.116 参照）。 

【F2】キーを押すと周辺のリモートデバイスを検索します。検出したリ

モートデバイスを登録デバイスに設定することも可能です。 
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●BD アドレス 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［2:リモートデバイス］ 

→［1:登録デバイス］→［2:BD アドレス］ 

BD アドレスを入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

BD アドレスはデバイス固有のハードウェアアドレスです。 

16 進文字（0～9、A～F）で 12 桁の固定長です。 

 

●デバイス検索 

ΕБЉɚϯϮϷϊϠκ⅛ ͯΦ͵Ɂ⅛ ͯ΄БЉɚϯϮϷϊϠκ ϮϷϊϠΏͯΌ ͵γͫ

ΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

デバイス検索の対象に他の端末を含めたい場合は、対象となる端末を「ローカルデバイ

スの設定中」にしておく必要があります。 

「ローカルデバイスの設定中」とは、ローカルデバイス設定の＜プロパティ＞画面の状

態を指します。 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［2:リモートデバイス］ 

→［2:デバイス検索］ 

① 検索が開始されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【C】キーを押すと検索を中止します。 
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② 検索結果の一覧が表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

検出したリモートデバイスのデバイス名の一覧が表示されます。 

 

ᴮ
 

検出できるデバイス名は英数記号です。パソコンのデバイス名にかな漢字を使用しない

でください。 

 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F1】キーを押すと選択中のリモートデバイスのデバイス名、BD アド

レスが表示されます。 

【C】キーを押すと＜検索結果一覧＞画面に戻ります。 

③ 検出したリモートデバイスを登録します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

登録するリモートデバイスを選択して【ENT】キーを押すと、サブメニ

ューが表示されます。 

リモートデバイスを登録するリモート番号を選択すると登録されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

既に登録済みのリモート番号を選択した場合は、上書き確認ダイアログ

が表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

 



第 3 章 システムメニュー 3 -7  デバイス：ハードウェアの機能を設定 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 121 

●検索オプション 

ϮϷϊϠ⅛ Ύ⅛ ͵γБЉɚϯϮϷϊϠΕ Ε ⌠κ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［3:Bluetooth ］→［2:リモートデバイス］ 

→［3:検索オプション］ 

検索台数を入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定可能な台数は 1～9 台です。 

検索台数が多いほど、検索時間は長くなります。 

 

3 -7 -4  画面：液晶画面の設定  

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［4:画面］ 

設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

・コントラスト 

・バックライト輝度 
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■コントラスト 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［4:画面］→［1:コントラスト］ 

画面のコントラストを調節します。 

 

1～8 の 8 段階に調節できます。 

【p】キーで上に、【q】キーで下にスライダーが移動します。 

スライダーの上下に合わせてコントラストがリアルタイムで変化する

ので、レベル値の状態を確認できます。 

レベル値とコントラストの関係は次の通りです。 

レベル値 コントラスト 

8 高（濃）い 

 
 

1 低（薄）い 
 

 

■バックライト輝度 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［4:画面］→［2:バックライト輝度］ 

バックライトの輝度を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

［高輝度にする］をチェックすると、バックライト点灯時の輝度が高く

なります。 

ただし、その場合チェックをはずしている状態（標準輝度）と比べて消

費する電力は大きくなります。 

設定を開始すると自動的にバックライトが点灯し、選択した状態に合わ

せて輝度がリアルタイムで変化します。 

 

ᴮ
 

電池残量が規定値以下の場合は、バックライトは点灯しません。 
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3 -7 -5  音/ バイブ：音量・LED ・バイブレータの設定  

ḸɀLEDɀϷϊϽГɚϦΕ κͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［5:音/ バイブ］ 

設定するデバイスを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

次の項目から選択します。 

・ボリューム 

・インジケータ 

・キークリック音 

 

■ボリューム 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［5:音/ バイブ］→［1:ボリューム］ 

ブザーの音量を調節します。 

 

1～8 の 8 段階に調節できます。 

【p】キーで上に、【q】キーで下にスライダーが移動します。 

スライダーの上下に合わせて音量がリアルタイムで変化するので、レベ

ル値の状態をその場で確認できます。 

レベル値と音量の関係は次の通りです。 

レベル値 音量 

8 大きい 

 
 

1 小さい 

1 に設定すると、消音になります。 
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■インジケータ 

ϊКϟϘɚϦΏΖɀ Ῐ Ε ᵣκứὗ͵γ 3ΉΕϮϷϊϠɨϽϝɚ/ϷϊϽГɚϦ/LEDɩκ Ꞌͻ΄

Ύ͵Ɂ 

ϊКϟϘɚϦκ ͵δΗɀ Ῐ Β ͯΌ≢ Ε ῄκΰβỲẮ Β αͻγͫΏͤΎͥΦ͵Ɂΐ

ΕϊКϟϘɚϦͤΐΕΰ͞Α Ύ ͭδγͣΖɀψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͬΏΒ ͯΦ͵ɁΑ

͢ɀϞϠϭЇЈϲЌɚΖẤϞɚКΕϸϦɚК 3ΕϊКϟϘɚϦͤ ͭδΦ͵Ɂ 

͠Ηɀ 

 

¶ Ậ Ζ꜠Ḹκ ΩΒ 1Ṱ αͯɀ Ε LEDκ ͭͻγ 

¶ ώАɚ ΖϷϊϽГɚϦκ ͭͻΑͤα Ḹκ 3Ṱ αͯɀ Ε LEDκ ͭͻγ 

 

Αΐɀ͢ᾀ Ε ἆᾺΒꞋηͻ΄ ɗΑ ͤṁ Ύ͵Ɂ 

ϔɚκḞ͵ɨϖБϪϖɩɀẬ ͵γΏ͜Έ΄ Ῐ Ε ΑϞɚК 5 Ώɀ͢ᾀ Ε ᵣΕϞɚК

ɨЍɚϝɩκ 1ΉṀ͠΄Ꞌₐ 6ϞɚКͤɀͽδ;δ 3ϸϦɚКͺΉ ᵣͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［5:音/ バイブ］→［2:インジケータ］ 

① 設定するインジケータを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

画面下部右下にインジケータの設定状況を示すアイコンが表示されま

す。 

 

：ブザーが設定されています。 

：バイブレータが設定されています。 

：LED が設定されています。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F1】キーを押すとサブメニューを表示します。 

・プレビュー 

現在のインジケータを実際に体感できます 

・初期値 

選択されているパターンの設定内容を破棄し、初期値にします 

・全て初期値 

全シーンの全パターンの設定内容を破棄し、初期値にします。 
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② 設定するデバイスを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

2: ÈÜ°ÊÜ

3: LED

 

手順①の画面で、設定する項目を選択した後、【ENT】キーを押すとデ

バイス名が表示されます。 

設定するデバイスを選択して【ENT】キーを押します。 

 

●デバイスの動作条件 

₳ΒΖ ϮϷϊϠΎᾲ ΑΪΕΏɀϮϷϊϠ ΕΪΕ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［5:音/ バイブ］→［2:インジケータ］ 

→デバイスを選択 

① 有効にするチェックボックスを操作します（全デバイス共通）。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

0587[ ]

 

チェックボックスでデバイスの動作を ON/OFF します。 

チェックをするとデバイスが動作し、はずすと他の設定に関わらずデバ

イスは動作しません。 

本設定内容がアイコンとして表示されます。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F1】キーを押すとサブメニューが表示されます。 

必要に応じて設定します。 

・プレビュー 

現在のインジケータを実際に体感できます。 

・初期値 

設定中のパターンの設定内容を破棄し、初期値にします。 

なお、画面下部左下に【F1】メニューが表示されている場合、デバイス

の動作条件全体を通じ操作手順は同じです。 
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② ブザーの周波数を入力します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

0587][

 

カーソルを移動して周波数を選択し、【ENT】キーを押します。 

周波数の値にカーソルが移動します。 

【p】キーで高い周波数に、【q】キーで低い周波数に設定できます。 

設定範囲は、130～4186Hz です。この周波数範囲内で、あらかじめ決

められた 60 種類の周波数に設定されます。数値で入力した場合は、入

力した値に近い周波数に自動的に設定されます。 

 

周波数の値に関しては「4-4 ブザー周波数」（P.161）を参照してくだ

さい。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

周波数入力中は画面下部左側のファンクションキーガイダンスの内容

が変わります。 

【F1】キーを押すと、周波数サンプルのサブメニューが表示されます。 

サンプルを基準に数値の微調整を行うと、スムーズに設定できます。 

 

③ LED の色を設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

サブメニューから項目を選択します。 

 

④ ブザー、バイブレータ、LED のオン時間を入力します（全デバイス共通）。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

デバイスの 1 回あたりの動作時間を入力します。 

設定範囲は 00000～99999 ミリ秒です。 

数字キーで数値を入力します。 

00000 ミリ秒を設定するとデバイスは動作し続けます。 
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⑤ ブザー、バイブレータ、LED のオフ時間を入力します（全デバイス共通）。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

デバイスの 1 回あたりの停止時間を入力します。 

設定範囲は 00000～99999 ミリ秒です。 

数字キーで数値を入力します。 

00000 ミリ秒を設定するとオン時間（ミリ秒）後に停止します。 

⑥ ブザー、バイブレータ、LED の繰返し回数を入力します（全デバイス共通）。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

デバイスが動作と停止を繰返す回数を入力します。 

設定範囲は 00～99 回です。 

数字キーで数値を入力します。 

00 を設定すると、再度そのデバイスが動作されるまで繰返し続けます。 

 

■キークリック音 

ϔɚκḞͯ΄ ΒϖБϪϖḸκ α͵ͣΐͣ͞κ ͯΦ͵Ɂ 

ϖБϪϖḸΖϔɚκḞ͵Ώɀ͵ͨΒ ͭδΦ͵ɁψϾБϘɚϞЎКϤϼϯάϊКϟϘɚϦΎ αͯ

Ό͜γḸ͚ͤγ Ꞌɀ╦ͣα Έ΄ḸΎ ΕḸͤ ͭδΦ͵ɁϦϊІКϗΒΰΈΌΖɀͽΕ Β

ΰΈΌḸͤ ΈΌ ͫ͠γͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［5:デバイス］→［5:音/ バイブ］→［3:キークリック音］ 

キーを押した時に再生される音のパターンを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

・なし（デフォルト） 

キークリック音は鳴りません。 

・クリック音 

【PW】キーを除く全てのキーに対して、押した時に「ピッ」という

ビープ音を鳴らします。 
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3 -8  メンテナンス：基本情報とメンテナンスの設定 

Εἶ Α ΕẬ ɀϸϼϐɚЅКϠΕṻ ά ΑΐͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］ 

メンテナンスする項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

設定する項目を選択します。 

・電池残量：バッテリーパック/乾電池残量の確認（P.128） 

・システムバージョン：OS バージョンの確認（P.129） 

・初期化：レジストリ/ドライブの初期化（P.129） 

・クローン：複製の作成（P.131） 

・ドライブ：ドライブ情報の表示（P.136） 

・長期保管：長期間使用しない時の設定（P.137） 

・ウィザード：簡単に通信設定ができる画面の起動（P.138） 

・BHCP：システム設定、ファイルの起動時自動ダウンロード（P.138） 

 

3 -8 -1  電池残量：乾電池/ バッテリーパック残量の確認 

ỡ Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖΕ κẬ ͯΦ͵Ɂ Ζ͚ͧΦΎ ᵐΏͯΌͬ ͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［1:電池残量］ 

電池残量を確認します。 

ȻȻȻȻȻ

×̄́ Ö͒

  

ȻȻȻȻȻ

Ö¿±Ï°³ÛÈÜ­ÁÖ®

 

ʁỡ Ε Ꞌʂ  ʁϷϪϭБɚϸϪϖΕ Ꞌʂ 

残量は 6 段階で表示されます。 
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3 -8 -2  システムバージョン：OS バージョンの確認 

ϊКϠϯɚВͭδΌ͜γOSΕϷɚϟЎК κ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［2:システムバージョン］ 

OS のバージョンを確認します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

 

 

3 -8 -3  初期化：レジストリ/ ドライブの初期化  

ГϟϠϯБάϰАϊϽκ ὂḺͯΦ͵Ɂ 

 

 

Ӫ ʣΰח ɪʜɹ ῟ɨɰҝῲɝӚ ɿ ɼ ɴɰʛȼ̋ ʩʬ˳ɝҎɷ ᴭɦʝ

ɰʛɨʏɪȽӪ ʣΰח ɪʜ ʀɤɿ ʣѼӠɼɥ ɿ̦ȼ ɿ ʣ ɴɷɠ

ɱɦɕȽ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［3:初期化］ 

① 初期化する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

初期化する項目にチェックをつけます。 

1 つもチェックされていない場合は実行できません。 
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② 初期化を開始します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F2】キーを押すとサブメニューが表示されます。 

・全てチェックをつける 

チェックボックスを全てチェックします。 

・全てチェックをはずす 

チェックボックスから全てチェックをはずします。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F1】キーを押すと実行確認ダイアログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

チェックされた項目を順番に初期化します。 

③ 初期化を完了します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【ENT】キーを押して初期化を完了します。 

レジストリを初期化した場合は電源が OFF になります。 

 

 

˴ˀˁː˲ʣӪ ɪʜח ɼ Fˑ˱ʬ˞ɼ˝ʩʬ˳ɝΆṶɨɻɕếᵖȼˉʯˋʷɿ

ʣ᷅ʠɫ ֮ ɼ Fˑ˱ʬ˞ʓӪ  ɨʏɪȽח
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3 -8 -4  クローン：複製の作成  

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎ ͭδ΄ϸАЈɚϦάɀF ϰАϊϽΒ ͭδ΄ϼχϊВκɀ Ε PET- 100- M

ΒϚϻɚͯɀ ʹ ΏϼχϊВκ Έ΄ κ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

S ˑ˱ʬ˞ɼϾΆɦʝɰ˝ʩʬ˳ʀʻ˜̀ɦʝʏɬʤȽ 

 

■クローン実行の手順 

ϖДɚКΖɀBluetooth ͢ΰΚ ẋ ɨIrDAɩ ΐΆαΎΪ ⱴΎͥΦ͵Ɂ 

ֹ  

ʁBluetooth Ε Ꞌʂ 

ЅϠϦɚ ΏΑγὅἵΕБЉɚϯϮϷϊϠΏͯΌϚϻɚ κ ͯΦ͵Ɂ 

ɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

ʁ ẋ ɨIrDAɩΕ Ꞌʂ 

Ζ ͚βΦͻλɁ 

ֺЅϠϦɚ ΎϖДɚКɨϚϻɚɩ͵γꜞ κ ͯΦ͵Ɂ 

ֻϚϻɚ κ ὂḺͯΦ͵Ɂ 

ּϚϻɚ Ε ͤỬ ͯΌ͜γͫΏκẬ ͯ΄╦ɀЅϠϦɚ ΎϖДɚК ⱴκⱴ͜Φ͵Ɂ 

ֽЅϠϦɚ ΎϖДɚКỬ ͤ ͭδ΄ͫΏκẬ ͯΦ͵Ɂ 

Ϛϻɚ־ ΕẬ ϧϊψДϗκ ͯɀ ≠κOFFͯ ΌỬ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

Bluetooth 通信および赤外通信（IrDA)については、「2-3 通信の方法」（P.59）を参照

してください。 
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ʷ˵̀˻ʣΰ ɪʜ ʀ ɿɤɹʣѼӠɼɥ ɿ̦ȼ ɿ ʣ ɴɷΰ ɨɷɠ

ɱɦɕȽ 

 

˿Bluetooth Ѐɸ ɝ ɕếᵖʕȼ ἒ Ѐ IrDA ɸἒ͐ҀɻɺɿᵺṠ

ỗɝ ɕếᵖȼʻ˜̀ɝ ◑ɼ ʠʝɻɕếᵖɸʓȼ˦ˁˇ̀кɸɆῗ͖ɨʏɨɰɇ

ɝӚʜếᵖɝɓʛʏɪȽ 

˿ʻ˜̀ ʀȼ˦ˁˇ̀ ɜʚᴹЀɪʜӿɼ ҝɝӪ ɦʝʏɪȽɮɿɰʒʷח

˵̀˻ɼἥ ɨɰếᵖȼ ῟ОɝӚ ɿ ɼ ɴɰʛȼ̋ ʩʬ˳ɝҎɷ ᴭɦʝ

ɰʛɨʏɪȽ 

˿ʻ˜̀ ʀ ӪɼӪ ʣΰח ɪʜɰʒȼ̫ ˵̀˻ᵊ ɻ ɼɻʜʏɸɼɨʁʚ

ɠ ɝɜɜʜếᵖɝɓʛʏɪȽ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［4:クローン］ 

① 通信手段を選択します。 

1: Bl uet oot h

2: I r DA

< ÁÜÈÜ°»ɿ >

 

Bluetooth または IrDA（赤外線）から選択します。 

 

・Bluetooth 

・IrDA（赤外線） 

② 本製品がマスター端末かコピー端末かを設定します。 

1: Í»¾®

2: Ȩ́Ý®

 

・マスター：複製元の PET-100-M の場合 

・コピー：複製先の PET-100-M の場合 
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■マスター：本製品が複製元 

͵γ ΏϼχϊВκ ͯɀϖДɚКκ ⱴͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［4:クローン］→［1:Bluetooth/2:IrDA ］ 

→［1:マスター］ 

① クローンする項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

コピーする項目を選択します。 

コピー端末が初期化を終了して接続待ち状態になっていることを確認

したら、【F1】キーを押してクローンを開始します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【F2】キーを押すとサブメニューが表示されます。 

必要に応じて設定します。 

 

・全てチェックをつける 

チェックボックスを全てチェックします。 

・全てチェックをはずす 

チェックボックスから全てチェックをはずします。 

② クローン操作を完了します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【ENT】キーを押してクローン操作を完了します。 
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●コピーする項目の説明 

ɄϞϠϭЇ 

PET- 100- MΕϞϠϭЇϤϼϯόύψɨOSɩͤ ΒἋ ͯΌ͜γϸАЈɚϦΎ͵Ɂ 

͢ᾀ ΕψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΎ ηδγͫΏΖ͚βΦͻλΕΎɀͫΕꜞ Ζ ͯΑͧΌΪ♦

͜ΦͻλɁ 

ɄϢϔЌБϭω 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΕὗ ϸϠЖɚϰΏ Bluetooth ΕϢϔЌБϭω Ύ͵Ɂ 

Ϛϻɚ ΎΪ ʹϢϔЌБϭω κ ͯ΄͜ ꞋΖ ͯΦ͵Ɂ 

ɄЍɚϝ 

ϢϔЌБϭωɀЍϲɚϖᵘẋΕ ΌΕϞϠϭЇЈϲЌɚΎ ͯ΄ϸАЈɚϦΎ͵Ɂ 

ͫΕꜞ κ ͵γΏɀϞϠϭЇЈϲЌɚΎ ͯ΄ϸАЈɚϦΕ ͤ ͭδΦ͵Ɂ 

ɄЍϲɚϖ 

ID ͢ΰΚ Bluetooth ΕДɚϒВϮϷϊϠ Ώ ῙΕϢϔЌБϭω Ύ͵Ɂ 

ἶ ΒΖẤ Β┐ ΕϸАЈɚϦΎ͵ͤɀͽδΪἤΩΌ ͯ΄͜ ΒΖ ͯΦ͵Ɂ 

ɄFϰАϊϽ 

FϰАϊϽΒẨ ͭδ΄ϼχϊВκϚϻɚͯΦ͵Ɂ 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯάЅϠϦɚϼχϊВΑΐκ ͯ΄͜ Β ͯΦ͵Ɂ 
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■コピー：本製品が複製先 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［4:クローン］→［1:Bluetooth/2:IrDA ］ 

→［2:コピー］ 

① 本製品を初期化します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

Ȼ
 

マスター端末でクローンを実行（【F1】キー押下）する前に実行してく

ださい。 

実行確認ダイアログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択してください。 

 

② クローン可能な状態になったことが通知されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

Ȼ
 

【ENT】キーを押して接続待ち状態にします。 

この時点で、マスター端末のクローン実行（【F1】キー押下）を行って

ください。 

③ マスター端末の画面を確認してください。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

Ȼ
 

コピー端末側ではクローンが完了したことを確認できませんので、必ず

マスター端末側の画面で転送が完了していることを確認してください。

もしマスター端末側の転送が完了していない場合は、再度クローンを実

行してください。 

【ENT】キーを押します。 

④ クローンを完了します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

Ȼ
 

【ENT】キーを押します。 

電源が OFF になります。 
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3 -8 -5  ドライブ：ドライブ情報の表示  

ϰАϊϽΒἜ͵γẤ ΕẬ ͢ΰΚ κ ͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［5:ドライブ］ 

① ドライブを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

ドライブを選択して【ENT】キーを押します。 

② ドライブの情報が表示されます。 

 

次の情報が表示されます。 

・全容量 

・使用領域 

・空き領域 

・ファイル数（使用数/最大数） 

 

F ドライブでは、【F1】キーを押すとデフラグして最適化することがで

きます。 

【ENT】キーを押すとダイアログが表示されます。 

 

・ノーマル 

ファイルの書込みや削除の過程で発生した不要な領域を物理的に削

除します。 

・ディープ 

ノーマルの実行に加え、確保した空き領域を連続した領域になるよう

再配置します。 

ディープはドライブの状態により完了まで数秒～数分かかる場合が

あります。通常はノーマルでの実行をお奨めします。 
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ˏ˝˱ʸɿ ̷ɸʀ ‚ɼ ʏɰʀ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʣʀɫɦɻɕɸɠɱɦɕȽˏ ˝

˱ʸɿ ̷ɸ ʏɰʀ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʣʀɫɪɹȼ̋ ʩʬ˳ʕʿˁˎ˨˟˵ʸ˱˨

ɝ ừɦʝʜ ʝɝɓʛʏɪȽ 

 

ᴮ
 

F ドライブでファイルの書込みや削除を繰返すと、次第に空き領域が断片化され、サイ

ズの大きいプログラムファイルが格納できなくなります。デフラグはドライブの空き領

域を連続した領域になるよう再配置し、断片化を解消します。 

なお、システムプログラムは自動でデフラグを実行し、F ドライブの状態を適正に保つ

ため、通常はデフラグの必要はありません。 

 

3 -8 -6  長期保管：長期間使用しない時の設定 

κ ὂἚ ͯΑ͜ ꞋΒΖɀ Ε κ ͠γ ΒͯΦ͵Ɂ 

ГϟЌɚЇΏ SϰАϊϽΕ ᾜκ ⱴͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［6:長期保管］ 

① レジュームと S ドライブが消去されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

実行確認ダイアログが表示されます。 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

 

② 長期保管の準備を完了します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

【ENT】キーを押します。 

 

電源が OFF になります。 

 

ᴮ
 

長期保管の後に電源を ON した場合、「S ドライブを初期化しました」のメッセージが

表示されますが、故障ではありません（「1-2-7 長期保管する場合」（P.44）参照）。 
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3 -8 -7  ウィザード：簡単に通信設定ができる画面の起動 

κ Βὗ ͯ΄ Β ⱴͭδγ όωϝɚϰκ ὗ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ Ώϸ

ϤϚКΏΕἚΎ ͵γ΄ΩΒ ⌠ Α ͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［7:ウィザード］ 

ウィザードによる設定を実行します。 

 

［はい］/［いいえ］を選択します。 

［はい］を選択すると、リモート Bluetooth デバイスと端末 ID を設定

するウィザードが実行されます。［いいえ］を選択すると元の画面に戻

ります。 

 

詳細は、「3-1-3 初めてシステムメニューを起動する時」（P.79）をご

覧ください。 

 

3 -8 -8  BHCP ：システム設定とファイルの起動時自動ダウンロード 

ΕϾДϯϚВ BHCPɨBasic Handy Configuration Protocol ɩΒΌɀ ΕϞϠϭЇ άϼ

χϊВϧόКДɚϰκ Ύⱴͫ͞ΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ɴʟϠϦɚϯψϪϾΕ ɵɨP.140ɩͤɬψϾБϘɚϞЎКὗ ɭɀɬϞϠϭЇЈϲЌɚὗ ɭΒ

ͭδΌ͜γ ꞋΖɀ ὗ Β BHCPБϖώϠϯͤ ⱴͭδΦ͵Ɂ 

ɬψϾБϘɚϞЎКὗ ɭͤ ͭδɀͣΉ ⱴϾДϗАЇΒψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤ

ͭδΌ͜γ ꞋΖɀBHCPБϖώϠϯͤ ⱴͭδ΄╦ΒψϾБϘɚϞЎКϤϼϯͤὗ ͯΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

BHCP 機能を使用するには、LAN 通信/充電ユニット（IU-004CL）と LAN 対応転送ユ

ーティリティ「BluePorter-L」（WLF-004：別売）が別途必要です。 

 

 

BHCP に関しては、LAN 対応転送ユーティリティ「BluePorter-L」のオンラインマニ

ュアルをご覧ください。 
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［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［8:BHCP ］ 

設定する項目を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

09ÁÜÈÜ°»ɿ

19»¾®Â¯­ÊÝɿ

29

 

次の項目から選択します。 

 

・デバイスの種類 

・スタートアップの種類 

・更新禁止項目 

 

【F1】キーを押すと、「スタートアップの種類」に関わらず、即座に BHCP

が実行されます。 

 

■デバイスの種類 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［8:BHCP ］→［1:デバイスの種類］ 

BHCP を実行する際の通信手段を選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

; ÁÜÈÜ°»ɿ =

1 : B l u e t o o t h

2 : I r D A

 

・Bluetooth（出荷時設定） 

・IrDA 
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■スタートアップの種類 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［8:BHCP ］→［2:スタートアップの種類］ 

BHCP 実行のタイミングを設定します。 

 

設定する項目を選択します。 

・無効にする（出荷時設定） 

端末起動時に BHCP が実行されません。 

・アプリケーション起動時 

アプリケーションソフトが実行される前に BHCP が実行されます。 

［システムメニュー］→［1:システム］→［1:自動実行］にてアプリ

ケーションソフトが選択されている場合、端末起動後アプリケーショ

ンソフトが実行される前に BHCP 機能が実行されます。 

なお、ファイルカテゴリからアプリケーションソフトを起動した場

合、BHCP は実行されません。 

・システムメニュー起動時 

システムメニューを起動する前に BHCP が実行されます。 

［システムメニュー］→［1:システム］→［1:自動実行］にてシステ

ムメニューが選択されている場合、端末起動後システムメニューが起

動される前に BHCP 機能が実行されます。 
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■更新禁止項目 

 

［システムメニュー］→［6:メンテナンス］→［8:BHCP ］→［3:更新禁止項目］ 

BHCP 機能を実行する前に、次の端末固有の情報を変更しないように設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

ȩ HC

; =

 

更新を禁止する項目をチェックします。 

 

・端末 ID 

 

ᴮ
 

BHCP により設定可能な項目は以下の通りです。 

Ιシステムカテゴリ 

 ・自動実行（P.87） 

 ・時計（P.88） 

 ・レジューム（P.90） 

 ・オートウェイクアップ（P.92） 

 ・オートパワーオフ（P.93） 

Ι端末 ID カテゴリ 

 ・端末 ID（P.108） 

Ιメンテナンスカテゴリ 

 ・デバイスの種類（P.139） 

 ・スタートアップの種類（P.140） 

 ・更新禁止項目（P.141） 
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3 -9  テスト：ハードウェアデバイスのテスト  

϶ɚϰόύψϮϷϊϠκ ͭͻɀ κϭϠϯͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］ 

テストするデバイスを選択します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

2: I r DA

3: ÈÜ®̧ ®ÂÜ

4:

5: µ®

 

次の項目から選択します。 

 

・Bluetooth：Bluetooth 通信のテスト（P.142） 

・IrDA：赤外線通信のテスト（P.143） 

・バーコード：バーコードの読取りテスト（P.144） 

・画面：液晶画面の表示テスト（P.146） 

・キー：キー動作とインジケータのテスト（P.147） 

 

3 -9 -1  Bluetooth ：Bluetooth 通信のテスト 

Ε Ώ Bluetooth κ ΈΌ 1 1Ε κͯΦ͵Ɂ 

Bluetooth ⱴ Βɀ ῙΒΑγὅἵΎΖ ῙΒΑγὅἵɨΦ΄Ζ ɩκɀ ῙΒΑγὅἵΎΖ

ῙΒΑγὅἵκϮϼϐВϯϮϷϊϠΏͯΌ ͯΌͧ͢ ͚ͤβΦ͵Ɂ 

ɴ3- 7- 3 BluetoothɅBluetooth Ε ɵɻɴʟБЉɚϯϮϷϊϠɵɨP.117ɩκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］→［1:Bluetooth ］ 

① 本製品が主局か従局かを設定します。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

通信する Bluetooth 機器との接続方法を選択します。 

主局は接続における主導権を持ち、従局は主局の指示に従います。主局

と従局間でのみ接続できます。 

自分が主局であれば他の端末は従局で、自分が従局であれば他の端末は

主局でテストを開始します。 

なお、主局、従局はあくまでも接続段階における一時的な関係です。 

接続後は主局、従局の関係は解消されます。 
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② 通信テストが開始されます。 

 

キーを押すと該当するキーデータを送信すると同時に、画面にも表示

（ローカルエコー）されます。 

データを受信すると、反転表示で画面に表示されます。 

 

3 -9 -2  IrDA ：赤外線通信のテスト 

Ε Ώ ẋ κ ΈΌ 1 1Ε κͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］→［2:IrDA ］ 

赤外線通信テストが開始されます。 

< I r DAÁ»Â >

52

 

キーを押すと該当するキーデータを送信すると同時に、画面にも表示

（ローカルエコー）されます。 

データを受信すると、反転表示で画面に表示されます。 

他の端末と赤外線通信ポート同士を向かいあわせに配置し、他の端末も

同様に赤外線通信テストを開始します。 
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3 -9 -3  バーコード 

ϷɚϚɚϰΕ βϭϠϯκͯΦ͵Ɂ 

Α͢ɀͫͫΎΕϷɚϚɚϰ ΖϯБϓЉɚϰΕᶲ῏κ ͩΦͻλɁ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］→［3:バーコード］ 

読取りモードになるので、読取りキーを押してバーコードを読取ります。 

 

●通常モードでの読取り 

 

通常読取りモードでバーコードを読取ります。 

読取ったバーコード、バーコードの種類、桁数が表示されます。 

●連続読取りモードでの読取り 

 

読取りキーを 1 秒間長押しすると、連続読取りモードになります。 

読取りキーが押されている間レーザが照射され、バーコードを読取り続

けます。読取りキーを放すと、通常読取りモードに戻ります。 

読取ったバーコード、バーコードの種類、桁数に加え、読取成功率も表

示されます。 

●文字コード変換表示 

 

【F1】キーを押すと、文字コードを変換して表示します。 

・ASCII（デフォルト） 

ASCII 文字コードで表示されます。 

・HEX 

16 進正数に変換して表示します。16 進変換すると「5」が「35」に、

「m」が「6D」のように、1 文字を 16 進正数 2 文字で表示されます。 

【F1】キーを押すたびに表示が切替わります。 
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■バーコードオプション 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

3: GS1 Dat aBar ( RSS)

 

【F2】キーを押すと各種バーコードオプションを設定できます。 

なお、この設定はバーコードテストの間のみ有効になります。 

●チェックディジット 

ϨύϪϖϮωϟϪϯκϨύϪϖ͵γͣΐͣ͞κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ ɬϨύϪϖκͯΦ͵ɭκOFFΒ͵γɨϮϼϐВϯɩ 

ϨύϪϖϮωϟϪϯκϨύϪϖͯΦͻλɁ 

¶ ɬϨύϪϖκͯΦ͵ɭκONΒ͵γ 

ϨύϪϖϮωϟϪϯκϨύϪϖͯΦ͵Ɂ 

●JAN/EAN/UPC  

JAN/EAN/UPCΕψϰϑКϚɚϰΕ β ₳κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ Ῡ ɨϮϼϐВϯɩ 

ψϰϑКϚɚϰκ βΦͻλɁ 

¶ ᾤṁ 

ψϰϑКϚɚϰΕ κ ηͺɀΐΆαΪ βṁ Ύ͵Ɂ 

¶ ψϰϑКϚɚϰΕΧᾤṁ 

ψϰϑКϚɚϰΕ͚γ JAN/EAN/UPCΕΧ βṁ Ύ͵Ɂ 

●GS1 DataBar （RSS ） 

DataBar StackedΕ β ₳κ ͯΦ͵Ɂ 

¶ Ῡ ɨϮϼϐВϯɩ 

GS1 DataBar(RSS) Stackedκ βΦͻλɁ 

¶ ᾤṁ 

GS1 DataBar(RSS) StackedΕ βͤṁ Ύ͵Ɂ 
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3 -9 -4  画面：液晶画面のテスト 

ṥ ΒἜ͵γϭϠϯκͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］→［4:画面］ 

テストパターンが表示されます。 

 

液晶の表示状態をテストします。 

テストを開始すると自動的にバックライトが点灯します。なお、電池残

量が少ない場合は点灯しません。 

【PW】キー以外のキーを押すたびに、4 種類の表示内容がスライドの

ように切替わります。 

①12 ドットフォントの各種倍角文字 

  ↓ 

②16 ドットフォントの各種倍角文字 

  ↓ 

③画面 4 隅から中心への反転表示（画面全体が反転表示になるまでキー

は効きません） 

  ↓ 

④ウェルキャットロゴ 

全ての表示を終えると、バックライトを消灯し、1 つ前の操作に戻りま

す。 
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3 -9 -5  キー：キー動作とインジケータのテスト 

ϔɚ Ώ ΒɀϊКϟϘɚϦɨϽϝɚ/ϷϊϽГɚϦ/LEDɩΪϭϠϯͯΦ͵Ɂ 

 

 

［システムメニュー］→［7:テスト］→［5:キー］ 

テストする全てのキーが表示されます。 

ȻȻȻȻȻȻȻȻȻȻ

 

キーを押すと、画面中央の区切り線の上に表示されているアイコンが反

転表示（【ENT】キーのみ逆）するほか、区切り線の下にはキーに対応

したアイコンが表示（ローカルエコー）されます。 

また、各キーに連動して、それぞれのキーに対応したインジケータが作

動します。 

各キーに割当てられているインジケータは次の通りです。 

 

キー ブザー バイブレータ LED  

【0】～【9】、  ○ × 緑 

【ENT】、【C】、【BS】、【SF】、【PW】 ○ × 橙 

読取りキー（ ） × ○ 橙 

【F1】 ○ × 赤 

【F2】 ○ × 赤 

【F3】 ○ × 赤 

【F4】 ○ × 赤 

【t】（【F5】） ○ × 赤 

【p】（【F6】） ○ × 赤 

【q】（【F7】） ○ × 赤 

【u】（【F8】） ○ × 赤 

 

ɸCɹϔɚͤ 2ṰḞͭδγͣɀ ΌΕϔɚͤḞͭδγΏϭϠϯκ ͯΦ͵Ɂ 

 

ᴮ
 

全てのキーテストが終了するまでは、【PW】キーによる電源オフや、【F4】キーによる

バックライトの操作はできません。 
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4 -1  製品の仕様 

4 -1 -1  PET -100 -M  

CPU ARM 系 32bit 

OS μITRON 

メモリ ROM 16MB（ユーザ領域 12MB） 

ダウンロードファイルは 6MB が上限。また拡張子が OUT のダ

ウンロードファイルは 5MB が上限。 

RAM 16MB（ユーザ領域 6MB） 

スキャナ部 読取コード NW-7, Code39, JAN-13/8(アドオン可), UPC-A/E, インダスト

リアル 2of5, ITF, Code93, Code128, EAN128, GS1 DataBar

（RSS) 

読取桁数 最大 74 桁（データ桁） 

読取幅 最大 360mm 

光源 赤色半導体レーザ 

レーザクラス クラス２（JIS C 6802) 

最大出力 1mW 

波長 650±10nm 

スキャン速度 100 スキャン/秒 

読取幅 最大 360mm 

PCS 0.45 以上（スペースおよびマージンの反射率 70％以上） 

分解能 0.127mm 

表示 LED 緑/赤/橙 

液晶表示部 表示素子 FSTN ドットマトリクス モノクロ液晶 

表示ドット数 132（W）×128（H）ドット 

表示文字数（漢字） 10 桁×10 行(12 ドットフォント) 

8 桁×8 行(16 ドットフォント) 

表示文字数（半角文字） 20 桁×10 行(12 ドットフォント) 

16 桁×8 行(16 ドットフォント) 

表示面積 38（W）×44（H）mm 

表示文字 JIS 第一、第二水準漢字、ANK、記号、外字 

（横倍角、縦倍角、4 倍角可能） 

コントラスト調整 8 段階 

バックライト 白色 LED（輝度調整可能） 
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ブザー ブザーによるビープ音 

読取時、各種エラー時に鳴動（ユーザ指定可能） 

バイブレータ 読取り時、各種エラー時に鳴動（ユーザ指定可能） 

キー入力部 キー数 25 

寸法 55（W）×158.5（D）×33.4（H）mm 

重量 バッテリーパック 152g（バッテリーパック含む） 

乾電池 175g（乾電池含む） 

本体充電機能 有り（ただし充電中の環境は充電器の温度仕様に従う） 

電源 メインバッテリ 単三形アルカリ乾電池 2 本またはリチウムイオン二次電池 ＊１ 

バックアップバッテリ リチウム二次電池（メンテナンスフリー） ＊２ 

環境 使用温度 -5℃～50℃ ＊３ 

使用湿度 20～80％RH（ただし、結露なきこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％RH（ただし、結露なきこと） 

防滴・防塵 IEC IP54（JIS 防塵防沫相当） 

耐落下強度 1.2m（コンクリートに 6 面各 5 回落下） ＊４ 

照度条件 人工光 4,000lx まで 

太陽光 80,000lx まで 

連続使用時間 バッテリーパック 130 時間 ＊５ 

乾電池 200 時間 ＊３ ＊５ 

時計機能 年（4 桁）月日時分秒/閏年補正あり、タイマー機能あり ＊６ 

赤外線通信（IrDA） IrDA Ver1.2 物理層準拠 

通信速度：最大 115200bit/s 

無線部 Bluetooth 適合国際規格 Bluetooth Ver1.2 準拠 

適合国内規格 ARIB STD-T66 

通信方式 スペクトラム拡散方式（周波数ホッピング方式） 

無線周波数 2.4GHz 帯 

通信速度 最大 

送信電力クラ

ス 

Class2 

アンテナ 本体に内蔵 

通信距離 最大 10m ＊７ 

*1 ⁫ψВϒБỡ ᵘẋΕ Ζ ΎͥΦͻλɁ 

*2 ͜ κ‟ ͵Ώ ḺΒΰγ ḹΎ ΏΑγͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

*3 ψВϒБỡ Ζ ΕɴϸϱϤϲϪϖỒ Ṯ Ε ⁫ψВϒБỡ ɵκͬ ͧ΅ͭ
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͜Ɂ 

ΕЈɚϒɚ ⁫ψВϒБỡ κ ͵γ ꞋɀẤỡ Јɚϒɚ͢ΰΚ Βΰβ ͤ

ᵩΑβɀ Β ͭΑ͜ṁ ͚ͤβΦ͵Ɂ ⁫ψВϒБỡ κ ͵γ ꞋΖɀẤЈɚϒ

ɚΕ ͢ΰΚ Ε ᵣκẬ ͯɀ ₳κ͢ βͧ΅ͭ͜Ɂ 

ḶἆᾺΎ ͵γΏɀ Ἒͤ ͯͧ βΦ͵Ɂ 

*4 ∕ Ύ͚βɀ ΎΖ͚βΦͻλɁ 

*5 ∕ ₳Ʌ10 Β 2Ṱ βɀBluetooth ɀLED ɀϽϝɚOFFɀLCDϷϪϖАϊϯ OFFɀ

ϷϊϽ OFFɀDe.wmfleepЉɚϰɁ 

ɼ60פֿ₲ɿפֿ▄ 6* ɨ25ʌɩ 

*7 ᵐ ͯ΄ Ε΄ΩΒΖɀ Ώ Bluetooth USB ψϧϾϦΦ΄Ζ Bluetooth ЍϲϪϯΕἚΒ

ẍ ͤΑ͜ Ύ͇̌ᵘ ΎΕ κ ͯΦ͵Ɂ 

 

■外形寸法 
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4 -1 -2  QC -006  シングルチャージャ 

充電部 

使用温度 0℃～40℃ 

使用湿度 20～80％（ただし、結露無きこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％（ただし、結露無きこと） 

充電時間 約 2.5 時間 

※電池の状態や使用環境によって充電時間が長くなる場合があります。 

外形寸法 93（W）×117.5（D）×105.4（H）mm 

重量 225g 

AC アダプタ 

定格入力 AC100～240V 50-60Hz 75VA 

定格出力 DC5.5V 2.5A 13.75W 

重量 180g（AC コード含まず） 

外形寸法 41.5（W）×90（D）×28（H）mm 

（AC コード、DC コード含まず） 

AC コード長 1.8m 

DC コード長 1.8m 
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4 -1 -3  QC -007  マルチチャージャ 

充電部 

使用温度 0℃～40℃ 

使用湿度 20～80％（ただし、結露無きこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％（ただし、結露無きこと） 

充電時間 約 2.5 時間 

※電池の状態や使用環境によって充電時間が長くなる場合があります。 

外形寸法 375.5（W）×120（D）×106（H）mm 

重量 910g 

AC アダプタ 

定格入力 AC100～240V 50-60Hz 150VA 

定格出力 DC12V 4.6A 70W 

重量 300g（AC コード含まず） 

外形寸法 58（W）×132（D）×30（H）mm 

（AC コード、DC コード含まず） 

AC コード長 1.8m 

DC コード長 1.8m 
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4 -1 -4  IU -004  USB 通信ユニット 

一般 

使用温度 0℃～40℃ 

使用湿度 20～80％（ただし、結露無きこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％（ただし、結露無きこと） 

外形寸法 93（W）×117.5（D）×105.4（H）mm 

重量 215g 

通信部 

USB ケーブル長 １ｍ 

赤外線通信 IrDA Ver.1.2 物理層準拠 

通信速度：115200bit/s 

外部インターフェース USB2.0 

コネクタ：TYPE B 

電源 USB BUS パワー 

消費電流 100mA 以下 
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4 -1 -5  IU -004C  USB 通信/ 充電ユニット 

一般 

使用温度 0℃～40℃ 

使用湿度 20～80％（ただし、結露無きこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％（ただし、結露無きこと） 

外形寸法 93（W）×117.5（D）×105.4（H）mm 

重量 216g 

通信部 

USB ケーブル長 1m 

赤外線通信 IrDA Ver.1.2 物理層準拠 

通信速度：115200bit/s 

外部インターフェース USB2.0 

コネクタ：TYPE B 

電源 USB BUS パワー ＊１ 

消費電流 100mA 以下 

充電部 

充電時間 約 2.5 時間 

※電池の状態や使用環境によって充電時間が長くなる場合があ

ります。 

AC アダプタ 

定格入力 AC100～240V 50-60Hz 75VA 

定格出力 DC5.5V 2.5A 13.75W 

重量 180g（AC コード含まず） 

外形寸法 41.5（W）×90（D）×28（H）mm 

（AC コード、DC コード含まず） 

AC コード長 1.8m 

DC コード長 1.8m 

*1 ὅ ΕΧΎ͵Ɂ ΖɀACψϧϾϦκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 
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4 -1 -6  IU -004C L LAN 通信/ 充電ユニット 

一般 

使用温度 0℃～40℃ 

使用湿度 20～80％（ただし、結露無きこと） 

保存温度 -10℃～60℃ 

保存湿度 10～90％（ただし、結露無きこと） 

外形寸法 93（W）×117.5（D）×105.4（H）mm 

重量 262g 

通信部 

赤外線通信 IrDA Ver.1.2 物理層準拠 

通信速度：最大 115200bps 

外部インターフェース Ethernet：Version2.0 / IEEE802.3 

10BASE-T / 100BASE-TX 

コネクタ：RJ45 

充電部 

充電時間 約 2.5 時間 

※電池の状態や使用環境によって充電時間が長くなる場合があ

ります。 

AC アダプタ 

定格入力 AC100～240V 50-60Hz 96VA 

定格出力 DC5V 3A 15W 

重量 180g（AC コード含まず） 

外形寸法 49.8（W）×68.2（D）×26.3（H）mm 

（AC コード、DC コード含まず） 

AC コード長 1.8m 

DC コード長 1.8m 
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4 -2  読取仕様 

4 -2 -1  レーザ光の照射角度 

ΕГɚϝ▫Ε ắ Ζɀ54ʉΎ͵Ɂ 

 

4 -2 -2  読取深度 

ϷɚϚɚϰΕ βṁ ᵝΕͫΏκ Ώ͜͜Φ͵Ɂ Ε Ζ Ε Ε βΎ͵Ɂ 

 

 

4 -2 -3  バーコードの傾きと読取り可能角度 

ϷɚϚɚϰΏ Ε‴ͥἜ″ΒΖɀ Ε 3 ͚ͤβΦ͵Ɂͽδ;δΎɀ γắ ͤᵩΑβΦ͵Ɂ 
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ᴮ
 

ここで説明する値は、次の条件で測定しています。 

・レーザスキャナモジュール先端より 110mm 

・使用ラベル 

ピッチ角度、スキュー角度、デッドゾーン測定時：PCS=0.9、分解能=0.25mm、 

 Code39 9 桁 NW 比 1:2.5 マージン=10mm 

チルト角度測定時：PCS=0.9 分解能=0.26mm 13 桁 JAN マージン=10mm 

 

■スキュー 

ϷɚϚɚϰΒ ͯɀ Ε ḹ 50ʉΦΎ βṁ Ύ͵Ɂ 

 

 

 

ᴮ
 

バーコード正面の垂直±8°は正反射によるデッドゾーンで、読取りが悪くなることが

あります。上手く読取れない場合は、角度を変えて再度読取ってみてください。 

 

■ピッチ 

ϷɚϚɚϰΒ ͯ Εֿכᶒ 35ʉΦΎ βṁ Ύ͵Ɂ 

 

÷îʦ

ñóʦñóʦ
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■チルト 

ϷɚϚɚϰΒ ͯГɚϝ▫κ ͵γắ Ύ͵Ɂ 

 

 

 

ᴮ
 

必ずレーザ光がラベルを横切るようにしてください。また、バーコード左右の余白（マ

ージン）も照射してください。 
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4 -3  画面出力キャラクタ 

Ε᷁ ṥ ΒΖɀJIS ᵺ/ ἃ ɀANKɀὕ꞊ɀẋ Ε ɀ Ε Ύ͚γϔЊА

ϖϦͤ ΎͥΦ͵ɁϔЊАϖϦΕ ϚɚϰΖɀ Ε βΎ͵Ɂ 

 

■全角文字 

1

f 0 4 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

f 0 5 0

f 0 6 0

f 0 7 0

f 0 8 0

f 0 9 0

f 0 a 0

f 0 b 0

f 0 c 0

f 0 d 0

f 0 e 0

f 0 f 0

0 2 3 4 5 6 7 8 9 ˿

S

N U S H S X E X E T

D L D 1 D 2 D 3 D 4

E Q A K B L

N K S Y E B C N E M S B

B S H T L F V T F F C R S O

E C F S G S R S U S

S I

0T

ʿ˝ː

E N T

 

 

■半角文字 
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4 -4  ブザー周波数 

ϽϝɚΕ Β ͞ Ύ͵ɨɴ3- 7- 5 Ḹ/ ϷϊϽɅḸ ɄLEDɄϷϊϽГɚϦΕ ɵɨP.123ɩ

ɩɁᵘḹΕ 60 Ε ͤ ΎͥΦ͵Ɂ 

 

ᴈο Hz 

130 277 587 1244 2637 

138 293 622 1318 2793 

146 311 659 1396 2959 

155 329 698 1479 3135 

164 349 739 1567 3322 

174 369 783 1661 3520 

184 391 830 1760 3729 

195 415 880 1864 3951 

207 440 932 1975 4186 

220 466 987 2093  

233 493 1046 2217  

246 523 1108 2349  

261 554 1174 2489  
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4 -5  レジストリ 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΎ ͭδγẤ ϸАЈɚϦΖɀɴГϟϠϯБɵΏ┌ΗδΦ͵Ɂ 

ГϟϠϯБϼχϊВΖᶏͯϼχϊВΕ΄ΩɀϞϠϭЇЈϲЌɚΒΖ ͭδΦͻλɁΦ΄ɀFϰАϊϽ

Β ͭδγ΄ΩϷϪϖψϪϾ ͤ ͯΌΪ ͠γͫΏΖ͚βΦͻλɁ 

ГϟϠϯБΖᵘḹΕ 5ΉΒ ͭδΌ͜Φ͵Ɂ 

 

ユーザレジストリ 一般的な設定値です。システムメニューで設定された項目の大部分はユ

ーザレジストリになります。 

セキュリティレジストリ パスワードや PIN コードなどセキュリティに関連する設定値です。 

ユニークレジストリ Bluetooth のローカル BD アドレスや端末 ID といった、一般的に他の端

末とは重複することのない、その端末に固有の設定値です。 

システムレジストリ 本製品が独自に使用する設定値です。システムメニューから設定、参照

することはできません。 

デバイスレジストリ 電池残量等、端末動作中にリアルタイムに変化するパラメータを参照す

るための項目です。デバイスレジストリに属する設定値はアプリケーシ

ョンソフトからの参照のみが可能で、システムメニューから設定するこ

とはできません。 

 

ϮϷϊϠГϟϠϯБκ ͧ 4 ΕГϟϠϯБΖɀͽδ;δ ͯ΄ϼχϊВΒ ͭδΦ͵ɁͫΕ

΄ΩɀFϰАϊϽΒΖ Β 4ΉΕϼχϊВͤẨ ͭδΌ͜Φ͵ɁГϟϠϯБΖϼχϊВΏͯΌ FϰАϊ

ϽΒ ͭδΦ͵ΕΎɀϷϪϖψϪϾ ͤ δΌΪ ͠γͫΏΖ͚βΦͻλɁ 

ϮϷϊϠГϟϠϯБΖ Ε ΒΰΈΌ Ḻ͵γГϟϠϯБΎ͵ΕΎɀϼχϊВΒΖ ͭδ

ΦͻλɁ 

ϖДɚКὅ ɨɴ3- 8- 4 ϖДɚКɅ Ε ɵɨP.131ɩ ɩκ ͵γΏɀ Ε ΒГϟϠϯ

БκϚϻɚͯɀϑБϟϱВΕ Ώ ʹ Ε κ ͵γͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 

 

ὂḺЈϲЌɚɨɴ3- 8- 3 ὂḺɅГϟϠϯБ/ϰАϊϽΕ ὂḺɵɨP.129ɩ ɩκ ͵γΏɀГ

ϟϠϯБκ ᾜͯɀ◖ Ṗ Ε Β ͵ͫΏͤΎͥΦ͵Ɂ 
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5 -1  よくある質問と回答 

ΰ͚ͧγ άϯАϽВΏɀͽδκṯ€͵γ΄ΩΒẬ ͵γ Ε͚γꜞ ά Ṓ ΒΉ͜Ό

ͯΦ͵Ɂ 

Q：電源が入らない 

Ȩ ᶟɿ ȼ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʕ͒ ʹ̀ˁɿ ɝ ʝɰʛἌ ɨɰʛɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ͒ ʹ̀ˁʕ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʀ ɨɠ ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ʕ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɝ ɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ɿ ҍ ᵟʀɓɴɷɕʏɪɜ   

Ɇ1-2 τɿϗɕ ɇ P.29 /Ɇ1-5 ɛ ҍʝɿɨɜɰɇ P.54  

Q：画面に何も表示されない 

Ȩ ᶟɿ ȼ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʕ͒ ʹ̀ˁɿ ɝ ʝɰʛἌ ɨɰʛɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ͒ ʹ̀ˁʕ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʀ ɨɠ ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ʕ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɝ ɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ɿ ҍ ᵟʀɓɴɷɕʏɪɜ   

Ɇ1-2 τɿϗɕ ɇ P.29 /Ɇ1-5 ɛ ҍʝɿɨɜɰɇ P.54  

 

̦ ɿ ʣ ɨɷʓ ɸɞɻɕếᵖ  

Ε ΎɀϞϠϭЇЈϲЌɚκὗ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

1. ỡ κ ẋͯΦ͵Ɂ 

2. 10 ΈΌͣαɀỡ κ ͯΦ͵Ɂ 

3. βϔɚκḞͯΑͤαɸPWɹϔɚκḞͯΦ͵Ɂ 

Q：しばらく操作を中断したら、電源が OFF になってしまった 

Ȩ ̆ ˋˎ˲̀˙ˋʷɝ‛ᶄɼɻɴɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ ʕ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɝ ɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ Μἒɿ ʣϗ ɨɷɕʏɬʤɜ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲͒ Μἒʀϗ ɸɞʏ

ɬʤȽ 

Ɇ1-2 τɿϗɕ ɇ P.29  

 

Ȩ ̡ ̀ː˙˷̀ʲ˝ ɝ ֣ɼɻɴɷɕʏɬʤɜ ---- P.93  

Ȩ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɸ ֔ ɿ ῟ʣɨɷɕʏɬʤɜ   
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Q：充電できない 

Ȩ τʀѼ ḻɼ ɨɠ˃ˋːɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ̆ ˋˎ˲̀˙ˋʷʀѼ ḻɼ ɨɠ˃ˋːɦʝɷɕʏɪɜ   

Ȩ ᴈ̥ ʪ˳ʳ˲ ʣ˃ˋːɨɷɕʏɬʤɜ  

Ɇ1-2-4 ˘ˋˎ˲̀ɿѼ ɇ P.36  

̦ ɿ ʣ ɨɷʓ ɸɞɻɕếᵖ  

 ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɿ ɿᵊ ɝɓʛʏɪȽ 

שּׂ  ḙ ʏɸɛ᷅ᵖɬɠɱɦɕȽ 

Q：電池の残量を確認したい 

Ɇ3-8-1 ͒ /˘ˋˎ˲̀˙ˋʷ ɿ ɇ P.128 ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Q：日時を確認したい、修正したい 

Ɇ3-3-2 Ӹʣ ῟˿ ɇ P.88 ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Q：液晶画面が見づらい 

Ȩ ɿʻ˻ː˱ˁːɿ ῟ʣ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩ ̆ ˋʷ˱ʬːɿ Ⱬʣӡ əɷʐɷɠɱɦɕȽ 

Ɇ3-7-4 ɿ ῟ɇ P.121  

Q：システムメニューが起動しない 

Ȩ ֹוӳ ɼʿˁˎ˨˩˓˭̀ʣ ֮ɪʜếᵖʀȼ ᴸʛʵ̀ʣ ɨɻɝʚɊPWɋʵ̀ʣ ɨʏɪȽ 

Ɇ3-1-2 ʿˁˎ˨˩˓˭̀ɿ ֮ɇ P.78  

Ȩ ◑ ʿˁˎ˨˩˓˭̀ɸ ֮ɨɰɕếᵖʀ 

ʿˁˎ˨˩˓˭̀ɿ 1:ʿˁˎ˨ ǟ 1: ֮ΰ ɸ ʿˁˎ˨˩˓˭̀ ɿ˱ˀʲˤˇ˻ʣ

ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ɇ3-3-1 ֮ΰ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿ ֮ΰ ɇ P.87  

Q：電源を ON にした時に起動するアプリケーションソフトを変更したい 

Ȩ ʿ ˁˎ˨˩˓˭̀ɿ 1:ʿˁˎ˨ ǟ 1: ֮ΰ ɸ ɿʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿ˱ˀʲˤˇ

˻ʣ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ɇ3-3-1 ֮ΰ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿ ֮ΰ ɇ P.87  
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Q：別のアプリケーションソフトを起動するには 

Ȩ ʿ ˁˎ˨˩˓˭̀ɸ 3 ˝ʩʬ˳ ǟ  ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻ ʣ ɨȼʽ˞˩˓˭̀ɜʚ ΰ

ʣ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ɇ3-5 ˝ʩʬ˳ɇ ɆȨΰ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿΰ ɇ P.103  

Q：バーコードが上手く読取れない 

Ȩ ᴸʝɻɕᵊ ɝɓʜ˘̀ʻ̀ˑɼɵɕɷʀɆ5-2 ᴸʛɝṟ ɻ˘̀ʻ̀ˑɇ P.171 ʣᴮ

ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿ ῟ɼᵖɴɰ˘̀ʻ̀ˑʣ ᴸɴɷɕʏɪɜ  

ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿ ῟ɼʙɴɷʀȼ ῟ɿ ɿ˘̀ʻ̀ˑɝ ᴸʛ ɼɻɴɷɕʜế

ᵖɝɓʛʏɪȽ 

Ȩ ᴵ„ɝ ɤɴɷɕʏɬʤɜ   

˛˓̀˳ɼ ʠʝɷɕɰʛȼ˱˧˕̀ːɨɰ˘̀ʻ̀ˑɸʀɓʛʏɬʤɜ ǡ ᴵ„ɿ Ⱬɸɻ

ɠɷʓ ʐɼɠɕɤɹɝɓʛʏɪȽ ⱫʣἌəɷɛ ɨɠɱɦɕȽ 

Ȩ˘̀ʻ̀ˑʣ ɨɠˁʵ˫˻ɨɷɕʏɪɜ  

Ӡ ɹ ᴸʛ ɼʀ ῟ɝɓʛʏɪɿɸȼ̆ ̀ʻ̀ˑɿ˘̀/ˁˢ̀ˁɿ ɰɬʠᵖɼ◖‮

ɸˁʵ˫˻ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩ ᴸ ʀ ɨɕɸɪɜ Ɇ4-2 ᴸΑ ɇ P.157 ᴮ  

Ȩ ˱ ˡ˳ɿᶟ ʀ ɕɸɪɜ  

˿˱ˡ˳ɿᶟ ɝ ɕɹȼ ɨɠ ᴸʝɻɕếᵖɝɓʛʏɪȽΜ̧ɿʙɗɻếᵖʀȼ˱ˡ˳ᶟ ʣ

ḄɨɷɠɱɦɕȽ 

ɕᴑᾺɿ˘̀ʻ̀ˑ ˑˋːʬ˻˙ʷː˟˲˻ˇɸᴑᾺɨɰʛȼ ҫβ ɿʙɗɻ˘̀ʻ̀ˑ  

ʝɰʛȼᴑӴɿ ɢɰ˘̀ʻ̀ˑ 

˘̀/ˁˢ̀ˁɿ◖ɝ ᶟɿӠ ʣ əʜ ɦɿ˘̀ʻ̀ˑ 

╢ᵎɿ ʷ˷ʬʰˋːˆ̀˻ ɿɻɕ˘̀ʻ̀ˑ ˘̀ʻ̀ˑɿ╢ᵎɼ Ὰʕ ɿɓʜʓ

ɿ  

ᴑӴɝ ʤɱʛ ɴɰʛɨɷȼ˘̀/ˁˢ̀ˁɿ◖ɝ ɴɷɕʜ˘̀ʻ̀ˑ 

ɨɰʛȼɨʠɿҍɴɰ˱ˡ˳ 

˿ˏʻ̀ˑ˴ˡ˳ɿ ῟ʣἌəɷҢⱫ ᴸʣΰ ɨɷɠɱɦɕȽˏʻ̀ˑ˴ˡ˳ɿ ῟ʀɆ3-7-1 

˘̀ʻ̀ˑ ˘̀ʻ̀ˑˁʵ˫˒ɿ ῟ɇ ɆȨˏʻ̀ˑ˴ˡ˳ɇ P.112 ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩˁʵ˫˻Ҁ ˴̀ʾҀ ɼ ◑ɝɓʛʏɬʤɜ  

˿ ᴸʛᵀɼ ʝʕʼ˧ɝΔ ɪʜɹ ◑ɻˁʵ˫˻ɝɸɞɻɠɻʛʏɪȽ 

 ɮɿếᵖʀȼ͒ɕɰ ʚɜɕ▐ɸ˝ʫ˳ˇʣ ɕɷɠɱɦɕȽ 

˿ˁʵ˫˻Ҁɝἕ ͛ ɼɻɴɰʛȼ ʣ ɕɰʛɨɷʓ ʒɻɠɻʜɤɹʀɓʛʏɬʤɝȼψʛ

ɼʓʃɺɕếᵖʀ ɝ ʠʝʏɪɿɸЄ ʣɥϦ ɠɱɦɕȽ 
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Q：ドライブの空き容量を確認するには 

ʿˁˎ˨˩˓˭̀ɿ 6 ˩˻ˎ˒˻ˁ ǟ 5 ˑ˱ʬ˞ ɸ ɨʏɪȽ 

 Ɇ3-8-5 ˑ˱ʬ˞ ˑ˱ʬ˞ Ếɿ ɇ P.136  

Q：Bluetooth 通信ができない 

Ȩ ID ʀ ῟ɦʝɷɕʏɪɜ ɆBluePorter -Vɇʣϗ ɪʜếᵖʀ ID ɿ ῟ɝ ɸɪȽ----

P.108  

Ȩ ѿ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɝˏ˝ʱ˳ːˏ˘ʬˁɼ ῟ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ѿ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɹ˃ʵ˭˲ˎʫ ῟ʀᵚ̠ɸɪɜ  

 Ɇ3-7-3 Bluetooth Bluetooth ɿ ῟ɇ P.115  

Ȩ ̇ ˅ʻ˻ɿ ѿ˲˪̀ːˏ˘ʬˁʀ ɨɠ ῟ɦʝɷɕʏɪɜ  

˿ ʀON ɼɻɴɷɕʏɪɜ  

˿ ʀᵊ ɼɻɴɷɕʏɪɜ  

˿˙˅ʻ˻ ˇˁʷ˘̀ᵎкɿ Ẩɼ ɦʝʜ Bluetooth ˦̀ʷʀ ɠɻɴɷɕʏɪɜ

ɕʏʏɸɪɹ ɝ ɦʝʏɬʤȽ 

Ȩ ʀ ɨɕɸɪɜ  

˿˙˅ʻ˻ɹ ᶟʣ P.60  

˿PET-100 -M Ѐ P.67  

˿Bluetooth ʷ˵̀˻Ɇ3-8-4 ʷ˵̀˻ ɿϋ ɇ P.131  

˿Bluetooth ɿˎˁːɆ3-9-1 Bluetooth Bluetooth Ѐɿˎˁːɇ P.142  

˿Ɇ3-7-3 Bluetooth Bluetooth ɿ ῟ɇ P.115 ʣᴮ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩ ּׂש ῟Μἒɿ USB ʪˈ˟ˇʣϗɴɷɕʏɬʤɜ  

ɫȼּׂש ῟ɿUSB ʪˈ˟ˇʣϗ ɨɷɠɱɦɕȽ 

Ȩ Bluetooth ɝҝ ɦʝɰ˙˅ʻ˻ʣ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɼɨɷɕʏɬʤɜ  

Q：無線 LAN と Bluetooth を同一環境で同時使用できますか？ 

Ζṁ Ύ͵ͤɀ Ε ╠ữ Βΰβ Ε δͤ ʹγ Ꞌ͚ͤβΦ͵Ɂ 

Q：ファイルの送受信中に「書き込みに失敗しました」と表示された 

Ȩ F ˑ˱ʬ˞ɿ ɞ Ẩɝ ɻɕếᵖɻɺɼ ɦʝʏɪȽ 

F ˑ˱ʬ˞ɛʙʄ Sˑ˱ʬ˞ɿ˝ʩʬ˳ʣӼ ɨɷ ɞῲ ʣỚʕɨɷɜʚʕʛ ɨɷɠɱɦɕȽ 
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Q：ファイルの送受信中に「タイムアウトです」と表示された 

ЀʏɰʀᴹЀ ɲ ɿʏʏɸ̠῟ ɝ ɪʜɹ ɦʝʏɪȽ 

Ȩ ̇ ˅ʻ˻ɿ Ѐ˅˝ːʀ ֮ɨɷɕʏɪɜ  

Ȩ Ѐ ῟ʀ ɨɠ ῟ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ᶟɹ˙˅ʻ˻ʀ ɨɠ ɦʝɷɕʏɪɜ  

 Ɇ2-4 Ѐ ỗɿ ῟ɇ P.61 /Ɇ2-5 ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɿˈʮ˻˵̀ˑ ɇ P.64  

Ȩ ̇ ˅ʻ˻ɿ˲˅̀ˁɝ̨ ɨɷɕʏɬʤɜ  

ϤϼϯᵘẋΕψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΑΐͤὗ ͯΌ͜γ ꞋɀϸϤϚКΕБϤɚϠͤ ͵γͫΏΎɀϼχ

ϊВΕ Β ͵γͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ Β ΕΑ͜ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΖɀΎͥγ΅ͩ ͯΌ

ͣα ͯΌΧΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

Q：ファイルの送受信中に「接続に失敗しました」と表示された 

Ȩ ̇ ˅ʻ˻̦ɸ BluePorter -V ʕȼBluePorter -L ʣϗ ɨɰʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːʀ ֮ɨɷɕʏ

ɪɜ  

Ȩ ɿ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɹʀ ɻʜ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɼ ɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ ˃ ʵ˭˲ˎʫ ῟ʀ˲˪̀ːˏ˘ʬˁɹᵚɩɸɪɜ  

Ȩ IDȼ˲˪̀ːˏ˘ʬˁʀ ɨɠ ῟ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ̇ ˅ʻ˻кɸᵚɩᵛӿɿ˝ʩʬ˳ʣϗ ʰˏʫˇɸ ɕɷɕɰʛȼˏ̀ˇˡ̀ˁ ϰɸ˝ʩʬ˳

ɝʲ̀˟˻ɦʝɷɕɰʛɻɺ ɨɷɕʏɬʤɜ  

 Ɇ3-6 ID Ӭ ID ɿ ῟ɇ P.108 /Ɇ3-7-3 Bluetooth Bluetooth ɿ

῟ɇ P.115  

Q：アプリケーションソフトの起動やファイルの送受信ができない 

Ȩ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷɿ ṵɝπɕɹȼ̠ ɿ ɝ ϋɸɞɻɠɻʛʏɪȽ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʀѼ

ɦʝɷɕʏɪɜ  

 Ɇ3-8-1 ͒ /˘ˋˎ˲̀˙ˋʷ ɿ ɇ P.128  
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Q：赤外線通信（IrDA ）ができない 

Ȩ USB ʹ̀˞˳ɝ ɢɰʛɨɷɕʏɬʤɜ  

Ȩ USB Ѐˮ˓ˋːɿ USB ˑ˱ʬ˘˅˝ːɝ ɪʜ˙˅ʻ˻ɼʬ˻ˁː̀˳ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ˮ̀ˎʫ˲ˎʫ BluePorter -V ɝ ɪʜ˙˅ʻ˻ɼʬ˻ˁː̀˳ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ LAN ‚ ˮ̀ˎʫ˲ˎʫ BluePorter -L ɝ ɪʜ˙˅ʻ˻ɼʬ˻ˁː̀˳ɦʝɷɕʏɪɜ  

Ȩ ̇ ˅ʻ˻ ˇˁʷ˘̀ᵎкɿ Ẩɼ BluePorter -V ɿʪʬʻ˻ɝ ɦʝɷɕʏɪɜ

ɦʝɷɕɻɕɹ BluePorte r-V ɝʬ˻ˁː̀˳ɦʝɷɕɷʓ ֮ɨɷɕʏɬʤȽ 

Ȩ ᶟɛʙʄ IU-004/IU -004 C/IU -004CL ɿ ἒ Ѐ˥̀ː ɝ ʝɷɕʏɬʤɜ  

 Ɇ2-4 Ѐ ỗɿ ῟ɇ P.61 /1 -5 ɛ ҍʝɿɨɜɰɇ P.54  

Q：ファイルが壊れているようなのですが 

Ȩ ̋ ʩʬ˳ɿ ʐ̷ ˏ̀ˇͪЀ̷ȼ˝ʩʬ˳ᴹЀ̷ȼ˘ˋʷʪˋ˟̷ ʏɰʀˏ˝˱ʸ̷ɼȼ

ʣᴸἒɨɰʛȼ ɴɷ ɹɨɰʛȼֹוɕ ʣ̩əɷ ɝӡʝɷɨʏɴɰếᵖʀȼ˝ʩʬ˳

ɝừʝʜ ʝɝɓʛʏɪȽ 

˝ʩʬ˳ʣӼ ɪʜɜȼ˙˅ʻ˻ ɼ ɨɷˏ̀ˇʣ ɪʜɻɺɿ‚ ʣɨɷɠɱɦɕȽ 

ɤɿӎ ʣ ɴɷʓ ◑ɼ֮ϋɨɻɕếᵖʀȼ ɝ ʠʝʏɪɿɸЄ ʣɥϦ ɠɱɦɕȽ 

 Ɇ3-5 ˝ʩʬ˳ ˝ʩʬ˳ɿΰ ˿ Ѐ˿Ӽ ɻɺɇ P.101  

Ȩ ʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ːɼʙɴɷʀ ʣӡʜ ɼˏ˝˱ʸӎ ȼ˘ˋʷʪˋ˟ӎ ʣɪʜʓɿɝ

ɓʛʏɪȽ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʕ͒ ʣͪ ɪʜ ʀȼ ɫ ɝӡʝɷɕʜɤɹʣ ɨɷɠɱ

ɦɕȽ 

Q：本製品のシステム設定が初期化されているようなのですが 

Ȩ ῟ʀ˴ˀˁː˲˝ʩʬ˳ɼϾΆɦʝɷɕʏɪɿɸȼ̦ ɿʙɗɻ˝ʩʬ˳ ɝ ɨɰếᵖȼ

Ӫ  ɦʝʜɤɹɝɓʛʏɪȽח

Q：電源を入れたら「S ドライブを初期化しました」というメッセージが表示

された 

Ȩ ֮ ϋ̷ɼ˘ˋˎ˲̀˙ˋʷʕ ʣʀɫɨɰʛȼ ̧ ɸ ɝӡʝɷɨʏɴɰếᵖʀ ◑ɻ

͖ӎ ɝɦʝɻɕɰʒȼSˑ˱ʬ˞ɿ˘ˋʷʪˋ˟ɝ ʠʝʏɬʤȽ 

Ȩ ҍ ȼӪʒɷ ʣ ҍɨɰ ɼʓᵚ ɿ˩ˋ˃̀ˀɝ ɦʝʏɪȽ 
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Q：「システムエラー」と表示され、キーを押したら電源が OFF になった 

Ȩʿˁˎ˨˟˵ʸ˱˨ɝʰ˱̀ɿᴡṜʣ ῟ɸɞɻɜɴɰếᵖɼ ɦʝʏɪȽ˗̀ˑʮʯʪȼʿˁ

ˎ˨˟˵ʸ˱˨ȼʪ˟˲ʹ̀ʿ˯˻˅˝ː ɿ ΎȼֹוⱫɿ ɿʙɗɻἒ ṜɻɺɿᴡṜɝ

əʚʝʏɪȽʿ ˁˎ˨ʰ˱̀˩ˋ˃̀ˀɝ ɦʝɰếᵖȼɊPWɋɻ ̀ʣ ɪɹ ɝӡʝʏɪȽ

ṛ ֮ ɼᵊ ɻ ʛ ╧ ɨʏɪȽ 

ҢⱫ ʣON ɨɷɠɱɦɕȽ 

Q：BluePorter -V の COM ポートがオープンできない 

ȨBluePorter -V ʣ ʤɱ˙˅ʻ˻ɸȼּׂש ɿWL7-KEY ɹɕɗ˅˝ːʣϗ ɨɷɕʏɬʤɜ  

WL7 -KEY ɝ Ver1.02 ΜӿɸɪɹCOM ˥̀ːɝᴌ ɦʝɷɨʏɕʲ̀˟˻ɸɞʏɬʤȽ ʝҍʛ

ʏɪɝȼּׂש ḙ ʏɸɥ ɕʏɪȽ 
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5 -2  読取りが困難なバーコード 

Εΰ͞ΑϷɚϚɚϰΖɀ δΑ͜ Ꞌ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

●薄いバーコード 

PCS Ζɀ0.45 ᵘ Ύ͵Ɂ 

 

 

 

●かすれたバーコード 

Ʉ Βͣ͵δ΄ϷɚϚɚϰ 

 

 

 

Ʉ꜠ͭ ○Β ΩΕ͵ʹͤ Έ΄ϷɚϚɚϰ 

 

 

 

●バーの欠落したバーコード 

Ϸɚͤ 1 ᵘ ₫ ͯ΄ϷɚϚɚϰ 
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●汚れたバーコード 

 

  

 

●湾曲したバーコード 

βṁ Α Ὶ 

 JAN8₩Ε ꞋɅ̬ʄ15mmu  

 JAN13₩Ε ꞋɅRʄ20mmu  

₳ 

 ṯ Ʌ0.254mm 

 ЅɚϟКɅ10mm 

 

R

 

 

●クワイエットゾーン不足のバーコード 

 ͵γϷɚϚɚϰΕὔẨκ ͯΌͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

ʕ ɝ ɟɷʷ˷ʬʰˋːˆ̀˻ɝ̨
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製品保証 

■製品保証について 

1Ƀ Ε ὂἚΖ Ṗ ΰβ 1 ΏΑβΦ͵Ɂ΄΅ͯɀ ὂἚ ΎΪɀ Εΰ͞Α

ꞋΖ ΏΑγͫΏ͚ͤβΦ͵ΕΎͬ ͧ΅ͭ͜ɁΑ͢ɀ Β Ε Ζͬͮ͜Φͻ

λɁ 

¶ ϞБψВ ꞊ΕΑ͜ΪΕ͢ΰΚẬ ΎͥΑ͜ΪΕɨ Ṗ ΕἋ ͤ ṁ Α΄Ωɩ 

¶ ЅϲЌψВ Βὕ ͭδ΄ ͢ΰΚ ᵣ ꜞΒ ͵γ ᵅ͜Βΰγ ẍ 

¶ ┼ᵣΦ΄Ζ ΑṞ Βΰγ ẍ 

¶ ἆᾺͤ ₳ͣαᵽ ͯ΄ͫΏΒΰγ ẍ 

¶ ᾤṁΑͧɀṻ Φ΄Ζ ὅἵΕ ɀ ͩκⱴΈ΄ͫΏΒΰγ ẍ 

¶ ẍɀ ɀ ẍ Ε Βΰγ ẍ 

¶ ͢ᾀ Ε ͭδ΄Ϥϼϯόύψ͢ΰΚϞϠϭЇΒΰγ ẍ 

¶ ͩαδΑ͜ Βΰγ ẍɄ ▒ỵɨ ▒ỵɩ 

2Ƀ Ε Ζɀṻ άϷɚϟЎКψϪϾΑΐΒΰβɀ Αͧד ♇͵γͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

3Ƀ Εᶫ Ε₯ṉ ʹ΄ ΒΉ͜ΌΖɀ ΌΒἜͯΌΕ κ ͣ͜ΔΦ͵ΕΎɀͬ ͧ΅

ͭ͜Ɂ 

 

 

 

 



 消耗品 
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消耗品 

■保守について 

ᵐ ͯΌͬ ͩγΰ͞Βɀ⸗ Βɴ ⁪ ɵκ ₯ͭδγͫΏκ͢ ΩͯΌ͢βΦ͵Ɂ 

ΒΉ͜ΌΖɀ ЂɚЇЁɚϟΕɴϒϠϦЅɚϜЄɚϯɵΕɴψϼϦɚϜɚϺϠɵΎͬᵔ ͯΌ

͢βΦ͵Ɂ 

 

■修理について 

Εͬᵛ Ζɀ ЂɚЇЁɚϟΕɴϒϠϦЅɚϜЄɚϯɵΕɴψϼϦɚϜɚϺϠɵΒ͚γ ᵛ

ϼϐɚЇκͬ ͧ΅ͭ͜Ɂ 

 

http://www.welcat.co.jp/support/  

 

■消耗品 

ɨ ɩΖɀ κ ͯ ͩγͫΏΎ ͤ ḹͯΌͥΦ͵Ɂ Ε ἆᾺά

Βΰβ ḹΦΎΕὂἚΖᵩΑβɀ ῄΒΰΈΌΖ Ε ὂἚΰβ ͜ὂἚΎΕ▒ỵɨ

ɩͤ ΒΑγͫΏ͚ͤβΦ͵Ɂ 

 

¶ ϔɚɨḞͯЃϦКɩ 

¶ ϷϊϽГɚϦɨ ЉɚϦɚɩ 

¶ ГɚϝϠϔЊϱɨϷɚϚɚϰ ɩ 

¶ Ί ɨ ɀϷϪϭБɚϸϪϖ ΊΏϷϪϭБɚ ɩ 

¶ ϷϪϭБɚϸϪϖ 

¶ ϷϪϖψϪϾ  

ϷϪϖψϪϾ ΖЈКϭϱКϠϼБɚΎ͵ͤɀ ͜ κ‟ ͵ͫΏΒΰβɀ ͤ

Β Ḻ͵γ Ꞌ͚ͤβΦ͵ɁͫΕ ꞋΖɀ Ύ͵Ɂ 

¶ ϷϪϭБɚϸϪϖϘɚϠɨ ϸϪϔКɩ 

¶ ỡ ϘɚϠɨ ϸϪϔКɩ 

 

Αΐͤ ΏΑβΦ͵Ɂ 

 

 

ご使用が終わりましたバッテリーパックの取扱いは、「使用済みバッテリーパック

（BP-001）について」（P.9）を参照してください。 

 

 

 

http://www.welcat.co.jp/support/
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付録-1  出荷時設定一覧 

 

設定項目 設定可能範囲 出荷時設定値 

自動実行プログラム システムメニュー任意のアプリケーション

ソフト 

1：システムメニュー 

メモリバックアップ 有効にする、有効にしない 有効にする 

レジューム 有効にする、有効にしない 有効にしない 

パスワード 4～30 文字の英数記号で大文字/小文字を判

別 

 

オートウェイクアップ 『毎月』『毎週』『毎日』のいずれかの指定

時刻 

 

オートパワーオフ時間 0000、または 0060～3600（秒） 0600（秒） 

端末 ID  000～999 000 

バーコード読取りキー操作 ノーマル、ダブル、リリース、オート ノーマル 

バーコードパワーセーブ フルセーブ、クイックセーブ、ノーセーブ フルセーブ 

バーコードレーザ照射時間 00～60 20（秒） 

バーコードデコードレベル 緩い、通常、厳しい 通常 

キーリピート開始時間 0000 または 0100～1000 0500（ミリ秒） 

キーリピート間隔 0000 または 0100～1000 0100（ミリ秒） 

Bluetooth ローカルデバイ

ス名 

30 文字までの英数記号で大文字/小文字を判

別 

PET-100 

Bluetooth ローカルデバイ

ス認証 

有効にする、有効にしない 有効にしない 

Bluetooth ローカルデバイ

ス PIN コード 

16 文字までの 16 進文字（0～9、A～F）  

Bluetooth リモートデバイ

ス 1～7 デバイス名 

30 文字までの英数記号で大文字/小文字を判

別 

未登録 

Bluetooth リモートデバイ

ス 1～7BD アドレス 

12 文字固定の 16 進文字（0～9、A～F） 00:00:00:00:00:00 
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設定項目 設定可能範囲 出荷時設定値 

Bluetooth リモートデバイ

ス 1～7 認証 

有効にする、有効にしない 有効にしない 

Bluetooth リモートデバイ

ス 1～7PIN コード 

16 文字までの 16 進文字（0～9、A～F）  

Bluetooth リモートデバイ

ス検索オプション 

1～9 9 

画面コントラスト レベル 1～8 レベル 4 

バックライト輝度 高輝度にする、高輝度にしない 高輝度にしない（低輝度） 

ボリューム レベル 1～8 レベル 7 

キークリック音 なし、クリック音、クリック音＋音声、音声 なし 

BHCP デバイスの種類 Bluetooth、IrDA Bluetooth 

BHCP スタートアップの種

類 

無効にする、アプリケーション起動時、シス

テムメニュー起動時 

無効にする 

BHCP 更新禁止項目 端末 ID 未設定 
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付録-2  サンプルバーコード 

 

 

ᴑӴɿ ɿ Ἔȼ ȼ‮ ʝ ɿᴑӴᶟ ɝ ɨɕếᵖʀȼ ᴸʝɻɠɻʜɤɹɝɓʛ

ʏɪȽ 

 

●JAN13  

4 9 9 4 1 2 1 1 0 4 5 7 9  4 9 9 4 1 2 1 1 0 2 0 7 0  

 

 

 

●JAN8  

4 9 1 2 3 4 5 6  4 9 1 1 2 2 3 8  

 

 

 

●UPC -E 

0 0 0 1 2 3 4 4  0 9 9 9 9 9 9 2  

 

 

 

●CODE39 （C/D あり） 

* 1 2 3 4 5 F *  * A B C D E H *  
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●CODE39 （C/D なし） 

* 1 2 3 4 5 6 *  * A B C D E F *  

 

 

 

●NW -7（C/D あり） 

a 1 2 3 4 5 6 $ a  b - $ / 4 5 6 / 0 b  

 

 

 

●NW -7（C/D なし） 

c 5 6 7 8 9 0 c  d : / + 7 8 9 d  

 

 

 

●NW -7（HEX ） 

a  A  B  C  D  E  F  a  
b  D  E  F  A  B  C  b  

 

 

 

●ITF （C/D あり） 

1234567895  9876543215  
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●ITF （C/D なし） 

1234567890  9876543210  

 

 

 

●ITF （標準バージョン ITF -14 ） 

0 4 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 4  1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 5  

 

 

 

●ITF （拡張バージョン ITF -16 ） 

0 1 0 4 9 0 3 3 3 3 0 4 9 4 0 9  1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 4  

 

 

 

●ITF （アドオンバージョン ITF -6） 

1 2 3 4 5 7  1 1 2 2 3 9  

 

 

 

●CODE128 （コードセット A） 

1 2 3 4 5 6  A B C D E F  
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●CODE128 （コードセット B） 

a b c d e f  ! " # $ % & ' ( )  

 

 

 

●CODE128 （コードセット C） 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1  1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 9 9  

 

 

 

●EAN128 （コードセット A） 

( 0 1 ) 1 4 5 3 0 8 2 5 0 0 0 0 1 3 ( 1 7 ) 0 0 1 2 3 1  

 

 

 

●EAN128 （コードセット B） 

( 0 6 ) 1 7 4 5 8 6 6 3 5 2 5 3 0 0 ( 1 4 3 ) 5 4 3 2 1 0  

 

 

 

●EAN128 （コードセット C） 

( 1 0 ) 1 3 5 8 9 6 4 5 1 2 3 0 0 4 ( 4 8 ) 4 6 8 1 2 5  

 

 



付録 付録-3 用語集 

 

PET-100-M ユーザーズマニュアル 182 

付録-3  用語集 

ЅϲЌψВΎ ηδΌ͜γ ▀Εᵣ κ ͯΌ͜Φ͵Ɂ 

 

F ドライブ 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯɀϮɚϦЀɚϠЅϠϦɚϼχϊВΑΐκẨ ͵γ΄ΩΕ ᵶΎ͵ɁϸϤϚ

КͣαϧόКДɚϰͯ΄ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΖɀFϰАϊϽΒ ͭδΦ͵Ɂ 

S ドライブ 

ψϾБϘɚϞЎКϤϼϯΕ Βᵺ ΑϼχϊВɨϭКЄАБϼχϊВɩκẨ ͵γ΄ΩΕ

ᵶΏͯΌ ͯΦ͵Ɂ 

システムプログラム 

Β ͭδΌ͜γOSΎ͵Ɂ 

システムメニュー 

ϞϠϭЇϾДϗАЇΕὅ κ ͵γϾДϗАЇΎ͵Ɂ 

デフォルトデバイス 

ϞϠϭЇЈϲЌɚΕБЉɚϯϮϷϊϠБϠϯΒ ͭδ΄ Bluetooth ϮϷϊϠΕ͞ΆɀϮϼϐВϯ

Β ͭδ΄ϮϷϊϠΎ͵ɁϞϠϭЇЈϲЌɚΎΖɀ ΒϮϼϐВϯϮϷϊϠΒ ͯΦ͵Ɂ 

バッテリーパック 

Ε Ύ͵ɨBP- 001ɩɁ 

バックアップ電池 

Φ΄ΖϷϪϭБɚϸϪϖκΖͺͯ΄ άɀ ͤ ΑͧΑΈ΄ Ꞌɀ ₐΕϮɚϦάϼχ

ϊВΕᵺ κ͵γ΄ΩΕ Ύ͵Ɂ 

読取りキー 

ϷɚϚɚϰκ γ ΒḞͯΦ͵Ɂ 

リモートデバイス 

ДɚϒВϮϷϊϠΕ ΏΑγ Bluetooth ϮϷϊϠΎ͵Ɂ 

ローカルデバイス 

Ε Bluetooth ϮϷϊϠκ ͯΦ͵Ɂ κ ͯΌ͜γ ꞋΖɀ ͤДɚϒВϮϷϊ

ϠΒΑβΦ͵Ɂ 
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